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に
求
め
た
こ

と
は
、

原

因
と
結
果
と
を
と
り
ち
が
え
る

こ
と
に

な
，

一
本
当
の
原
因
を
見
失

，

こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
革
命
左
派
の
機
構
か
ら

黎
灘
甥攀
重

と
の
続

一
＾
な
い
し
は
党
派
闘
争
と
い

う
間
蘊
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
い
、
革
命

跡
鐵
騨
解
蹴事

颯一一一
「一一，二こ一」栞一Ｔ
的
・

に
よ
り
か
か
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
獄
中
学
命
左
派
の
諸
君
の
立
場

と
、
破
嵐
し
た
坂
一
な
の，
そ
れ
と‥
が
積

局
”
同
筆
で
み
る
こ
と
を
示
Ｌ
な
の
で

あ
つ
た
。　
　
一

　̈
　
一
．　
　
　
　

．

．
坂
●
君
の

，事
実
報
告
」
は
自
ら
も

腐
し
て
い
た

「新
生
」
の
時
縁
´
誤

，

ど
Ｌ
、
赤
軍‐
渡
と
紆
合
し
た，
こ
（
計
体

ど
鋏
り
‐！
ど
み
を
し
、
赤
軍
派
と
の
“

一

を
準
備
す
る
以
前
の‐
■
金
左
た
の
立
場

を
各
櫂
す
●
２

，
つ
鶴
点
に
■
か
れ
で

い
る
。
な
が
■
を
こ
に
は
、
赤
ェ
濃
ど

の，■
派
闘
争
の
観‐
点
は
欠
落
し
、　

，
新

党
」、
の
結
麟
そ
の
●
０
が
醸

，
で
あ

，

な
と，
し
て
ヽ
″
ｏ
こ
れ‐ぼ
奎
く
，泄
算
的

・
　

　

（次
買
ぺ
）

ｔこ
ｔ
二
つあ
メ

，
７に
対
す
る
見
鷹

を
現
在
の
書
力
一
発
妻
す
る
が
、
更
に

機
全
一う
〓
″
な
沢″
び赤
一
た

1 赤報最扱書店で部内分
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□

嶽
中
を
中
心

「
政
治
抜
き

一
‐―く‐‐
み
ヽ
　
一
九
七
二
年
五
月

一ｔ
一
２
立
場
を
明
ら
か
に 私

物
化

た
も

の

で

「
忘
れ
」

「
軽

わ
れ

の
意

見
せ
存
在
を
無

謂
鮮
一絆
ト

“
一一ｔ
ｔ
て一
一
浴
沐
軍
の
受”
繊
磋

嘉
癬
一鎌
一

■
事
件
で
あ
ち
根

，
ヽ
お
い
て

，
こ
０

濶
醤
■
、
４
■
報
「

，
間
錮
な
つ
て
お

ら
一
ヽ
一
●
‐ん観
た
の一
点
で
一．連
合

祢
輝
´
党
“
繊
産
の
驚
括
を
続
一
一■
一
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榔】ち一」衆一「嗜̈
鐘詢とヵ、』一一ぁ』″ちヽ
赤韓派と．ヶ好な町争‐‐の―一静けつ珈Ｆ」な「】̈
「一］い、

一お４」“̈
型」「内一を期待す一軸陣）『〔れｒを「静静̈
摯」「け一ら，前』」・́≡・内一・̈「聾吐一時一は一̈

だ一
一触中工一とって一、赤軍
一答とｔてしまつた一， オ一一一一
一一一一一一“一一のか０，一‘い

派
と
の
統

一
の
間
彗
に
ホ

，
が
む
り
し

一
て
、　

，
新
党
」

の
鋏
Ｌ
は
何
ら
碁

質
的

一
■
、

こ
０

一
■
群
」
、
彼
け
０
鷲
＾
限

燎一一一「るな彙「導̈
』”̈
〓（一一一〔珈姜一な静一わ一量デ一」一魏【一れ』〔・なな一牡議』崎̈
中

し
、
「獄
中
」
一
嘔
し
さ
を
立
証
す
る
一前
０一
命
佐
灘
一一一
に
優
〓
す
る
こ
一る
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
明
瞭
に
な
つて

立
場
で
は
あ
る
が
、
連
合
赤
纂
の
指
導

一
抗
震
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
０
た
の
で

一
分
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
．
川
島

を
さ
れ
て
い
る
一
だ
か
ら
、
年
命
左
派

に
と

っ
て
は
、
こ
う
し
た
統

一
職
線
政

策
が
成
功
し
な
か
っ
た
こ
２
一

い
わ
ゆ
一

る
下
か
ら
の
光
建
設
が
失
敗
し
た
こ
と

を
総
指
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

．

っ
て
、

あ

の
時

「
反
米
愛
国
」
を
さ
し

ひ
か
え
て
も
よ

い
と
百

っ
た
″

は
、
■

一

一【
オ

で‐「離
摯
一
蜘
砕
々
¨
円
猜
（
い
一

・も
そ
ヽ
第
二
義
「
を
ヽ
の
な
の
だ
ヽ
を

ど
と
主
張
し
て
も
、

一人
々
は
こ
れ
を
自

己
合
理
化

‐と
彙
け
と
る
で
あ
ろ
２ヽ

一

■
か
っ
て
本
命
佐
派
が
、
「反
米
愛
口
」

（ｔ
や
し
０
か
え
て
ヽ
よ
い
．
・２
赤
事
派

ヽ
提
案
し
た
と
さ
一
彼
ら
■
Ｌ
捩
＊
麦

掴
鶴
線
」
ヽ
対
し
ｔ
一
そ
れ

，
実
際
に

は
幻
想
で
し
か
な
か
ら
た
の
で
あ
る
が

で
は
な

い
か
。

■

■

キ

ｔ
一●
一
一

，　
一
の
傾
向

が
支
配
的
で
あ
ぎ

が

）
は
こ
の

‥

桑

番

１

鵜

否

非

二

劣

い
ま

き

芳

各

一髯

■

・
一番

〓ヽ

〓

２

宅

営

ヽ

に

で
ぁ
る
と
し
、
第
二
義
的

で
あ
る
と
主

一当
初
革
命
左
派
あ
違
赤
総
播
ヽ

，
一
お

一も
か
か
わ
ら
ず
一
永

日
君
け
■
る
〓
命

張
す
る
こ
■
に
よ

つ
て
一
連
赤
構
成
以

一け
そ
の
組
織
的
総
一
●

お
，

‘
一

，
的

一左
派
に
対
す

る
政
治
的
批
判

⌒ω
一反
‐

米

こ
れ
は
赤

軍
派
一
ど
っ
て
ヽ
同
じ
）
で

一
場‐
一
一
一
一

，
一
一
一
一
・
・‐口‐‐
露
」
一泄
」

一
　

こ
の
率
命
左
派

の
薪

た
な
規
定
か
ら

一
ヽ
，
一
■

一
■
●
一一　
●

・　
　
・　
　
　
　
一

」
●
・一
一
●
■
■

一■
●
■
一
一
　

一
政
治
責
任

の
回
避

で
あ
る
一
■
卜
´
●

Ｉ
「一一・一濡
刻卿

‐‐の‐に“れ慟鶴
準■

薦
駆
一続
鋳
一

線
と
し

て
の
内
実
を
あ

い
ま

い
に
す
る

ら
一
て
い
“
反
米
愛
回
路
線
の
基
本
略
一　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
一
喘
”
工
ｔ
渉
一猥
鮨
的
一
２
●
一
ザ
ら
こ
一
を
徊
選
し
一
け
る
彼
ら
の
後
退
に
根
拠
が
あ
る
が
、　
一
・
八
＾
０
上
野
両
君
の
保
釈
と
７２
年
の

二
，
，

一
一
証
鸞
ｒ
一
一
題
に

，
”
力、
た
一そ
・れ
な
け
で
は
な
く
赤
〓
派
と
の
梵
派
一３
」
な
共
」
彗
［
”
「
月
“
″
¨
紳
紳

Ｉ

と
を
つ
た
一
　

●

ニ

メ

メ
凛
響

職

”
豚
聾

ず

二

‘

諮

〓

世
■

ｔ
一
■

て

言

書

お

農

ら
の
後
退
に
―

の
二
活
動
鍵

一
歩
ξ

っ
・だ
゛
大
衆
彗

し
て

，
仮
米
愛
回
路
線

の
放
乗

，

い
う

一
命
左
派
自
体
は
無
一
一

で
み
一一
拷
力、
も

一
成
の
必
然
性
を
認
め
一
そ
の
よ

，
な
必

一
派
の
今
日
の
分
裂
を
分
析
す
る
前
に
赤

一
ル
ー
プ
と
の
連
絡
を
回
復
し
た
赤

軍
派

，
点
で
批
判
し
て
き
た
旧
来
の
一
命
左

一知
れ
な
い
が
、
客
一
肛
一
一
一
一

，
な

一
然
性
を
含
ん
で
い
た
饉
か
ら
ゆ
路
編
と

一
率
派
ｒ
特
に
、
プ
ロ
一
派 ‐
け

つ
」
「
』

一
」

７３
一
一
【
』
［
”
田
鞠
銅
“
腸
コ
¨

派
の
連
合
赤
軍
の
党

的
破
産

に
貯
す
る‐
一
派
の
か
っ
て
´
極
赤‐
一
一
一
一一
慕
ｒ
的

一
総
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た
ｏ　

，そ

一
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。　
一

・
二

　　［
知
一

員
年
“
引
翻
「
相
一
一一

月
「

こ

政喘的凛一一納哺を一一，ちヽ
一
一哺嗜， ｔｉ一̈
げ
」́嘲ヽ
絲一」
一一一一一一上で，ｔ一漣サ

‐力、一一
一．崚『の一うに，今日の赤軍派は
一のいわゆる
「」群に■は町ら―かに

一
な
る
一
す
で

あ

っ
た
。一
だ
が
、

革
命

一
に
対
す
る

，
米
愛
徊
略
報

０
議
決

，

い

一
生
結
成

ｏ
必
然
性
を

，

７
で
、

　
霊

，
一

一
日
本
で
は
プ

ロ
事
派

が
主
策
を
を
し
、　
一
清
算
派
・で
あ

，
、
連 ‐
赤
ゲ
尭
的
敗
一
を

指
●
一
．^

正
し
き
に

，
一
カ、―
一̈
で

，
一

一
最
近
プ
●
一事
派
か
ら

分
製
し
た

、
マ
ル

一
清
算
的

に
総
括
す

る
、
純
粋
民
主

〓
義

〓
金

，
漏
ば
、
連
赤
●
新
一
な
、
■

，

一
各
々
組
織
活
動
を
行
な
つ
て
い
る
‐．

こ
一
主
義‐
ク
猾
紺
と‐
」
一
下‐‐
”
ら
』
】
〓
社

・一
一
一
て
、
組
織
的
立
場
に

つ
い
て
相

一
　

わ
れ
ら
れ
ら
一
７

，
，

一
一
認
炉

篠

一内

在
町
に
総
括

で
き
た
一
す

で
ぁ
る
。　
一
の
他
に
ヽ
グ

ル

ーー
プ
活
動
な
継
続
し
て

一
た
い

の
０
あ ‐
う
た
か
一
ヽ
当
な

に
も
各

■

的
に
餞
位
で
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
を

一
者

の
内
容

一
方
”
一
事
撲
一
一世
満
）
た

一
こ
の
こ
と
を
彼
ら
は
し
な
か

つ
た
こ
と

一
い
る
部

，
が
あ
る
よ

，

だ
が
ヽ
こ
れ
ら

一
グ

ル
ー

ブ
相
互
問
あ
分
派
闘
争
を
組
織

強
醐
す
る
こ

一
に
よ

っ
て
、

ｔ
一
状
陥

一
で
あ
ろ

↓
一

一
一

，
∵
一一一
゛
洒
鯵
す
態

一
に
よ

っ
て
、
一彼
ら
一
排
外
主
機
と
い
う

一
の
部
分
は
ま

だ
今
日
の
段
階
で
は
一

文
一

で
き
ず
ヽ
中
央
機
関
と
し
て
∝
機
に
を

臨
繊
糊讐一壌
職
一一轟
鸞
撥囃
一．馨
纂
一̈神
弊
鮮
難
警
る‐会て薄
甕
一一一一【糧

一は“一４け，一九」一一れ一二
導一生摯摯「“摯̈
¨̈
一黎̈
」一勧『織〓」「葎ないれお， 一“一一「〓】（」「喘「一「一一一一「一筆な一ヽ
一”崚暴け」料』れ摯̈

一「素「一無料喘導̈
』」「一̈
一議一攀嗜“」で」””一一一『”一一愛一”安一崚』一”報の一一一極｝一一「』赫【̈
輩「嶽囃】』け一〓一一”【な̈
け一一一一一』”一一

一一一一『一一一̈一一一̈あｉ点すつ―こる一一一̈̈̈
一一”̈̈一一鞭｝̈一一一一警一一一一「一一一一一一一一一一一̈一一̈一一一一一一『一一一嚇一」”̈”一一̈一一一一

ただ田〓̈一一″一″ち一離反二われ‐こ‐て一一一一一〔一“ル鐵彎”一一口を‐い一一“一いに疇摯『崚刹〔［二
』［続静̈
動一いけ“̈
（「『ユ一】一」】一」̈
一一一一一̈
〓一

彙裁一時わ一“̈一］一一「」「一とっ」”一一一一一一̈一一い動一一一一一一一“一摯申〓一一一『〓静】一】一毎時年一』」”一一」，わ」一”一̈一̈一【る‐‐派，，締̈」̈一̈

サ

¨
確

一

の
を
さ
を
表
明
し
ヽ
一ぃ
た
の
一
は
成
功
し
な
か

，
た
。

一
か
ら
ヽ
今
一日

一
さ
れ

て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
再
彗
革
命

一
を
」
な ‐
か

っ
た
背
景
を ‐
み
た
崚
、
こ
グ

一
一
一
の
革
命
左
派
系
の
諸
君
は
¨
車
に
反
米

一
左
派
の
文
献
に
注
意
し
て
い
た
の
．で
、　
一
略
経
転
換
は
、
赤
軍
だ
と
０
新
た
な
党

」
， う

一
一
∵
今

「
の

一
綸
佐
妹

の
つ
一
量

掴
路
線

の
破
産
を
認
ゆ
●
の
み
な

ら

一
そ

れ
以
前

の
も
の
で
あ

っ
た
、
こ
つ
の

一
派
闘
一
に

，

げ
る ‐
〓
命
な
ぉ

∝
後
遺
´

］一「一」
‐、「協一・一， 両一
，‐ま一
一ずいそ
の政治「破産の総指におい
一文献に注意すな
ことを意
った。そ
一話一［し、「〓り‘一師由“鶏仲］“一

わ
一て永ヽ「一議［「君，， ユ費道、一てヽ
殊敗したヽ
と， 明ぢ・な一しな
一の結果、わ一れわ・れは、「賓々
は、　一一い・ヶ一わ・「珀」「ａ
“”̈

”一つヽ
す米曜向皓欅́
韓壕」̈
一”
「Ｗならない．́一でぁ，Ｐ一一これ
一我
な々ら一の徹底的な批判の藩利を
一″
ど々の‐産粘愛」』紬を̈
↑「ぃ

輌翡“、峰ヽ
「輌出な̈

， 一一「
一ウ一″
ル̈ウリツ一一，に対， なホ
一管・保じ
？つ、なおかつ革”左派が
一な」・■‥こ‐〓いる‐‐彼‘‐引〔篠珈〓
も‐凛

一

お
を

と

，
て
で

は
あ

る

一
一

一
そ

れ

て

一一金

左

派
あ

政
治
責

一
で
あ

る
一
な

な

ヽ

一
今ヽ

日
、
■

反

米

翼

国

」
，

一戦

術
ォ
●

■

一
拠
ず

』げ
な

，
の
ヽ
一
同
け
に
■
反
米
〓

れ
進
や
つ
と
し
て
い
る
ｒ
ｔ

，
や̈
＾

一
な
し
く
す
し
的
修
正
に
こ
わ
．て
性
の
略

Ｔ

・
■́

・
，　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
　
一〓

一

■

一

一一
一

，

■

●

ヽ

　

一

・
・

全
く
同
じ
こ
と
が
く

，
返
〓
‘̈
●
一
け

一
線
に
乗
り
移
る
ご

‘
八
残
念
な
が
ら
こ

一一̈中一一讐一一一「一十一ヽ一一一̈一一一一一一一『一一ら‐こな̈

一　一「一一・‐一一一卜　一一一一一　一一〔紳け麻串̈
わ摯細農期待康】

蒔輯
勇
け）鱒
磁

象綺
錯
縛
一録
一

第，ご一一則は、武一臨争の追求一

一一一一一一〓一に」」〓一に」一“一一一”静一摯̈
」̈撃̈
一『一

一一』嘩一一一一一一一中̈一̈一一一一一一一蟻一”一一一一一」

一赫「一一一］れ」́】̈“諄̈
一】”」， 一」中叫̈一”一”を，ズ‐」

一一申』一一疇「卸精弗凛̈
準舜一一一」分―の―」”・翡̈
一一】」和一

派
が
一
０
よ
う
に
成
長
す
る
か
は
、

今

一
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
単

一
党
ｔ
敵
対
す
る
一

像
進
民
主
主
義

の
延
長
上
に
そ
れ
を
主

一
持
す
な
ど
範
を
分
力‥
な
結
着
す‥
０
」

張
し
て
い
た
とヽ
に
あ
、
一ぎ
た
ヽ
掛
Ｔ

，え
二
“苺
■
当
■
５‐■

■ヽ
こ

一

の
赤
軍
派
の
路
線
を
組
織
的
に
総
括

一
一

ｔ
ｏ

「
ブ
ゴ
」
´

，
ア
」
闘
共
時

」

す
べ
き
、
党
的
継
承
性
を
持
っ
て
い
な

一
ケ
■

一
肛

ヽ
０
な
力、‐．
一
■
一
打
わ
れ
Ｐ

い
った
こ
と
に
あ
っ
た
、
ご
＾
議
君
逮
一ア
ロ一
灘
０
な
な
」
０
貯
績
０
ヽ
知
‐を

は
そ
の
後
、

東
ア
ジ
ア
反
日
武
装
戦
線

一
は

，
〓
一
〓
見
ｋ
↑

こ
」
が
で
計
る
。

一
開
争
を
支
持
一
た
こ
と
に
・よ
っ
て
ぃ
一
つ
〓
”
、
井
町
を
着
一０
原
則
が
、
今
一

一
一

，
譜
譜
μ譜
」雑
一

■
・
　

１
１
で

い
る
，―課

題
一

〓
　
一

・
一一　

　

一一

一
　

・
¨̈

一　

一一一・一

・■

゛
■

一
一

一一一けれ殖“そに‐，．‐はいげは雌膠崚

卜
に
」
Ｆ
い
医
階
体
』
医
催
協
深
静
卜
‐ｒ
」
Ｒ
」
性
Ｆ
卜
に
Ｆ
卜
Ｆ
障
ト
ト
」
時
に
際
際
』
は
瞬
に
匹
マ
撻
搭
赤
年
の
党
的
敗
一
対
し
い
一
見
〓
に
も
に
明
“
〔
つ‐
た
「

林
君
ユ
場
主
張
´
発
一
を
み
ち
か
〓
り
。
一
ス
タ
■

，
ツ
キ
′
ム
、
書

，
箸
主
義
ヽ

川
島
堵
撻
の
分
流
に
つ
な
が
る
日
本
軍
一
中
鳳
的
動
籍
諸
派
、
諸
グ
ル
一
プ
、
静

国
主
義
‘
強
調
一
る
意
見
も
、

こ
の
面
二

個
人
を

こ
の
方
向

へ
０
け
で
０
さ
か
」

一

『暴̈
““”け“串̈
）出をっ一一』「『主絆〓「醐『̈
増舞́
す「〔電』

一一一一活のっ一一一一一」「る̈一̈一一一一一一一『輌一一一』一一］，

一一一一一一一̈̈
一一̈一一̈一一一一一一一一一一一一一一一一一

回
路
線
の
誤

，
を
正
し
く
総
括
し
て
、　
一
餞

の
検
証
と
鋼
領
論
争
の
過
程
は

，
独

入
林
君
に
代
表
〓
れ
‘
一
ん
の
一
“
分
一
振
は
・
ギ
阻
〕
‘
″

２
で
も‐‐
Ｉ
雲
離
」

一̈一」摯暉」「一一」崚端を‐合れ【一“．″一】「一一̈
一」“一一」を，国‐

し
た
。
　

．　
　
■
　

．
　

¨
↓

二

一
・

一｛牡̈̈
一一”時」‐ズ一”一構』一一』̈
一一」一」嗜一一』い一」

ヽ
「
一
の
下
‘こ
紺

一
一

，

た
′

，
■
沢

一
＾
〓
グ

″
・
ブ

〓
・諸
何
人
．な

自
．‥

ら
¨
貯

一一一一̈一一一̈̈， “̈，一一一̈一一のロサ一̈一̈一一一̈”一

一̈一一一̈一一̈一一一̈一一一一一一一驀一̈一̈̈一一一一̈

一一一，一一̈̈
「一一̈一一一一一一， 一一一̈一一一一一一一一一

一
て
構
成
■
れ
る
か
、
な

い
し
こ
れ
を

一
領
〓
一
無
Ｌ
■
で
あ

，
、

「
共
闘
」

の

Ｌ
降
に
け
は
Ｆ
時
に
Ｌ
噌
」の
源
則
は
実
一
提
起
で
ヽ
ぅ
で
そ
れ
に
代
■
て
い
０
一

‐ ヽ

一を
ら
な

っ

た

。
ｔｉ
（とき、一〓す第
一．に
、工一彙一とに，〓′
い一．一し‐ら正し‐‐」肝“

国‐こ〓講
碁
一辮
攣
証
降
〓
繊
一̈
″絆
綻
一ｋれ
を
第
二

， す
る
こ
」
は

る
の
で
は
な
く

，
何
よ

，
も
革
命
の
対

百
歩
ゆ
ず

っ
て
ヽ
反
米
量
国
」
が
戦
術

左
派
の
態
度
を
総
括
し
た
こ
と
は
ヽ
再

一
て
活
動
す
る
と
い

と

こ
ろ
が
、

こ
の
見
通
し
は
正
し
く

な
か

っ
た
。
事
態
は
ｒ

ヽ
旧
指
導
部
」

”
ら

「」
諄
電
『
十
一
崚
詢
軒
け
』
」
「

い
る
“
な
が
こ
の
経
妊
ぼ
ヽ
■
な
一
」

あ
り
、
赤
軍
派
と
の
生
沢

か
ら
の
回
選
を
意
味
す
る
に
す
ェ
・

赤
軍
派
が
、
い
ず
れ
一
反
米

獲
得
し
よ
う
と
す
る
過
程
に
お
け
る‐
”

一
職
練
政
策
と
し
て
、

「
員
米
嚢
国
」

な
ぜ
な
ら
ヽ
最
初
の
段
階
で
は
、
”

す
る
必
要
は
な
い
と
す
え
て
い
た．。●

愛
国
」
に
な
る
だ
ろ
う
力、
ら

，
キ
じ
お

な
っ
て
彼
ら
に
こ
の
ス
ロ
ー
″
´
を
強

こ
の
考
え
方
は
、
決
し
て
、
篠
一
篠
お

に
み
る
よ
う
な
、
織
術

々
ロ
ー，‥
´
´
は

一義
的
と
い
っ
た
考
え
方
で
は
な
い
ｏ

一に
は
赤
軍
派
を

「反
米
鷲
国
」
で

す
に
向
け
た
策
派
関
争
に
お
け
る
革
命

一
永
国
君
は
、

前
の
革
命
左
派
２
赤
零
派
と
の
党

の
統

一
工
ｔ
さ
に
再
出
発

は
あ

い
ま
い

で
あ

っ
た
一

た
こ
と
、

③
い
な

建
革
命
左
派
の
基
本
路
線
と
し
て
定
め

一
い
た
。
　
　
一

．
一

批
判
は
、

革
命
左
派
の
今
日
の
分
裂
は
、　

一
方

一
華
派
の
誤

，
■
■
実
際
上
み
な
Ｌ

一
ン
主
義
「
編
集
委
員
会

わ̈
れ

わ
れ
と
の
党
派
闘
争

に
お



(1.)中型,9■ 1■ 月1‐ 9,日 報赤 二二6辱
・派
に

，
一
ｔ
は
一

「
フ

ロ
武
闘
共
闊
」

・
の
拡

大
が
党

の
独
自
の
組
織
活
動

の
結

果
と
し
て
把
握
さ
れ
、

こ
，

ｔ
ｒ
ｔ

に

運
動

の
自
然
発
生
性

の
前

に
諄

職
す
る

こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
一
　

一
　

一

「
共
闘
」

の
提
起
で
も

っ
ｔ

、
党

の

組
織
活
動

に
代
え
る
路
線
、
下
か
ら
の

覺
建
設
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
プ

ロ

事
派
の
党
建
設
路
線
は
、
彼

ら
が
た
ま

た
患
陥
ぢ

た

一
時
的
諄

，
で
い
な
ぐ
一

卜
反
ズ

タ
ト

ロ
ッ
キ
ズ
ム
と
毛
教
条
主

一義
の
同
時
相
互
上
場
」
一と
い

，
彼
ら
の

党
建
設

の
基
本
路
線
か
ら
導
か
れ
た
も

あ
で

あ
る
。
●

一
　

一　

一い●

・
〓
で
は

「
反
ス
タ
ト
●

，

キ
ズ

ム
と
毛

・教
条
主
義

の
同
時
相
互
止
綺
｝
と
は
二

体
何
な
の
か
．
実
は
こ
れ
は
な
見
君
に

一よ
れ
ば
、

「
国
際
面
で
毛
派
を
支
持
し

国
内
面
で
は
プ

ン
ト
あ
路

線
を
と
る
」

一

と

い
や，
こ
と
な

の
で
あ
る
。
何
た
る
折

童
主
義
′

ヽ
と
ま

れ
，

こ
の
な
見
者
の
、

■
路
線
」

に
つ
い
て
彼
自
分

に
語
ら
せ

よ
ヽ，
。

１
一
　
　

　

　

　̈
　
　
・

「
反

ス
タ
ブ

ン
ド
派
の
存
立
基
盤
は

日
に
日
に
減
少
し
て
い
る
。
我

々
が
親

毛
派
の
プ

ン
ド
の
路
線
を
と
れ
ば
と
る

程
一
我

々
の
綸
敵
は
、

こ
の
ア
ン
チ
と

し
て
、
展
望
も
な

い
反

ス
′

・
プ

ン
ド

主
義
に
回
帰
し
よ
う
と
す
る
こ
と
¨

そ

れ
で
は
、
親
毛
派
プ

ン
ド
は
展
望

が
あ
る
の
か
７‐
Ｔ

斯
回
あ
る
。

こ
の
方

向

に
こ
そ
ヽ
革
命
的
ブ
ン
ド
の
再
生

“

成
長

・
発
展
す
る
方
向
が
あ
る
。
何
故

な
ら
ば
毛
沢
東
思
想

の
先
進
国
に
於
け

る
限
界
性
故
に
、
日
本
純
枠
毛
派
は
四

分
五
裂
し
て
単

一
の
強

い
勢
力
を
形
成

す

る
こ
と
は
で
き
な

い
‐。
強
力
を
後
権

が
あ

，
な
が
ら
も
毛
教
条
主
義
故

に
延

び
ぎ

れ
な

い
こ
と
。
従

Ｐ
て
、一

国
際
面

で
毛
派
を
支
持
し
、
国
内
面
で
は
プ

ン

ド
あ
路

線
を

と
る
時
線
は
、
毛
派
に
圧

倒
的
優
位
性
を
示
し
、

か

つ

，、
日
装
や

毛
派
か
ら
生
ま
れ
る
左
派
を
結
集
さ
せ

る
こ
と

が
で
ぎ
る
。一
‥
■
〓

一
・

一
国
際
面
で
毛
沢
束
を
思
い
と

っ
て
、

一断
日
支
持
す

る
こ
一と
を
は
ら

さ
り
さ
せ

一て
、
一は
じ
め
て
、
反
＾
′
ブ

ン
ド

の
反

一対
派
に

，
線
が
画
せ
、
ま

た
革
共
同
と

対

抗

で
ミ

首
尾

一
工

し
た
党
建
設
が

， で
ぎ
・る
●

●
ヽ
の
理
論
上

の
要
石
に
、

一
一
日
〓
全
主
義
を
支
持
す
る
か
否
か
、

江

全
主
義
下
階
級
開
争
論
を
支
持
す
る

一が
否
か

の
問
題
が
あ
こ
の
で
す
．

▼

一　
ま

た
、
こ
分
路
線
は

，
日
共

が
修
正

三

義
を
強
め
れ
ば
強

め
る
程
、
日
共
の

い

る
。

か
く

て
ブ

，

，
込
め
な
路
線
な

の
で
す
。

こ
れ
で
プ

ン
ド
系
と
毛
派
を
統
合
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
ご

「
速
見
孝
也
薔

嘘
』

“
９
、
Ｐ

一
五

〓
）

ｔ
ご

に
な
見
君
が

「
反
ス
タ
ト

ロ
ッ

キ
ズ

ム
と
毛
教
条
主
義
の
同
時
相
互
止

掲
」
な
る
プ
●
軍
派
の
党
建
設
の
基
本

略
線
を
提
起
す

る
に
至

っ
た
政
治
的
背

景
が
は

っ
き

，
ど
示
さ
れ
て

い
る
。

つ
ま
り
彼
は
、

綱
領
の
原
則
的
部
分

の
内
容
す
な
わ
ら
工
し
い
童
卒
主
義
批

判
に
〓

づ
け
ら
れ
た

マ
ル
．タ
ス
主
義
の

階
級
腱
争

に
対
す
る
原
則
と
国
際
共
産

主
義
運
動

の
歴
史
的
経
験
の
教
訓
及
び

日
本
に
お

け
●
階
級
関
争
の
農

史
的
教

割
か
ら
、
党
建
設
の
基
本
路
線
を
導
く

よ
，

な
か
ま
え
を
取
っ
て
い
る

に
も
が

か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
こ
こ
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
４
・日
の

日
本
あ

階
級
関
争

の
な
か
に
お
け
る
諸
党
派
の
党
派
関
係

を
見
て

，
そ
き

か
ら

「
展
望
」
の
あ
●

覺
建
設
路
線
を
発
見
し
よ
う
と
し
て

い

る

の
で
あ
る
“
　
　
　
　

一　
　
一■
　
，

と
こ
ろ
が
、
今
日
の
諸
党
派
の
党
派

関
係
は
階
級
聞
争

の
産
物
で
あ

，
、
階
一

級
闘
■

の
反
映
で
あ
る
と
同
時

に
他
方

で
は
階
級
開
争
そ
の
も
の
を
形
成
す
る

主
体
的
条
件

で
あ
る
一
し
た
が
っ
て
共

産
主
義
者
は
現
存
す
る
党
派
関
係
を
不

変
の
も
の
と
は
考
え
ず
、
そ
れ
を
自
ら

の
原
則
に
も
と
す

い
て
変
事
す
る
こ
と

を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
一

・

に
も
か
か
わ
ら
ず
¨
塩
見
署
の
構
想

は
、

ま
す
も
っ
て
ぃ
日
共
、
毛
派
、

事

業
向
、

プ

ン
ド
素
緒
派
等

々
の
間
に
み

ら
れ
る
今
日
の
覺
派
関
係
を
固
定
化
し

そ
の
上
に
立

っ
て
ブ

ン
ト
系
緒
派
の

、

再
生

・
成
長

・
発
展
」
の
方
向
を
考
察

し
、

〓

，
し
て

「
反
ス
タ

ト

ロ
ツ
キ
ズ

ム
と
毛
教
条
主
義

の
同
時
相
互
止
撮
」

な
る
略
線
を
導
き
出
し
て

い
る
。
そ
し

て
、
こ
の

「
事
命
的
プ

ン
ト

の
再
生

・

成
長

・
発
展
」
の
た
め
に
は
、

「
一
日

社
会
主
義
を
支
持
す
る
か
否
か
」
と

い

う

理
論
閾
題
に
お
け
る
恒
来

の
プ

ン
ド

理
論

の
変
更
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い

る
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。　
　
一
　
・

こ
れ
は
ラ

ッ
サ
ー
ル
流
の

「
現
実
政

治
」
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

た
し
か
に

こ
の
路
線
は
、
群
小
の
プ

ン
ト
系

諸
派

の
多
く
に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
る
か
も
知

れ
な

い
一
何
故
な
ら
、
プ

ン
ド
系
諸
派

の
多
ぐ
は
い
ま
だ
八
回
大
会
１
７
．・
６

事
件
以
降

の
分
派
闘
争

の
経
一指
が
で
き

ず
、
新

た
な
国
際
罪
合
法
党
建
設

の
路

線
を
獲
碍
し
得
て
い
な

い
が
故
に
、
七

画
大
会
ブ

ン
ト
の
再
建
を
夢
●
て
お
り

（怒
満
派
の
よ

，

に
第
二
次
ブ

ン
ド
は

六

回
大
会
か
ら
で
あ
る
と
主
張
し
て

い

る
分
派
も

い
る
が
、
こ
の
な
澪
派
の
ま

張
は
そ

の
限

，
で
は
■
当
で
あ

っ
て
、

今
日
啓

観
的
に
は
七
回
大
会
ブ

ン
ト
の

て
い
る
諸

派
が
、
に
は
旧

ブ

ン
ド
統

一、
委
員
会
の
流
れ
を
組
む
人

々
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る

）
、
こ
の
夢

に
よ

っ
て
分
派
と
し
て
の

延
命
を
か
ら
う
し
て
実
現
し
て
い
る
か

ら
に
す
ぎ
な

い
か
ら
で
あ

る
。
非
答
法

党
の
組
織
問
題
を
解
決
し
、
新
た
を
地

平
に
到
達
し

つ
つ
あ
な
積
派
は
い
ま
だ

少
数
派
で
あ
る
と
い
う
●
に

が
、

こ
れ

ら
諸
派
の
な

， を
支
え
て
い

う
に
す
ぎ
を

雛
一麟鰹
鰯疵

一
一
社
一
お
一
ア
」

・革
だ
結
腐
な
準
僣

」
】
げ
】
”
一
¨
¨
“
¨
罐
´
「
¨
一

一ブ
い
い
派
が

一「一一・・一・一』̈”̈

今
日
の
プ
●
事
派
あ
一
』・つ
し
た
尭
建

設
の
路
線
は
い
ま
た
プ
ロ
革
派
あ
形
成

過
程
あ
な
か
で
つ
く
り
だ
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
一

―

・
　

一
」
・

塩
見
君
は
、
連
合
赤
軍
の
党
的
破
産

に
直
面
し
た
際
＾ヽ
そ

の
総
括
綸
争
を

「

百
蒙
争
鳴
」
方
式
０
行
を

，

こ
と
を
提

案
し
た
。
衆
知
の
よ
う

に
、
百
家
争
鳴
」

方
式
を
は
、
中
国
共
産
党
が
ソ
共
二
十

回
大
会
に
お
け
る
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
の
ス

タ
ー
リ
ン
批
判
↓
六

ン
″
リ
ー
事
件
に

直
面
す
る
中

で
採
薦
し

た
も

の
で
あ
る

が
、
毛
沢
東
が
後
に
■
人
民
内
部

の
矛

盾
を
正
し
ぐ
処
理
す
る
間
層
に
つ
い
て
」

で
総
括
し

て
い
る
よ
う
に
、
　
コ
ヽ
れ
は

中
国
の
具
体
的
な
翼
汗
」
ｒ
牛
一
」
そ

提
起
さ
れ
た
の
で
あ
”
．
ど
針
主
義
む
一

会

に
も
な

‘
お
さ
ま
ド
ま
な
矛
鷹
が

，
在

す
る
こ
と
を
み
と
め
た
上
で
提
起
さ
れ

た
も

の
で
あ
り
、
経
済
と
文
化
を
急
速

に
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い

と
い

，
国

家

の
さ
し
追

っ
た
要
求
か
ら
提
起
さ
れ

た

の
で
あ
る
一
一百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴

の
方
針
は
　
芸
術

の
発
展

と
科
学

の
通

歩
を
促
進
す

る
方
針

で
あ
り
い
わ
が
国

の
社
会
主
義
的

文
化

の
策
栄
を
促
議
す

る
方
針
で
あ
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
．

し

た
が

つ
・て

，
連
合
赤
年
の
尭
的
破
産

・
つ■

，
量，
一
一組
織
け
立
口
一
は

撫
癬
霧

れ‥‐
た
と
き
、‐
結
よ

・■
■
■
一「紆
生」，内
反禁

〓
斑
■
■
■
反環
の

一
■
一
■
七
〓

０
‘
一
■
一
一

，
■
一
て
ヽ
「新
党

総
括
と
赤
事
派
の
再
出
発
に
当

っ
て

は
ヽ
ま
す
何
よ
り
も
赤
軍
派
諸
個
人

の
政
治
路
線

の
再
建
を

「
雷
家
争
嗚
」

方
式
で
行
な

う

こ
と
は
全
く
見
当
は
ず

れ

の
対
応
な
の
で
あ
る
。
一
こ
う
し
た
対

の
組
織
的
責
任
を
あ

い
ま

い
に
す
る
も

の
で

あ

る
一

次
に
、
多
く
の
人
々
の
発

書

の
を

か
の
良
い

と
思
わ
れ
る
部
分
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
．っ
て
路
線
を

つ

く
り
だ
そ
う

と

い
う
折
束
主
義

の
傾
向

想
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
、
っ
て
、
わ

●
批
一
す
る
の
は
ヽ
一彼
が
連
赤
織

か
ぐ
し
て
、

「反
ス
タ
ト
一
´
キ
ズ

一
っ
た
■
う
で
一一
●
な
０
一

　ヽ
　
．

ム
と
毛
教
条
主
義
あ
同
嗜
相
互
止
持
」
一　
Ｌ
一・
が

，
ぉ
ら
ず
、■か
一れ
わ
れ
が
な

よ

晃ヽ

な
設
路
饉
の
背
景
に
お
ざ
思
一一・丹
君
●
対
ｔ
一、
ひ
ら
一ｉ

お
つ
に
す
ぎ

代
後
半
か
ら
”
年
代
前
半
Ｌ
”
け
一
ブ

一
対
し

，

一
一
■
一
苺
丼
一
０
一
内
一
一

一”）「お一は̈構『「̈り一｝一一̈̈
一̈
”一一， ”籠摯教れ一

柾
松
君
０
意
見
を
と

，
＾
れ
た
す
の
だ

一講
鰹饗麟躙靭

わ
れ
は

こ
の
路
線

が
非
合
法
党
と

，
事

一
括
瞼
争

，
■

百
家
争
嗚
」
方
式
で
や
●

組

織
の
問
題
に
置

面
し
て
分
製
せ
ざ
な

一
●
２

‐を
提
案
す
る
こ
と
に

よ
ち
て
、
組

を
〓
な
か
った
七
回
大
会
シ
ン
ト
の
再
一一織
一
■
■
一
徊
避
し
て
い
る
か
ら
で
あ

建
を
意
図
し
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、
一そ
一
な
１
一
●
一
■
え
ば
、

「百
〓
争
鳴
」

う
い
う
も
の
と
し
て
、
今
日
、
合
鏃
的
一一
・
・
で
一
一
れ
た
意
‐見，
一

，
ス
な

組

織

と
し

て

存

在
し

て

い
著

多

く

の
フ

一
人
一，
”

‘
警

，

か

ら
大
勢

的
，

意

見

へ
一

一魏研ｍ撃戯瀾〓轟却一一ヾ

製
疑
野
舞
縦
一鰐
】評
卜
Ｆ
ト

２
す
る
努
力
に
他
な
ら
な
い
と
い，
ｔ
一つ
の祖
機
一

，
場
で
ら

，
、
一ヽ
う
し
た

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
の
で
あ
‘
。
一
組
機
一

，
一
一
一
来
一
メ
■
派
の
一
人

一
尭
●

‘
肛
一
に
対
す
●
態
度
を

，
搬

ツ
ト
系
諸
派
の
連
合
体
を
形
成
し
よ
ザ

一
と
の

，
霧
〓
て
ゆ
く
こ

と
自
体
、

ひ
と

珊
「ギ

赫
警
雛

上
の
対
立
ゼ
曖
味
に
し
て
し
ま
■ヽ
二
命
左
派
ど
一
一
Ｌ
新
た
‘
薔
争
を
生
子

・
と
ま
れ
や
Ｌ
百
葉
争
鳴
一
を
提
起
ｔ
「
ご
と
に
な
一
〓
一
〓

，
一
派
あ
公
＝
撲

た
塩
見
者
は
や
が
て
ま
と
¨
」
入
る
「
一
憫
状
ヽ
一
一
一
じ
た
一
一

‐
■‐
争
一
′
丼

準「け一轟却̈］車̈
】「」一̈
一着〓姜新一̈
”， 螂「『一肇̈「

“〓』）̈
”一”̈
「「な構一」一計ｒ“̈̈
一”お一一一莉蒙一『

主
義
」

バ
Ｐ
ｌｌ
）
と
か
述
べ
て
い
た
遼

一
〓
ぜ
だ
一
〓
”
左
派
と
一
輸
争

の
丼
前

見
君
は
、
こ
こ
で

一
転
し
て
開
き
直
り

一
に
一
↑
垣
見
著
犠
撻
裕
漱

７
一
森
一

，

を
，

つ
て
の
け
る
一
「重
要
な
こ
２
は
一一
■
着
以
外
の
人
々
一
一
一
に
つ
ぃ
て

”
共
産
主
義
化
ヽ

１１

「
粛
精
」

に
略

，
一

「
後
ち
ｔ

ｔ
オ
ブ

ル
一
”
〓
義
を
薇
〓

切
る
こと
によ
って、
これま
での， 一ｔ
ｔ，
新
し
′ヽ
一一′′

，
ア事
ｉ主

一̈一̈一一一一一一̈一一一一一一一一一̈一一一一一一一一

一一一̈一一一̈一̈一一̈一一一一一」一一一一̈一一一一

（
原
文
の
〓
ま
、

「塩
見

，
也
綸
一
ヽ

〓
´
レ

，
一，
ｉ
ｔ
嵌
島
雪
記
う
つ
あ
っ
た．

ふ
ヽ
発
）１
●
●

一
二
・ヽｔ

．，
Ｉ
響
リ
ル■
薇．

』“』μ〓」一Ｐ「“』一”一いたヽり‐一一一̈
欅一摯集幸“『̈
一̈
一細鶴

夕

ｔ

悪

警

１

ぢ

稼

二

嬌

卒
（
■

■
一
５

葉

政
こ

はま

彼̈格
全
〓
・■
ま
す
Ｉ
■
”驚
督
■■
か，

め
て
最

じ
事
金
的
な
、
同
量
の
一ヽ

一
〓

一
た
一
で
す
Ｌ

・一
¨
義
憾
〓
Ｌ
綸
菫
〓
ｋ
一

０
一一ノ
‥‐口‐革
派
結
成
に
よ
つ
て
塩
見

一内
反
対
派
の
継
承
と
し
て
定
め
た
の
で

・お
，

た
。
こ
れ
は
塩
見
君
の
過
去
の
組

一織
的
贅
任
な
不
肛
‘
一
夕
一
一
一
に

，

自
ら
が
提
案
し‐
た
鴫
浄
路
経
に
対
す
ヶ

“
治
的
責
任
を
回
避
す
る‐
も
―

の
で
あ
つ

た
。
　́
　
　
．　
　
　
　

．

　̈
　

．　
．一

こ
う
し
た
塩
見
君
の
や

，
方
は
、
彼

が
今
日
」
、
い
て
Ｌ
肛
菫
Ｌ
■

，
」
お
一

い
ま
い
に
し
て
」
‘
●
‐ｔ

一
示
ｔ
‘
一

る
。
と

，
，

の
は
、
彼
は
■
の
新
た
な

組
織
的
立
脚
点
を
示
す
以
前
‐一

は
組
織
・

」
責
任
を
ぉ
¨
〓
い
」
」
て
い
な
・
こ
一

の
新
た
な
組
織
的
立
脚
点
の
提
示
に
よ

っ
て
、
こ
の
あ
い
ま
い
ヽ
は

，
肛
さ
れ
一

一た
が
に
み
え
た
。
な
が
そ
れ
は

一
時
的

な
も‐
の
に
す
ぎ
な
な
っ
た
。
と
い
つ
の

は
、
こ
の
新
た
な
組
，極

的
立
脚
点
と
は
一

騒
彙
の
書
ぎ
変
え
を
行
な
わ
す
し
て
は

一

一一一一一一一一一一一一一一』一一

=1
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(5) Etsso+t: 2.E IoE
主
義
卒
命

へ
と
発
展
し
よ
う

と
し
て
い

る

こ
と
に
対
す
る
、
日
米
同
盟

の
再
編

強
化
が
、
急
ビ

ッ
チ
で
行
わ
れ
て
い
る
、

ま
さ
に
、

こ
の
時
点
で
、
従
来
、
武
装

闘
争

の
旗
を
か
か
げ
て
き
た
革
命
左
泳

の
内
部
か
ら
、

「
日
本

の
防
衛
」

＝
祖

国
擁
機

の
ス
一
―
ガ
ン
を
公
然
と
か
か

け

る
社
会
排
外
主
義
者

が
登
場
し
て
き

た

の
で
あ
る
。
き
た
る
べ
き
、

朝
鮮
南

■

部
の
民
族
解
放
民
主
主
義
革
命

に
対

し

て
、
日
本
帝
国
主
義
は
、
米
帝
と
と

も

に
、
役
嗜

・
反
事
命
の
役
割
を

に
な

を

打
倒
す
る
開

い
に
、

真

に
立
ち
上
が

る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
が
間
わ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
の
課
題
の
ま
え

で
動
抽
す

る
人

々
、

「
他
民
族
を
抑
圧

す

る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
自
由
は
な

い
」
と

い
う

こ
と
を
理
解
し
え
な

い
人

々
は
必
然
的

に
、

社
会
排
外
主
義

に
転

落
す

る
。

そ
の
実
例
が
、

坂
口
、

渡
辺
、

若
林
君
違

で
あ
る
．

ど
ん
な
小
さ
な
芽

で
も
毒
車
は
早

い
う
ち

に

つ
み
と
ら
な

け

れ
ば
書
に
な
る
。
我

々
は
こ
の
分
派

と
徹
底
的
に
関
争
し
、

こ
の
分
派
を
生

ん
だ

、
背
景
を
す

べ
て
分
析
し
、

あ
ば

き
た
て
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義

の

真
紅

の
旗
を
守
り
ぬ
こ
う

と
考
え
て
い

一
］
ｒ
″

こ‐フレ
¨
〓

ギ ョ
一
け
み
″

¨
”
』
）

一
社
会
主
義
国
を
社
会
帝
国
主
義
国
に
嚢

一
質
さ
せ
て
し
ま

っ
た
。

こ
れ
ら
は
国
内

で
は
、
資
本
主
義
を
復
活
さ
せ
、

フ
ァ

ッ
シ
ョ
独
裁
を
行
い
、
各
民
族
人
民
を

奴
織

の
よ
う

に
あ

つ
か

い
、

政
治
　
経

済
、
民
族
の
オ
着
を
ま
す
ま
す
漱
化
さ

せ
て
い
る
」

（中
国
共
森
党
十
全
大
会

周
報
告
）

中
国
共
産
党
は
、

こ
う
し
た
情
勢
分

析

に
立
脚
し
て
、

そ
の
外
交
政
策
を
展

開
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
昨
年
四
月

国
連
第
六
口
特
別
総
会
に
お
け
る
郎
小

平
中
華
人
民
共
和
国
代
表
国
団
長

の
報

告
は
、
日
本

の
毛
派
に
多
大
な
影
響
を

与

え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

「
戦
後
の

一
時
期
に
存
在
し
て
い
た

社
会
主
義
陣
営
は
、
社
会
今
回
主
義

が

現
わ
れ
た
た
め
、
す
で
に
存
在
し
を
ぐ

な

っ
た
。
西
側

の
帝
国
主
義
集
団
も

ヽ

資
本
主
義

の
発
展
不
均
衡
の
法
則
に
よ

っ
て
、
四
分
五
裂
に
お
ち

い
っ
て
い
４
．

国
際
関
係
の
変
化
か
ら
み
れ
ば
、

い
ま

の
世
界
に
は
、
事
業
上
、

互

い
に
連
系

を
も
ち
な
が
ら
、
互
い
に
オ
后
し
あ

っ

て

い
る
三

つ
の
方
面
、

三

つ
の
世

界
が

存
在
し
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が

第

一
世
界
で
、

ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、

ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
の
発
展
途
上
国
と
そ

の
他
の
地
域
の
発
展
途
上
国
が
第
二
世

界

で
、

こ
の
両
者

の
あ

い
た
に
あ
る
発

違
国
が
第
二
世
界

で
あ
る
」

「
二
つ
の
超
大
国
は
、
現
代
に
お
け

る
最
大
の
国
際
的
沖
取
者
、
抑
圧
者
で

で
あ
ろ
う
。

日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

は
、

朝
鮮

の
プ

ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト

・

卜

・
人
民
と
結
合
し
、
日
本
帝
国
主
義

な

い
．

文
章

以
降
、
と
り
わ
け
、

ベ
ト
ナ

ム

０

一分
裂
の
背
景
に
あ
る
日
本
の

毛
派
の
再
編
に
つ
い
て

さ

の
う
ま
で
民
鉄
解
放
　
民
主
主
姜

革
命
を
と
な
え
て
い
た

、
革
命
的
民
族

主
義
者
」

が
、
今

日
に
な
る
と
、
プ

ル

ジ

ョ
ア
民
族
主
義
者
と
し
て
、

そ

の
完

成
さ
れ
た
黎

で
も

っ
て
突
然
た
ち
あ
ら

わ
れ
た
こ
と
、

・ヽ
う
し
た
事
態

の
本
質

を
把
握
す

る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

最
近

の
中
国
共
産
党
の
外
文
政
策
と
、

そ
れ
に
も
と
す
く
日
本

の
毛
派
の
再
網

成

に

つ
い
て
み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

ン
ド

シ
ナ
キ
命
が
勝
利
に
向
か
う

で
、
中
国
共
産
党
は
多
彩
な
外
交

を
展
開
し
た
。
そ
れ
は
、　

一
方

で

は
中
　
ソ
論
■
開
始
以
降
文
事

の

一
応

の
終
忠

に
到
る
十
余
年
間
に
お
け
る
世

界

の
階
級
開
争

の
力
関
係

の
変
化
に
ふ

さ
わ
し

い
国
際
的
な
国
家
間
関
係
を
う

ち
た
て
る
も

の
で
あ

っ
た
が
、
他
方
で

は
、
そ

の
外
交
政
策
そ
の
も
の
が
、

国

際
階
級
閲
争

の
力
関
係
を
変
化
さ
せ
る

で
も
あ
っ
た
。

、
第
二
世
界
の
党
醐
と
強
大
化
は
、

国
際
関
係
に
お
け
る
大
き
な
出

な
か

っ
た
。

ソ
連
修
正

事

で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
君
は
、
諸
大

国

の
覇
権
主
義
と
強
権
政
治
に
反
対
す

る
闘
争

の
な

か
で
国
結
を
強
め
て
お
り
、

国
際

関
係

の
な
か
で
ま
す
ま
す
大
き
な

役
割
を
は
た
し
て
い
る
ピ

、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
は
、
朝

鮮
侵

略
戦
争

に
失
敗
し
た
と
さ
か
ら
下
り
坂

を
た
と
り
始

め
た
。
彼
ら
自
身
も

日
ま

し
に
蓑
退
し
て
い
る
こ
と
を
公
然
と
認

め
、

ベ
ト
ナ

ム
か
ら
撤
退
せ
ざ
ろ
を
え

日
朝
鮮
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

あ
り
、
新
し

い
世
界
戦
争

の
策
澪
地
で

あ
る
ピ

■
北
京
周
報
』

一
九
七
四
年

一

五
号
Ｐ
九
）

日
本
共
産
党

（左
派
）
中
央
委
員
会

一義

運
動
の
織
路
線
に
つ
い
て
の
提
案
」

一
の
な
か
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ

る

「
四

つ
の
基
本
矛
盾
」
は

一
九
六
九

年

の
中
国
共
産
党
九
全
大
会
で
新
し
く

規

定
し
な
お
さ
れ

（
社
会
帝
国
主
義

の

問
題
が
と
り

い
れ
ら
れ
た
）、
そ
し
て
、

そ
れ
以
降

の
国
際
情
勢

の
発
展
の
な
か

で

「
た
が

い
に
連
系
を
も
ち
な
が
ら
、

た

が

い
に
矛
盾
し
て
い
る
三

つ
の
方
面
、

三

つ
の
世
界
Ｌ
郎
報
告

）

へ
と
変
更
さ

れ
た
が
、

こ
の
こ
と
は
基
本
的
矛
盾
ぞ

の
も

の
が
変
化
発
展
し
た
と

い
う

こ
と

を
意
味
し

て
い
る
と
述

べ
た

（
人
民
の

星
社
バ
ン
フ

『変
化
発
展
す
る
世
界
の

各

政
治
勢
力
の
関
係
」

，
照
ヽ

こ
れ
よ
り
先

に

一
九
六
九
年
の
山
口

左
派
結
成

に
参
加
し
な
か

っ
た
毛
派
の

グ

ル
ー
プ
の
間
で
、　
一
九
七
二
年
以

え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

つ
ま

，
、

社
会

来
新
た
な
党
建
設
が
準
備
さ
れ
て
お
り

日
共
革
命
左
派
全
国
委
員
会
（
赤
狼
火

）．
日
本
共
産
党
再
建
準
備
委

（安
斉
）

及

び
日
本
共
産
党

（
Ｍ
Ｌ
）
山
口
県
委

（原

田
派
〉
二
派
に
よ
る

マ
ル
ク
ス

・
レ

ー

ニ
ン
主
義
者
全
国
協
議
会
０
発
足
〕
、

一
九
七
三
年
八
月

の
中
国
共
産
党

一
〇

全
大
会
以
降
、

そ
の
線
に
そ

っ
て
精
党

が
準
備
さ
れ
、　

一
九
七
四
年

一
月
日
本

労
働
党
が
構
成
さ
れ
て
い
た

（
日
本
労

の
結
成
の
い
き
さ
づ
は
、
同
党
理

論
誌

一
労
働
党
一
創
刊
号
参
照
¨

二
派

の
統
合
は
結
局
成
功
せ
ず
旧
赤
独
火
派

が
日
本
労
働
党
を
名
乗

っ
た
ご
。

こ
こ

に
結
集
し
な
か

っ
た
部
分
は
、　

一
九
七

四
年

に
ぬ
や
ま
ひ
ろ
し
及
び
利
根

一
郎

に
よ
る

「
無
産
階
級
ヽ

一
九
七
四
年
九

月

）
の
発
行
、
安
斉
庫
治
及
び
原
日
長

司
に
よ
る
日
本
共
産
党

（
マ
ル
ク
ス

・

レ
ー

ニ
ン
主
義
）
全
国
委
環
会

（機
関

紙

”
ブ

，
レ
タ
リ
ア
し

の
結
蔵
に
み
け

れ

る
よ
う

に
、

独
Ｌ
澪
財
″
晰
だ
」
ヽ

Ｅ
プ

ン
ト
Ｍ
Ｌ
沢
の

一
部
の
諸
〓
避
が

東

大
Ｌ
研
と
合
同
し
て

マ
ル
青
同
を
結

成

し
た
の
も

こ
の
再
編
過
程

の

一
環
で

あ

る
。

こ
の
よ
う
な
再
編
過
程
に
あ

っ
た
日

本

の
毛
派

の
諸
グ
ー
ー
プ
に
、
郎
小
平

報
告
は

一
つ
の
政
治

ス
一
卜
″
ン
を
与

へ
と
転
落
し
た
ソ
連
に
対
す

グ

ル
ー
プ
の
間

で
大
衆
開
争

の
ス
ロ
ー

″

ン
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
く
る
の
は

こ
の
郎
小
平
報
告
が
一
つ
の
転
換
点
を

形
成
し
て
い
る
。　
　
　
　
一

山
口
左
派
自
体
は
、
旧
来

の
毛
派
の

「
四
つ
の
矛
盾
綸
」
を
郎
小
平
報
告
を

契
機
に

「変
化
発
展
」
さ
せ
た
と
は
い

え
、

「
北
方
領
土
」
・問
題
を
宣
伝
の
ス

一
―
″

ン
に
止
め
、

そ
れ
を
大
衆
議
争

の
ス
ロ
ー
″
ン
と
し
て
打
出
さ
な
か

っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
あ
派
の
略

線
転
換
は
、

他
の
毛
派
の
諸
グ

ル
ー
タ

に
は
ね
か
え
り
、
彼
ら
が
、北
方
領
土
」

問
題
を
大
衆
関
争
の
課
題
と
し
て
お
し

出
す
契
機
を
つ
く

，
だ
し
、

そ
の
結
果

山

口
左
派
自
体
が
今
年
に
な

っ
て
そ
の

内
部
か
ら
、

「
北
方
領
土
」
問
題
を
大

衆
闘
争

の
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
都

一　

　

　

　

　

　

　

一

　̈

　

・
，

一　
わ
れ
わ
れ
は
、

今
日
の
革
命
左
派
の

分
裂
の
本
質
を
正
し
ぐ
把
燿
す
る
た
め

に
、

そ
の
前
掟
条
件
と
し
て
、
日
本
の

毛
派
の
再
編
成

に
つ
い
て
み
て
ま
た
の

で
あ
る
が
、
大
に
、
革
命
左
派
内
部
の

分
裂
を
も
た
ら
し
た
主
体
的
要
因
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
け
な
い
。

す

で
に
わ
れ
わ
れ
は
連
合
赤
軍
み
党
的

破
産
に
対
す
る
革
命
左
派
の
総

括
と
、
一

彼
ら
に
よ
る
わ
れ
わ
れ
及
び
赤
軍
派
と

．

の
党
派
闘
争
を
分
析
す
る
な
か
で
、　

一

定

の
結
論
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
。

つ
ま
り
、
革
命
左
派
は
、

赤
軍
派
と
の

関
係
に
お

い
て
、
組
織
的
な
度

に
お

い

て
は
有
利
な
地
歩
に
立
ち
つ
う
し
、
政

治
的
内
容

に
お
い
て
不
利
で
あ

つ
た
”

だ
か
ら
、
事
命
左
派
に
と

っ
て
決
定
的

な

こ
と
は
、
政
治
路
線
に
お
け
る
あ
や

【
籾
義
」
略
緯
¨
』
』
¨
録
一
あ
］
け

く
午
し
■
け
，ダ
こ
と
で
お

つ
た
。

こ
れ

こ
そ
が
、
革
命
左
濠
に
と

っ
て
、
連
合

赤
事
の
党
的
破
産
に
対
す
る
政
治
的
童

任
を
ひ
き

，
け
る

こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
り
、
事
命
左
派
の
再
葛
の
ボ
十

ン
ト
で
あ

っ
た
、
　

１ヽ

，
　
　

一一
一

と
こ
ろ
が
事
金
左
濠
は

．
連
合
本
摯

か
い

み
出

し
　

分
裂
す

る

の

で
あ

る

『
人
民
新
報
』
の
発
刊
．

こ
の
人
々
は
、

口
、
渡
辺
、
若
林
君
達

の
主
張
と
非

一米
関
係
の
変
化
、　

つ
ま
り
米
帝
の
対
中

・国
政
策

の
転
換
に
と
す
な
つ
日
本
の
、自

立
化
」
傾
向
と
、
そ
れ
に

つ
け
入

っ
た

ソ
連
社
会
帝
国
主
義

の
優
略
と
い
っ
た

情
勢
判
断
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、、
細
な
い
と
こ

ろ
の
相

具
は
と
も
か

く
、
こ

，
し
た
情
勢
判
断
が
多
ぐ
の
毛

．派

の
グ

ル
ー
プ
に
よ

っ
て
主
張
さ
れ
る

一
¨
一
一
一
一

一
一
一
一
一
¨
一

一

一

０
　
再
建
革
命
左
派
分
裂
の―
内
的

罫
因
．　
　
　
　
一
■

．　

．

た
一ら

だ

■ヽ
．
　

．・
一

．
こ
こ
に
、
革
命
左
派
の
光
的
解
体
が

始
ま
う
た
。
そ
し
て
ヽ
お
れ
わ
れ
ど
の

ぞ
み
後
の
反
米
愛
回
路
線
を
め
ぐ
〓
奎

両
的
な
党
派
闘
争
に
お
い
て
も
彼
ら
は

決
し
て
藤
刹
ず
‘
ご
と
ダ
で
き
な
が

，

た
一
革
命
左
沢
は

，
ぼ
か
ら
の
梵
の
攻

治
的
立
脚
点
で
お
‘
反
米
愛
回
路
線
を

な
し
ぐ
す
じ
討
に
‘
Ｆ
し
て
い
っ
た
一

と
に
よ
う
で
、
党
一
立
御
点
そ
０
す
０

を
失
っ
て
行
？
な
み
一
あ
る‐
。

「反
米

震
薗
」
が
戦
術
ス
ロ
一
″
ン
で
あ
る
と

わ一」″”一一一̈
産は』“̈
師

さ
れ
る．■
・■一〓
う
０
」
当
然
０な，，

一
一
“
あ
●

‐‐‘●
が

，
一一
の
戦
衛
入

利
を
地
歩
と
占
め
て
い
た
こ
と
で

，
っ

て
、
政
治
町
線
Ｌ
お
け
る
自
己
の
破
産

一を
は
蔽
し
■

，
と
し
た

革
命
左
派
は
、

０
先
で
は

、新
梵
」
に
対
す
る
●
命
佐

派
め
ｉ
一任
を
Ｌ
と

，
け
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
た
な
―
彼
ら
の
実
際
の
行
動
は

そ
チ
で
は
な
か
っ
た
．
こ
う
し
て
塩
見
一

君
と
の
綸
争
に
お
い
て
、
政
治
略
線
上

で
の
自
己
合
理
化
が
な
さ
れ
、「
反
米
愛
一

・口
・
ぼ

戦
術
オ
●

．卜
″
ン
と
さ
れ
、
■
一

命
左
派
は
な
し
ぐ
す
じ
的
に
、
反
米
愛

回
路
編
み
破
産
を
認
ゆ
で
い
つ
た
み
で
一

ン
を
め
ぐ
る
覺
内
綸
争

は
、
反
米

線
、

つ
ま

，
党

の
立
脚
点
に
お

け
る
内
容
に
つ
い
て
の
綸
争
と
切
り
は

な
さ
れ
た
か
た
ち
で
進
行
せ
き
る
を
え

な
か

っ
た
。

一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一
一
一
¨

な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
し

か
し

こ
う

し
た
や
り
方
は
、
他
党
派
と

の
関
係
に

お

い
て
、
　
一
定

の
綸
戦
を
維
持
で
き
る

も

の
の
、

そ
れ
が
党
内
輪
争

に
反
映
し

た
場
合
に
は
、
発
を
強
化
さ
れ
る
方
向

で
先
内
論
争
を
組
織
し
て
ゆ
く
こ
と
に

は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

ヽヽ
う
し
た
や

，
方
は
、
党
内
静
争

に
お
け

る
、

反
米

愛
国
略
線
に
う

い
て
の
総
括
を
回
違
す

一●
傾
向

を
生
み
、
基
本
路
線

の
再
検
討

を

ぬ
き

に
し
た
戦
術

ス
●
―
ク

ン
の
肘

餞

ヽ
と
党
内
綸
争
を
導
き
、

一ヽ
う
し

て
、

戦́
術

ス
コ
ー
．″

ン
み
対
立

が
形
成
さ
れ

る
や
そ

の
時
点
で
党

の
分
裂
を
も
た
ら

す
よ

，
を
結
果
を
ま
わ
か
ざ
な
を
え
な

い
の

で
お

熱

　

・
一
４
一

と
ま
れ
、

坂
日
、
渡
辺
、

若
林
君
達

の

「
反
覇
織
通
信

■
へ
の
投
稿
文
と
川

島
君
達

の

■
解
放
の
議
』
二
九
号
を
み

な
ど
ぎ
、
お
れ
ら
れ
は
、

こ
こ
に
旧
華

命
左
派

の
消
滅
を
発
見
す

る
。
と

い
う

一あ

は
、

双
方
と

， ■
．
反
米
愛
国
略
線
を

放
棄
し

て
い
０
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、

党
派
は

，
分
裂
ｔ
Ｏ
こ
と
に
よ

っ
て
、

そ

の
過
去
の
党
の
責
任
を

の
が
れ
ら
れ

・な
．わ
け

で
は
な

い
。
双
方

の
旧
革
命
左

派
に
対
す

る
態
度
は
、
奴
方

の
分
派
の

．

性
格
を
規
定
し
て
い
な
。

●
反

，
構
遭
偉
一
の
政
治
的
性
格
に

つ
¨
で
は

，
で
は
ゼ
捕
し
た
通
ウ
で
あ

る
が
、
彼
ら
は
旧
革
命
左
減
に
責
任
を

す
た
す

，
自
が
ら
の
実
践
に
責
任
を
も

た
な
い
こ
と
に
■
一
で
、
社
会
排
外
主

義
者
‥こ‐
変
贅
し
た
。
渡
辺
君
は
、
自
か

ら
の
過
去
を
、
空
文
句
を
叫
び
た
て
る

、
お
山
の
大
控
一
の
一
人
で
あ

っ
た
・

■
反
覇
補
通
信
ヽ
一
一
号
Ｐ
九
）
な
ど

と
言
っ
て
過
〓
〓
清
算
し
、

そ
う
す
る

こ
と
に
ょ
っ
‘
■
何
ら
の
組
織
的
総
括

０
な
け
に

，
お
一
か
わ
ら
す
の

「
お
山

の
大
将
｝
ぶ
”
‘
肇
揮
し
、「祖

口
防
衛

の
立
場
」
（
■
も―
の
と
叫
ん
で
い
る
。

渡
辺
着
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
反

米
愛
国
時
線
の
■
産
の
機
括
と
、
再
建

革
命
左
派
あ
燎
機
的
総
括
で
あ
る
に
も

か
な
わ
ら
手
●
一
は
■
自
分
が

「
お
山

の
大
将
」
で

，
，

な
な
ど
と
言
っ
て
個

↓
¨
「反
米
愛
国
」
か

ら

「
抗

ソ

・
祖
国
防
衛
」
に
の
り
移

っ

て
い
る
。
な
ん
の
こ
と
は
な

い
、
日
本

の
毛
派
で

「
反
米
愛
回
卜
を
主
張
す
る

人

々
が
少
な
く
な

，
、

「
抗
ツ

・
祖
国

防
衛
」
を
主
張
す
る
人

々
が
ふ
え
て
い

る
か
ら
自
分
も
考
え
を
変
え
た

い
と
い

，
こ
と
に
す
ぎ
ず
、

「
反
米
愛
国
」
の

「
お
山

の
大
将
」

か
ら

、
抗
ソ
　
祖
ロ

防
衛
」

の

「
お
山
の
大
将
」

へ
と
パ
ス

に
乗
り

お
く
れ
な

い
よ
ナ

に
変
身
し
た

一通
信
」

派
の
性
格
を
正
し
く
把
握
し
、

そ
れ
を
社
会
排
外
主
義
と
し
て
聾
型
Ｌ

そ
し
て
、

こ
う
し
た
分
派
の
発
生
０
原

因
を
再
建
革
命
左
派
の

「
下
か
ら

の
生

建
設
」
略
線
に
求
め
て
い
る
点
で
再
建

革
命
左
派
の
総
精
と
継
な
を
叫
ら

か
に

し
て
い
る

，

と
は

い
え
、
彼
ら
も
、
何

の
弁
解
も
な
く
、

「反
米
愛
回
路
線
」

を
放
棄
し
、

日
本
軍
国
主
義
を
強
調
す

る
に
到

っ
て
い
る
わ
け

で
、
政
治
的
立

場
が
明
瞭
で
は
な

卜
，

こ
れ
は
彼
ら
り

蒻
点
で
あ
る
。

こ
の
”
点
は
、
彼
ら
自

体
が
、
「
反
覇
権
通
信
」
と
＾
政
治
的
論

争

を
回
理
し
て
い
る
と

こ
う
に
集
中
”

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら

、
わ
れ
わ
れ
は
現
時
点
に
ぉ

い
て
、

「解
放

の
旗
」

一九
号
を
、

再
〓
〓
命
左

派
の
継
承
者
と
し
て
認
め
、

他
方
■
反

覇
権
通
信
」
に
み
ら
れ
る
社
会
排
外
主

義
に
関
し
て
は
、

そ
れ
を
双
業

の
，

ち

に
つ
み
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と
考

え
て
い
る
．

る
川
島
君
達

の
主
張
は
、

反
米
愛
国

翡
議
¨
』
時
」
一
暉
（
一

“
一
由
］

で
あ
る
と
は
い
え
、

弱
点
を
も

っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

こ
の
弱

点
は
、
上
か
ら

の
非
合
法
党
建
”
と

い
う
川
島

君
連

の
、

そ
れ
自
体
正
し

い
主
張

の
な
か
に
も
ま
た
あ
ら
わ
れ

て

い
る
。
上
か
ら
の
非
合
法
党
建
設

と

い
う
な
ら
ば
、

そ
れ
は
単
に
、

五

・
一
五
共
闘
的
な
下
か
ら
の
党
建
設

が
妹

っ
て
い
た
と
い
う
総
指
か
ら
の

み
、

言
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
何
よ

り
も
、
連
赤
の
機
指

の
を
か
か
ら

提
起
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
す

な
わ
ら
、

連

赤
の
粛
計
を
生
ん
だ
「共

”解
放
の
な
』
二
九
号
に
示
さ
れ

化
」

‐を
一
中

組
織
思
想
を
正
し
く
復
機
し
、
共
産

主
義
革
命
の
原
則
を
正
し
く
復
権
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
、
総
括
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
う

で
な

い
限
り
、「
上
か

ら
の
非
合
法
党
建
設
」
を
、
今
日
の

階
燿
関
争

の
段
階
に
お
い
て
遂
行
す

る

こ
と
は
決
し
て
で
き
な

い
。

こ
の

『
反
覇
梅
通
信
』
の
社
会
排
外
主
義

に
対
し
て
は
多
く

の
人
々
が
す

で
に
気

付

い
て
い
る
。

だ
が
に
も
か
か
わ
ら
ず

に
と
ん
ど
の
人
々
は
、

単
に

一
笑
に
ふ

す
こ
と
に
よ

っ
て
、

こ
の
社
会

一
〓
狂
¨
府
』
到
↑
時
「
確
」
な
「

一
¨

一
社
会
排
外
主
義
は
、
中
国
共
産
光

の
外

交
政
策
と
そ
れ
に
依
拠
し
た
日
本

の
毛

派
の
再
編
の
な
か
で
生
み
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
毛
派
の
内
部
か
ら
生

み
だ

さ
れ
た
社
会
耕
外
主
義
で
あ
る
以
上
、

現
実

の
政
治

の
な
か
に
基
礎
を
も

っ
て

お
り
根
深

い
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
こ
の
社
会
排
外
主
義
と
断
回
と
し
て

関
わ
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
０
の
で

あ
り
、

今
回
は
さ
し
あ
た

っ
て
、　
”
反

覇
権
通
信
』
が
当
面
の
大
衆
闘
争

の
環

と
し

て
い
る

「
北
方
領
土
」
問
題
に
つ

い
て
の
わ
―打

わ
れ
の
見
解
を
明
ヶ
か
に

す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
彼
ら

の
主
張
が

成
立
し
え
な

い
こ
と
、
そ
の
主
観
的
意

図
に
力、
か
わ
り
な
く
、
彼
ら
の
役
割
が

日
本
独
占
ブ

ル
′
ョ
ア
シ
ー
の
妹
方

に

一

一
一
贅
ヽ
』
｛

牡
一
¨
」
」
』
章
」
″

一

認
識
と
な

っ
て

い
る

「
北
方
領
土
問
題

は
民
族
的
課
題
」
と

い
う
内
容
に

つ
い

て
考
察
し
よ
う
。

「
民
族
的
凛
題
」
に

つ
い
て
共
産
主
義
者
が
と
る
べ
き
原
則

”
位
”
一
メ
一
■
・つ
一
も
一
で

，
け
れ

ば
な
ら
な

い
．

一　

第

一
に
、

「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に

祖
国
は
な

い
」
と
い
う
立
場
　
共
産
主

義
者
は
常

に
国
椰

に
な
右
さ
れ
な

い
フ

，
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
国
際
的
利
益
を
代

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
立
場

を
す

っ
て
の
ぞ
む
と
い
う

こ
と
で
あ
り

”
二
に
、

押
庄
民
腱
と
級
抑
圧
民
族

へ
の
諸
民
族

の
分
裂
を
、
帝
国
主
義

の

も
と
に
お
け
る
基
本
的
な
最
も
本
質
的

な
不
可
連
的
な
も
の
と
し
て
押
し
出
し

民
扶
門
町
●
具
体
的
、
歴
難
的
に
考
察

す

る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、

日
本
を
も
含
め
た
帝
国
主

義
諸
国

で
は
、
ブ

ル
ジ
「
ア
的
――
進
歩

０
　
い
わ
ゆ
る
「北
方
領
土
」
問
題

に
つ
い
て

弱
点
は
、

結
局
、

川
島
君
違

の
連
赤

総
括
が
、

連
赤
と
な
中
革
命
左
派
は

別
個
の
党
で
あ

っ
た
と
し
て
、

連
赤

↓

新
党
結
成
の
必
然
性
を
、
認
め
な

い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
の
誤
り
の
自

己
批
判
に
よ

っ
て
し
か
、
克
服
さ
れ

な

い
だ
ろ
う
。

的
民
族
運
動
は
早

く
か
ら
完
了
し
て

い

る

こ
と
を
は

っ
き
り
さ
せ
、

こ
れ
ら
の

「
大
民
族
」

の
お
の
お
の
は
、

三
大
陸

の
性
抑
圧
諸
民
族
お
よ
．び
国
内

に
ぉ
け

る
他
民
族
を
抑
圧
し
て
い
る
抑
圧
民
族

で
あ
る
こ
と
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

こ
こ
で
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ト
ド

の
任
務

は
、
ア
イ

ル
ラ

ン
ド

の
解
放
な
く
し

て

イ
ギ
リ

ス
プ

ロ
レ
タ

，
デ
ー
ト

の
解
放

は
あ
り
え
な

い
、
と
述
べ
た

マ
ル
ク
ス

の
主
張
を
継
承
す
る
こ
と
で
あ
り
、
排

外
主
義

と
の
徹
底
し
た
闘
争
で
な
↑
て

は
な
ら
な

い
．

第
四
に
、

三
大
睦

の
機
抑
圧
諸
民
族

に
お
い
て
は
、
民
族
解
放
運
動
は
い
ま

だ
進
歩
性
を
も
ら
て

い
る
こ
と
を
は

っ

き
り
と
承
認
す
る
こ
と
。
抑
庄
民
族

の

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ト
ト
は
、
被
抑
圧
民
族

内

の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
階
級
的

連
帯
を
か
ち
と
る
た
め
に
も
、
被
抑
圧

民
族
の
自
決
構
を
ブ

，
レ
タ
リ
ア
国
際

主
義

の
最
低
の
条
件
と
し
て
断
置
と
し

て
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

（東
Ｌ
問
題
に
は
特
殊

な
問
題
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
述

べ
な

い
ご

一
族

［
熱
」
〓

義
「『

け
）

”
」

秘
［
狂
肇

働
者
と
被
抑
圧
民
族

の
労
働
者
と
の
完

全
を
無
条
件
的
統

一
―
組
織
的
な
統

一

を
●
含
め
た
統

二
を
持
に
強
調
し
そ
れ

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ

な
し
に
は
、
ブ

ル
シ
ョ
ア
シ
ー
の
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
策
動
、

凛
切
り
、
ベ
テ

ン

に
際
し
て
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
独

自

の
政
策
を
、
也
の
諸
国
の
プ

ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ド
ど
彼
ら
と
の
階
級
的
連
帝
性

を
守
り
ぬ
く

こ
と
は
で
き
な

い
。
と

い

・つ
の
は
、
彼
抑
圧
民
族

の
ブ

ル
シ
ュ
ア

輸

輻

一
』

一

間
畑
」
Ｐ
・９
）

民
支
庫
版

『帝
国
主
義
と
民
族
植
民
地

簡
単
に
い
え
ば
、

フ

一
レ
タ
リ
ア

際
主
義

の
立
場
に
立
ら
、　
、
ニ
カ
」
ｒ

と
づ
か
な

い
、
万
国

の
プ

０
レ
タ
リ
ア

の
自
由
を
同
盟
に
も
と
す
く
諸
民
族
の

機
近
」
を
実
現
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
共

“
な
僣
幸
¨
な
強
動
中
一
対‐
す

る
原
則

と

こ
ろ
が
、

日
本

の
毛
派

の
主
張
す

る
Ｌ
北
方
領
土
問
題
は
民
族
的
課
題
」

と

い
う
主
張
に
は
、

フ
●

レ
タ
リ
ア
国

際
主
義
の
立
場
は
ど

一
Ｌ
Ｏ
な

い
。
抑

圧
民
族
２
被
抑
圧
の
区
別
も
存
在
し
な

い
。

日
本
民
族
は
抑
圧
民
族

で
あ

っ
て

日
本
ブ
ゴ
レ
タ
リ
ア
ー
ド

に

「
民
族
的

課
瑯
」
が
あ
る
と
す
る
こ
と
は
そ
も
そ

も
反
動
的
な

の
で
あ

る
。

か

っ
て
の
日
本

の
毛
派
が
、
反
米
愛

国
を
か
か
げ
、
反
米
闘
争
を

「
民
族
的

課
題
」
と
し

て
か
か
げ
た
と
き
に
は
、

一
応

日
本
民
族
は
、
米
帝
に
支
配
さ
れ

て
い
る
技
抑
圧
民
族
と
し
て
、
結
局
の

と
こ
ろ
位
置
す
け
け

れ
て
い
た

の
だ
か

ら
ま
だ
筋

は
違

つ
て

い
な
ご

更
に
一
の

主
張
に
は
、

反
米
帝
回
主
義
を
強
調
す
一

る
こ
と
に
お

い
て
、
日
本
の

「
革
命
的
一

左
翼
」
が
と
も
す
れ
ば
お
ち

い
り
が
ち
¨

で
あ

，
た
、

日
帝

の
み
を
攻
撃
Ｌ
標

と
一

す
る

一
国
主
義
的
傾
向
に
対
す

る
ア
ン
一

チ
　
デ
Ｌ

ヤ
の
意
義
が
あ

っ
た
。
し
か

一

し
、

こ
の
日
本

の
毛
派
の
民
族
諄
故
民

一

主
主
義
挙
命
一
線
は
一
結
局

の
と
こ
ち

一

日
本
帝
国
主
義
に
対
す
る
業
化
、
日
本

の
共
産
主
義
革
命
に
対
す
る
日
和
見
主

一
一
嚇

一
纂

一

′レ あ め 音
一
一
一
聯

一

議
は
彼
等
が
「北
方
贅
土
肛
層
」を
「、

策
」
離
題
」
と
Ｌ
で
ど
り
″
げ
る
一
´

に
よ
っ
て
、
純
枠
に
そ
の
奎
を
あ
ら
わ

し
て
ぎ
た
の
で
ぉ
年
　
　
¨

「
民
族
的
課
題
」
で
あ
れ
ば
、

そ
れ

と
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
抑
圧
民
族
内

の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
●
卜
に
と

っ
て

、
民

族
的
課
題
」
は
闘
争
課
題

‥こ、．
は
な
ら
ず

排
外
主
義
と
の
関
争
が
課
題
に
な
る
．

薇
抑
圧
民
族
内

の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

に
と

っ
て
の
み
、

「
民
族
的
課
題
」
は

進
歩
的
意
味
を
も

つ
の
で
あ
る
。

日
本

の
毛
派
は
、
日
本
の

「
完
全
な
独
立
」

と
か

「
ア
ジ
ア
の
平
和
」

と
か
を
そ

の

目
的
と
し
て
い
る
が
、
日
本
の
プ

ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
は
、
帝
国
主
義
者

た
る
日

本

の
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ン
ー
を
打
倒
す
●

こ

と
に
よ

っ
て
、
世
界
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
に
対
す
る
そ
の
責
を
は
た
さ
な
け

れ
に
な
ら
″

い
０
で
あ

り
・

こ
の
課
題

を
ぬ
さ
に
抽
象
的
に
「ア
ジ

第 20号
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一
¨
裁
一
ｔ
華
け
』
一
″
【
た
ネ
な
釉
［

一
新

罫

繊

鍔

鮮

一
主
義
的
発
展
を

「
左
」
の
か
た
ち
を
と

っ
て
健
進
す
る
も
の
と
し
て
把
燿
し
薇

底
的
に
批
判
し
、

闘
争
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

日
本
の
毛
派
は
ヽ

「
民
族
的
課
題
」

を
考
察
す

る
際
に
、

抑
圧
民
族
と
被
抑

圧
民
族
と

の
区
別
を
つ
け
て

い
な

い
。

も
し

ソ
連
が
日
本
民
族

に
対
す
る
抑
圧

民
族

で
あ
り
、
そ
し
て
日
本
民
族
が
ソ

連

に
民
族
的
支
配
を
受
け
て

い
る
な
ら

ば
、

「
北
方
領
土
」
問
題
も
日
本
プ

ロ

レ
タ
リ
ア
ト
ト
に
と
っ
て
無
関
心

で
は

す
ま
さ
れ
な

い
間
駆
と
な
ろ
う
。
し

か

し
現
実
に
は
、
日
ソ
間
に
民
族
的
な
支

配
線
属
関
係
は
存
在
し
て

い
な

い
。

日

本
民
族
は
、
東
南

ア
ジ
ア
の
略
民
族
を

は
じ
め
と
す
る
三
大
陸

の
機
抑
崖

諸
民

族
に
対
す

る
抑
圧
民
族
で
あ
る
。

日
′
一

・間
の
紛
争
は
、
日
本
民
族
を
ソ
連
が
支

配
す
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
こ
と

か
ら
発
生
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、

ソ

連
社
会
帝
国
主
義
に
と

っ
て
は
東
南
ア

ジ
ア
諸
民
族
に
対
す
る
、
米
帝
国
主
義

と
対
抗
し
て
の
ソ
連
の
影
響

の
拡
大
が

限
自

で
あ
り
、
日
本
市
国
主
義

に
と

っ

て
は
日
本
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ト
の
東
南
ア

ジ
ア
賭
民
族

に
対
す
る
経
済
的
支
配

の

防
衛
と
拡
大
、
そ
の
領
土
拡
張
を
も
合

め
た
帝
国
主
義
的
対
外
膨
張
が
眼
目
で

・

あ
る
。

た
し
か
に
、
日
本
帝
国
主
義
は
米
帝

国
主
義
や
ソ
連
社
会
帝
国
主
義
と
の
比

較
上
場
小

で
あ
る
。
し
か
し
に
も

か
か

わ
ら
ず
、
日
本
市
国
主
義
は
と
り
わ
け

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は

「
大
国
」
な

の
で

あ
る
。

日
本
帝
国
主
義
は
東
南
ア
ジ
ア

の
諸
民
族
に
対
し
、
経
済
的
に
支
配
す

る
こ

と
に
よ

っ
て
抑
圧
民
族
と
し

て
ふ

る
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
日

の
日

本
帝
国
主
義
は
米
帝
と
同
盟
を
結

ぶ
こ

と
な
し

に
は
日
帝
独
自
の
経
済
的
支
配

を
維
持

で
き
な

い
と
い
つ
こ
と
は
た
し

か
に
事

実
で
あ

る
。
し
か
し
、
将
来
も

必
ず
そ
う

で
あ
る
と
考
え
る
の
は
誤
り

で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
最
近

の
毛
沐
の

よ
う
に
、
日
中
国
交
回
復
後
、
日
帝
は

ア
メ
リ
カ
ば
な
れ
を
し
て
お
り
、

ソ
連

さ
れ
て
い
な

の
に
対
し
て
逆
ば
日

国
主
義
け
ど

，っで
は
、
二
方
で
は
，
゛

の
条
項
に
摯
歳
す
な
ご
と
に
よ
う
で
“

ら
の
ア
ジ

，
侵
嗜
を
」
先
で
お

，
一
‐か，

く
し
、
日
本
日
げ
Ｃ

，
け
る

「
城

和
」
弩
力
屹』ＭＨ」」Ｆに」」」はい

で
あ
る
」
同
Ｐ
５
）

一一
一
「

一
一
』
一
一
一
一

一
「
一
一
¨

一　
あ
あ
、
何
と
渡
辺
君
は
お
め
で
た
い

の
だ
ろ
う
か
。

「
北
方
領
土
」
騰
題
は

単

に
、

領
土
間
瑯
そ
れ
自
体
と
し
で
あ

る
の
で
は
な
く
、

ベ
ト
ナ

ム

一
″
ン
ド

シ
ナ
革
命
の
瞬
利
に
と
も
な
う
ア
ン
ア

人
民
の
民
族
解
放
戦
争
の
最
瘍
、す
米
帝

の
東
南
ア
ジ
ア
が
ら
の
軍
事
的
後
退
＾

中
国

の

「
第
二
世
界
」
．
と‐
の
社
合
０
た

め
の
勢
力
、

ソ
連
社
会
帝
国
主
義
の
東

南
ア
ジ
ア

ヘ
の
選
出
、

日
米
両
常
回
主

義

の
政
治
的
、

軍
事
的
、

経
済
的
口
盟

の
再
編
強
化
と

い
，

世
界
政
治
を、ｔ諄
景

と
し
、
ロ
ツ

「
平
和
」
箱
織
、
Ｒ
ｒ
「
平

和
」
条
約
締
結
前
段
に
お
け
る
外
交
的‐

を

か
け
ひ
き

の
材
料
な
の
で
あ
な
■
一

日
本
帝
国
主
義
は
、

国
際
陪
薇
睡
争

一一
一
雛

一
繰

一
識

一
一
一
一

ち
に
自
ら
の
独
自
的
利
益
を
最
ヽ
大
き

く
獲
得
し
う

る
と
考

え
て
い
る
が
ゆ
え

に
、
日
中
角
栄
は
、
一
日
中
国
交

―回
復
と

同
時
に
、
日
ソ

「
平
和
」
年
約
に
対
し

て
は

「
北
方
領
土
」
．間
毬
を
提
起
し
、

ソ
連
を
牽
制
し
た

の
で
ら

な
ギ
ｔ
ｔ
て

三
ホ
武
夫
は

「ｒ
方
領
〓
」
．断

肛
で‐
中

断
し
て
い
る
「
ソ
交
渉
を
逆
手
．
●
一

っ

て
、
今
日
、
日
中

「̈平
３

条
●
一
渉

を
日
本
帝
国
主
義
に
と

っ
ぞ
一少
し

で
，

．

有
利
を
形
・で
進
め
よ

，
と
し
で
一
８
一

・

ス
注
―
な
ぜ
な
け
、
一こ
の
支

，
で
間
猶

・

一
一
一

』

『

砕

い
一岬

砕

”

み
で
は
な
ぐ

，
米
帝
国
主
義
及
Ｌ

，
本

帝
国
主
義
の
ア．ン

，
に
対
す
る
ヨ
よ

を
も
認
め
な

い
と
■
テ
立
場

り
、

あ
わ
よ
く
ば
、

中
国
に

お
け
る
第
二
の
劉
少
奇
派
の
成
長
を

，

な
か
し
、
中
国
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る

「

覇
滝
」
を
も
阻
上
し
た
い
と

い
う
頭
望

が
あ
る
か
ら
で
あ
な
。
こ

の
こ
と
な
げ

と

っ
て
み
れ
ば
、
日
中
双
方

の
立
場
は
、

双
方

の
真
意
は
全
く
違

，
て
い
て
も
外

交
的
に
は

一
致
す
る
。
み
と
は
実
際
の

階
級
闘
争
が
緒
着
を

つ
け
る
で
あ
●
■

と
こ
ろ
が
、

他
方
で
は
０
本
帝
国
主
義

に
と

っ
て
は
、

ソ
連
社
会
帝
国
主
義
と

の
対
立
を
強
め
る
こ
と
は
得
策

で
は
な

い
と
い
う
判
断
が
あ
る
の
で
あ
り
　
こ

の
ジ
レ
ン
マ
を
中
国
に
つ
か
れ
る
中
で

三
ホ
は
そ
の
ブ

レ
ー

ン
平
沢
和
量
に

■

北
方
領
土
」

の
段
階
的
返
逮
を
嗜
た
た

論
文
を
発
表
さ
せ
た
と
思
わ
れ
な
。

）

こ
う
し

て

「
北
方
領
土
』
間‐
題
は
、
日

本
帝
国
主
義

に
と

っ
で
は
侵
嗜
的

・
略

率
的
、
帝
国
主
義
的
な
東
南
ア‐
ン
ア
諧

民
族

に
対
す
る
自
ら

の
支
配

の
た
め
の

小
道
具
な
の
で
あ

，

、
日
米
同
盟

の
再

編
強
化
の
た
め
の

一
つ
の
テ
ュ
な
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　

．　
　
　
　
　

．

．

「
北
方
領
土
」
問
題
の
み
を
と
つ
あ

一げ
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
土
地
と
漁

場
を
奪
わ
れ
た
零
細
漁
民
が
運
動
を‐
展

開
し
て

い
る
。
だ
が
、

こ
の
零
細
漱
民

（
階
級
的
に
は
没
落
し

つ
つ
あ
る
小
ア
ル

シ
ョ
ア
ジ
ー
）
の
運
動
と

日
本

独
占
ブ

ル
シ

ョ
ア
ン
ー
の

「
北
方
領
士
」
問
題

に
対
す
る
態
度
と
は
今
て
果

，
て
い
０
●

お
し
ま
い
に
、

こ
の
零
細
漁
民
の
運

動
を
支
持
す
る
こ
と
が
タ

ロ
レ
タ
リ

ア
．

―
卜
の
解
放

の
た
め
の
間
葛
ぼ
と

っ
て

有
利

か
ど
う

か
と
い
う
問
題
な
残
な
。

こ
の
観
点
か
ら
す
０
な
ら
ば
、

渡
辺
君

の
主
張
し
て
い
る
も

の
は
せ
い
ぜ
い
ソ

修

の
暴
露
と

い
う

こ
と
に
す
き
な
い
。
゛
」

し
か
し
、

ツ
連
社
会
帝
国
主
義

Ｌ
対
す

る
開
争
は
、
渡
辺
者
の
主
張
し
て

い
る

．

よ
，

な
が

た
ち
で
行
な
う

て
は
な
ら
な

い
ヽ
日
本
帝
国
主
義
の
本
質
を
見
失
な

わ
せ
、
フ

，
レ
タ
リ
ア
■
卜
を
食
装
諄

除
●
せ
、
零
錮
漁
民
を
ブ
●

，
ぇ̈

，
ア

ー
ド
の
側
に
引
き
つ
け
な
の
で
は
な
ぐ

零
細
漁
民
が
日
本
帝
国
主
義
の
領
〓
要

求
の
′
ン
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
‘
に
対

し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
Ｌ
卜
が
協
ヵ
す
な

．■
，

な
方
け
で
の
ソ
連
社
会
帝
回
主
義

０
暴
露
は
、
結
局
ほ
ソ
連
社
会
帝
口
ど

議
の
墨
露
に
は
な
ら
な
い
な
ヶ

，
。
コ
）

´
立
場
を
徹
底
す
れ
ば
そ
こ
に
は
勝
共

せ
合
め
〓
伝
内
容
と
同
一
の
も
の
し
か

，
，

え
な
い
。　
　
　
一●
一　
．̈
¨

一た
一●
が
に
、
ソ
連
社
会
帝
日
主
義
分

◎ 宇 野 『 価 値 論 J批 判

共 産 主 義 者 同 盟 (RG).赤
報 編 集 委 員 会
(r序 章J141516号 )

◎ r歴史 と階 級 意 識 Jの批 判

榎  原   均
(r序 葦 J lo ll号 )

一
の
旗
は
革
命
的
祖
国
敗
北
主
義

の
旗
「

で
あ
る
。
零
細
漁
民

の
生
活
が
苦
し

い

の
は
、
日
本
帝
国
主
義

の
漁
秦
政
策
、

金
融
寡
頭
制
の
形
成
に
よ
一
も

の
で
あ

っ
て
、
日
本
帝
国
主
義
自
分

に
そ
の
責

任
を
と
ら
●
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

日

本
帝
国
主
義
が
排
外
主
義
的
に
問
題
を

そ
ら
す

こ
と
に
プ

ロ
レ
′
リ
ア
ー
ト
が

賛
成
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

い
つ
か
来

た
道
―
大
東
車
共
栄
目

へ
の
道
な

の
で

あ
る
。

争
派
を
再
編
し
、

共
産
主
義
者

が
相
互
に
了
解
す
る
こ
と
を
土
台
に
し

ゆ
ぐ

こ
と

に
向

け

ら

れ

て

い
る
。

命
戦
争
派
の
単

一
党
を
建
設
し
て

一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
¨
一
¨
一
一

れ
わ
れ
と
革
命
左
派
と
は
過
去

の
政
治

的

¨
組
織
的
な
系
構
を
全
く
異
に
し
て

お
，

（
組
織
を
構
成
し

て
い
る
個
人

の

系
議
は
ま
た
別

，
み
る
が
）
．
回
際
的

に
は
レ
ト

ニ
ン
死
後

の
、

マ
ル
グ
ス‐

レ
ー

ニ
ン
主
義
が
打
ち
楽
て
ら
れ
た
第

ニ
イ

ン
タ
ト
に
お
け
る
、

，
シ
ア
及
び

ヨ
ト

ロ
ッ
パ
の
反

ス
タ
●
リ
ン
諸
派
と

毛
沢
東
派
と
し
て
、

お
互

い
に
相
裏
し

て
い
る
こ
と
。
ま
た
国
内
的
に
は
、

日

本
共
産
党
七
回
大
会
直
前
に
お
け
る
学

連

フ
ラ
タ
に
よ
る
党
内
開
争
か
ら
共
産

主
義
者
同
盟
の
結
成
を

へ
て
今
日
の

，

れ
わ
れ
が
あ
る
の
に
対
し
、

事
命
左
派

は
日
本
共
産
覚
十
回
大
会
前

の
山

口
囁

委
員
会
の

「
造
反
」
に
端
を
発
し
た
、

い
わ
ゆ
る
毛
沢
東
派
の

一
分
派
と
し
て

結
成
さ
れ
て
．い
る

こ
と
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
、

挙
命

‐左

漱
の
驚
君
ｔ
の
刊
で
一

一
党
建
設
の

意
志
続

一
を
勝
ち
と
る
た
め
に
は
、

国

内
的
に
は
少
く
と
も
両
派
が
同
じ
日
本

共
産
党
内
に

い
た
七
回
大
会
以
前

に
ま

で
き
か
ら
け
り
、
ま
た
口
際
的
に
は
レ

ー

ニ
ン
指
導
下
の
初
期
第
ニ
イ
ン
タ
ト

に
ま
で
き
か
の
け

っ
て
、
各

々
の
分
派

の
形
成
過
程
を
総
括
し
、

す

で
に
そ
の

当
時
に
萌
芽
的
に
存
在
し
て

い
な
両
濠

の
対
立
点
●
”
ｔ
て
、
そ
の
後
の
洛
々

爾り　鋪嘘鮮輪一晰
‐‐の二つ。一
ッ″・ｔ

は
じ
め
に

・
わ
れ
わ
れ
と
日
共
事
命
左
派
と

の
間

の
論
争

の
童
数

の
契
機
は
、

本
命
左
派

の
渡
辺
論
文
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
批

凱

で
あ

，
な
。

そ
れ
以
降
、
何
度
か
の

論
争

が
あ

，
今
日
い
三

っ
て
い
る
。

こ

の
よ
う
な
状
態

の
な
か
で
、
も
う

一
年

一以
上
前‐
の
こ
と
で
あ
る
が
、
革
命
左
派

は
失

つ
ま
ば
や
」
プ
ン
ド
批
判
の
パ
ン

、フ〓
こ
置
を
発
行
し
た
。

「
マ
ル
ク
ス
主

義
経
済‐
学
と
農
業
誨
層
』
及
び

「革
命

一の
主
要
な
敵
ど
国
家
権
ガ
に
つ
い
一で

」

一が
そ
れ
で
あ
る
ｏ　
　
　
　
　
　
　
・

一こ
れ
ら
両
バ

ン
フ
を
見
た
と
き
、
わ

れ
わ
れ
は
、

革
命
左
派
の
諸
者
が
わ
れ

わ
れ
と
率
”
左
派
と
の
論
争

の
政
治
的

意
義
を
十
分
把
連
し
て
お
ら
ず
、
あ
ま

う
に

，
せ
●
か
ち
に
結
論
を
出
し
た
が

つ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
大

い
に
驚

い

た
０
の
で
あ

●
・
彼
ら
が
大
急
ぎ
で
作

業

に
と

，
組
ん
だ

こ
と
は

一
統
す
れ
ば

明
ら
か
で

あ
，

、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
フ

ン
ド
系
諸
君
」

の
主
張
に
対
す
る
不
消

化
を
理
解

の
上
に
的
は
ず
れ
の
批
判
の

大
を
は
な

っ
て
い
な
の
を
見
た
と
き
、

わ
れ

わ
れ
を

「
反
面
教
師
」
を
し
て
学

け
，

と
す

る
意
図
が
あ

っ
た
と
し
て
も

■
の
と

，
な
粗
雑
な
批
判
に
終

っ
て
し

ま

？
で
は
、
逆

に
批
判
を
し
て
い
る
挙

命
左
派
の
方
が
自
ら
自
減
し
て
し
ま
う

の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
０
さ
え
覚
え

た
も

の
で
ぉ
る
。

と
い
う
０
は
，
綸
争

の
当
事
者
は
わ

れ
わ
れ
と
事
僣
左
派
で
あ

っ
て
も
、
全

■
流
が
こ
の
瞼
争
に
注
目
し
て
お
り
、

ス
キ
●
ら
ば
綸
争

に
介
入
し
よ
う
と
し

て
い
●
・わ
け
で
み

つ
て
、
不
用
意
な
綸

“
一
一
マ
適
薫
一
上
で
は

，
ｔ
ｔ
↑

わ
れ
わ
れ
を
批
判
し
て
み
て
も
、
も
し

そ
の
綸
拠
が

マ
ル
タ
ス
　
´
Ｌ

二
´
主

義
か
ら
は
ず
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
‐

，
、

ま
た
事
命
左

派
の
恙
ホ
晰
線
が
ら
背
離

し
た
、

い
わ
ば
他
党
派
の
路
線
で
あ

っ

た
な
ら
ば
、

事
金
左
派
は
こ
の
論
争
で
．

強
化

さ
れ
る
と
こ
ろ
‐

が
解
体
を
促
‐

通
き

れ
な
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
．

わ
れ
わ
れ
と
革
命
左
派
と
の
綸
争

の

政
治
け
意
義
な
考
慮
Ｌ
な
と
〓

，
．，
に

，
れ
と
Ｌ
で
は
〓
金
な
た
エ
ニ
”
〓
化

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
」
る
。

こ
の
わ

れ
わ
れ
Ｏ
ｉ
だ
Ｌ
、
一
篠
一
争
お
維
体

を
強
化
一
な
と
い
う
な
一
般
．」
な
町
恵

Ｌ
Ｏ
な
じ
ど
ず
¨
‘
立
で
ら
れ
，，
い
０

わ
け
で
は
な
い
ｏ
　
　
　
・

．　
　
　
　
一

●
ゎ
ゆ
る
レ
一
１８
プ
ン
ト
嗜
代
に
、

お
れ
わ
れ
は

「
二
派
の
党
的
上
場
、
八

派
キ
町
層
体
」
を
が
か
げ
ヽ

ヽ
命
襲
争

派
の
生
的
上
０
ど
」
一，
社
一
が
ら
，．
ど

，
わ
け
当
時
０
ボ
一
な
と
事
金
な
派
、

後
に
は
連
合
赤
摯
に
対
す
る
ｔ
派
闊
争

を
強
化
し
て
ぎ
た
。
こ
の
Ｆ
彙
ぼ

一
定

の
成
果
を
あ
げ
た
と
は
い
え‐
）
ぞ
０
当
・

初
の
目
的
を
建
成
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

”
一

‐８
ブ

ン
ド
自
体
が
、
そ
の
内
部

の
分
派
闘
争
を
上
場
で
き
ず

に
分
裂
し

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
が

，
一っ
ゃ
К
国
際
非

合
法
梵
と
■
て
の
党
「
央
一
建
設
上
拘

っ
て

一
歩
前
通
し
た
と
き
、

赤
率
沢
と

い
金
左
派
と
の
統
合

の
試
み
が
、

連
合

赤
軍
の
結
成
か
ら
更
に
新
党
の
結
成

へ

と
造
み
そ
の
政
産

と
な

つ
て
し
ま

つ
た

の
で
あ

っ
た
。　
　
　
．

わ
れ
わ
れ
の
新

た
な
到
達
地
平
は
、

連
合
赤

事
の
党
的
敗
北
以
降

の
わ
れ
わ

れ
の
全
活

動
に
よ

ぅ
で
そ
の
内
容
を
確

認
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
が
、
一

こ
の
間
の
わ
れ
わ
れ
の
活
動
の
力
点
は

の
実
践

の
総
括
と
国
際
共
産
主
義
運
動

の
歴
史
的
教
釧
を
学
び
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
原
則
的
な

一
致
点
を
明
ら
か
に
し

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

こ

れ
が
わ
れ
わ
れ
と
ホ
命
左
派
と
の
間
の

党

的

関

係

を

規
定
し
て
い
る
基
本
的

問
題
で
あ
り
、

こ
の
間
題
は
さ
し
あ
た

っ
て
共
闘

で
き
る
範
囲

で
共
闘
し
で
０

く
と
い
っ
た
、
最
近
ま
で
事
金
左
派
が

撻
案
し

て
い
た

「
統

一
戦
線
」

の
構
成

と
い
っ
た
作
業
を
積
み
重
ね
て
も
何
ら

解
決
し
え
な

い
も

の
な

の
で
あ
る
。

と
こ
ヶ
が
革
命‐
左‐
濠
一
籠
君
は
、　

一

方
で
単

一
党
に
向
け
で
の
「
統

一
戦
線
」

を
提
案
し
、

他
方
で
は
わ
れ
わ
れ
と
の

綸
争
に
お
い
て
論
点
を
次
か
け
次

へ
と

移
動
さ
せ
、

場‐
事
り
的
な
効
果
を
ｈ
ら

っ
た
論
文

の
発
表

で
も

っ
て
事
足
れ
り

と
し
た
。

こ
れ
で
は
実
際
に
彼
ら
が
単

一
年
彗
“
の
意
図
を
も

っ
で

い
な
か
ど‘

う

か
が
壕
わ
し
く
な
る
し
、
ま
た
口
先

で
は
単―
一
党
建
設
を
と
を
え
で
い
で
も

寿
際
に
一
ヶ

ヶ
彙
の
中
に
あ
る‐
の
は
４

合
赤
率
型

の
連
合
党
で
し
か
な
い
の
で

」
と
わ
れ
わ
れ
は
一
ォ
ざ
一
を‐
え
な
か

っ
た
の
で
あ
な
。

ど
ま
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の

道
を
選
む
。
わ
れ
わ
れ
は
革
命
左
流
と

の
論
争
に
関
し
て
は
当
初

の
予
定
通
り

に
作
業
を
進
め
て
０
く
が
、

革
命
左
派

の
こ
つ
の
パ
ン
フ
に
関
し
て
簡
単
を
批

評
を
こ
こ
に
発
表
し
、
彼
ら
の
再
き
を

う
な
が
し
て
お
く

こ
と
に
し
た

い
。

（
雄
）
以
下
の
第
二
部
第

一
章
は

革
命
左
派
の
分
裂
が
公
器
化
す

る
，

前
に
書

か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
今
日

で
は
妥
ぎ
で
は
な

い
表
現
も
あ
る
が

あ
え
て

，
正
せ
ず

に
公
表
し
て
お
く

こ
と
に
し
た

い
。

．　

　

　

　

　

　

　

　

（
ス
東

へ
）
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第 20号

第

章

川
島

・
渡
辺
両
君
は
一

ヽ
プ

ン
ト
系

諸
君

の
農
業
農
民
問
題
に
つ
い
て
の
見

解
」
を
検
討
す
る
に
際
し
て
ま
す

こ
う

言

っ
て
い
る
。

・

ヽ
か
っ
て
ブ

ン
ト
系
諸
君
は
、
ブ

，

レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ

ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー

（

と

学
生
）
し
か
言
わ
ず

、
農
民
の
こ
と

を

と
す

っ
か
つ
忘

れ
て
い
た
。
す
な
わ

ち

一
す

べ
て
の
動
労
薇
辣
取
者

の
前
炉

」

と
し

て
は
全
く
失
格
し

て
い
た
。
し

か
し
、

三
里
塚
闘
争
を
契
機
に
ブ

ン
ド

累
諸
君
は
多
少
な
り
と
も
農
民
問
題
を

と
０
あ
げ
、

農
民
を
組
織
し
よ
・，
と

い

う
よ
う

に
な

っ
た
．

こ
れ
は
、
彼
ら
の

一

一農
業
農
民
問
題
に
お
け
る
小
ブ

ル
的
観

点

（勿
論
わ
れ
わ
れ
は
プ

ン
ト
系
諸
君

の
主

要
側
面
は
共
産
主
義
者

で
あ

る
と

考
え
て

い
る
）
が
改
ま

っ
た
た
め
で
は

な
く
、

■
一里
塚
闘
争
の
発
展
に
よ

っ
て

自
然
発
生
的
に
そ
う
な
ら
ぎ
る
を
え
を

く
な

Ｐ
た
た
め
で
あ
る
ピ

（
バ
ン
フ
Ｐ

一一
）
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

川
島
君
は
、　

一
時

マ
ル
戦
派
に
結
集

し

て

い
た

時
期
が
あ
り
、
彼
は
プ

ン
ト

か
ら
日
本
共
産
党
ホ
命
左
派
に
移
行
し

た
時

、
、
人
民
独
裁
に
向
け
て
■
に
掲

載
さ
れ

て

い
る

「
真
の
事
命
路
線
を
か

ら
と
る
た
め
に
」
を
書
い
●
ヽ

こ
こ
で

の
プ

ン
ド
批
判
も
、

こ
の
川
島
者

の
昔

の
論
文

に
依
拠
し

て
い
る

（
「
人
民
独

裁
に
向
け
て
」
Ｐ

一
０
国

参
照
）
が
、

そ
も
そ
も
こ
の
川
島
君

の
音

の
綸
文

で

主
と
し
て
批
判
さ

れ
て
い
る
の
は
、

当

時
第
二
人
ブ

ン
ト

の
主
流
派
で
あ

っ
た

マ
ル
戦
派
の
路
線

で
あ
ウ
、
岩

口
弘
を

指
導
者

と
し
た
第

二
人
プ

ン
ト
六
回
大

会
路
線
で
あ
る
。

で
は
一

こ
の
六
口
大
会
路
線
及
び

マ

ル
戦
派
指
導
下
の
第
二
人
ブ

ン
■
は
今

日
の
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
と
の
よ
う
な
「

政
治
的
意
味
を
も
■

て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。

一後

の
赤
軍
派
の
諸
着
も
含
め
て
、　

一

〔
組
』

一
一
」
「
粋
』
わ
『
晦
は
い
勧

一

「
マ
ル
タ
ス
主
義
の
経
済
学
ど

農
業
農
民
問
題
』
に
つ
い
て
・

０
　
わ
れ
わ
れ
が

「農
民
０
こ
と
な

と
す

０
か
り
ま
れ
一
い
た
」
と

い
う
の
は
事
実
撫
根
の
デ
マ
で

・　
あ
り
ヽ
わ
れ
わ
れ
と
革
命
左
派

は
農
民
問
題
に
対
す
る
把
握
の

仕
方
が
対
立
し
て
い
る

の
指
導
穂
を
握

っ
て
い
た
●

ル
崚
派
と

党
内
闘
争
を
開

い
、　

一
年
有
余

の
党
内

ち
、

二
九

六
八
年
二
月
に
は
七
回
大
会

路
線
を
勝
ら
と
う
た
。
七
回
大
会
当
日

に
お

い
て
は
じ
め
て
少
数
派
に
転
落
し

た
こ
と
を
知

っ
た

マ
ル
戦
派
は
、

な

ん

と
大
会
第
二
日
日
以
降
大
会
を
ポ
イ

コ

ッ
ト
し
、
そ
の
結
果
プ

ン
ト
七
回
大
会

路
線
は
、　

マ
ル
戦
派
と
訣
別
し
た
関
西

派
を
中
心
と
す
る
●
ブ
ン
ト
統

一
委
員

会
系
の
諸
派
に
よ

っ
て
組
織
的
に
独
自

に
磯
立
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

旧
マ
ル

戦
派
の
諸
君
は
、

こ
の
大
会
ボ
イ

コ
ツ

ト
と

い
ｏ，
日
和
見
主
義
的
な
党
内
関
争

に
お
¨

て
わ
れ
わ
れ
は
薇
位
に
立

や
り
方
を
総
括
で
き
ず
、

そ
の
後
数

派
に
分
裂
し
た
ま
ま
今
日
に
至

っ
て
い

る
が
、

こ
れ
ら
の
躇
派
の
な
か
で
も
六

回
大
会
路
線

の
継
承
を
主
張
し
て

い
る

分
派
は
存
在
し
て
い
な

い
。

こ
の
よ
う

に
第
二
次
プ

ン
ト
六
回
大
会
路
線
と
は

七
回
大
会
略
線
を
勝
ち
と

っ
た
構
派
に

と

，
て
は
批
判

の
対
象
で
あ
り
、

そ
し

て
現
実
に
党
内
閣
争
に
お

い
て
敗
れ
去

，
、

・そ
の
後
の

マ
ル
戦
沢
系
諸
分
派
に

よ

っ
て
も
継
承
さ
れ
て
い
た

い
も
の
な

の
で
あ
る
．

（
怒
壽
派
は
、
第
二
次
ブ

ン
ト
は
六
回
大
会
か
ら
で
あ
る
と
主
張

し

て
い
る
。

こ
れ
は
あ
た

，
ま
え
の
こ

と

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
怒
澪
派
●

六
口
大
会
よ
り
は
七
回
大
会
を
支
持
し

て

い
る
よ
う

で
あ
る
。）

だ
か
ら
、

か

っ
て
塩
見
君
が
川
島
君

に
抗
識
し
て
い
る
よ

フヽ
に

（
塩
見
孝
也

論
叢
κ
４
、

Ｐ
二
三
）
、
赤
軍
派
の
諸

君

に
と

っ
て
も
、
川
島
君
の

マ
ル
戦
派

批

判
に
的
を
し
は

っ
た

、
プ

ン
ト
系
諸

彗
」
批
判
の
や
り
方
は
的
は
ず
れ
を
し

て
受
け
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た

わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
も
七
回

大
会
路
線

及
び
九
回
大
会
決
線
を
対
象
と
し
た
批

判

が
な
さ
れ
な

い
限
り
、
川
島
君

の
批

判

の
有
効
性
は
不
充
分
を
も

の
で
し
か

な

い
の
で
あ
る
。

川
島
君
の
昔

の
論
文
は
、

マ
ル

職
派

の
批
判
と
し
て
は
工
し

い
批
判
も
含
ま

れ
て
お
り
、
高

い
水
準
の
力
作
で
あ
る

こ
と
を
わ
れ

わ
れ
は
認
め
て

い
る
。
し

か
し
、
そ

れ

で
も
し
て

「ブ

ン
ト
系
諸

派
ｒ
を

批
判
し
た

つ
も

，

に
な
り
、

あ

の
論
文
に
対
す

る
、
プ
ン
ト
賭
派
か
ら
一

の
批
判
が
な
い
こ
と
か
ら
、

「
ブ

ン
ト

系
諸
派
」
批
判

の
た
め
の
武
器
と
し
て

ふ
，

ま
わ
し
て

，
、

す

０
に
述
べ
た
よ

う
な
事
情
か
ら
し
て
わ
れ
わ
れ
に

と

っ

て
は
お
ま

，
痛

い
と
も
か
０

い
と
も
感

し
な

い
の
で
あ
る
一　
　
　
　
　
　
　

・

と
こ
ろ
で
、
ァ

ン
ト
系
賭
沢
の
歴
史

を
見
れ
ば
、

当
時

の
，

ル
戦
派
ど
の
分

派
闘
争
を
組
織
し
て
き
た
際
の
実
践
的

部
隊
は

，
砂
川
農
民
の
基
地
反
対
開
争

と
の
連
帯
の
な
が
で
形
成
さ
れ
て
い
う

た
こ
と
が
わ
か
る
。
第

二
次
ブ
ン
ド
七

一

回
大
会
報
告
は
人
の
よ
ナ

に
述

べ
て
い

．

一一一一一一一̈̈一一］辮

一
め
て
の
全
国
政
治
開
争
と
し
て
砂
川
欄

争

が
実
践
的
に
設
定
さ
れ
た
。

．
こ
の
集

会
を
転
換
点

と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
主
張

は
日
本
階
級
闘
争

の
主
軸
を
実
験
的
に

一形
成
す
る
も

の
と
を
ぅ
た
が
、

こ
の
方

針
を
支
え

た
も

の
は
早
大
闘
争
と
明
大

闘
争
を
開

い
抜

い
た
部
隊
の
意
餞
性
で

あ

っ
た
一
●
‥
　

・^
一
　

　

一

わ
れ
わ
れ
は
、
砂
川
闘
争

六
２

・
２６

５

」
２８
、

・７

・
９
イ
を
突
破

口
と
し
て

独
自
の
反
帝
部
球
と
し
て
登
場
し
た
。

砂
川
闘
争
に
お
け
る
鸞
的
総
活
は
、

生
活
と
権
利
の
実
力
防

衛
開
争
か
ら
革

命

へ
の
転
化
を
導
か
ん
と
す

る
同
盟
内

経
済
主
義
者

の
逆
手
船
お
よ
び
党
彗
設

綸

の
克

服
と
不
可

分
の
も
の
Ｆ

■

た
」

「
共
産
主
義
ヽ

ｎ
号
Ｐ
ａ

，

９
）
・　
・

●
こ
う
し

て
、

川
島
、
渡
辺
両
者
の

「

か

っ
て
ブ

ン
ド
系
諸
君
は
、
プ

０
レ
タ

リ
ア
ー
ト
と
ブ

ル
シ
ョ
ア
ジ
ー

（
と
学

生

）
し
か
言
わ
ず
、
農
民
の
こ
と
な
ど
．

す

つ
か

，
忘
れ
て
い
た
」
な
ど
と
で

，

批
判
は
と
り
さ
げ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば

な
ら
な

い
。
第

一
人
プ

ン
ド
も
砂
川
関

争
を
聞

っ
て
お
り
、
プ
ン
ド

の
崩
壊
以
．

降
、
社
学
同
や
プ
ン
ド
系
諸
お
け
新
島
．

開
争
を
開
っ
た
．
そ
し
て
、
マ
ル
棘
派

対
抗
し
第
二
次
ブ

ン
ド
七
回
大
会
略

線
を
形
成
し
な
実
践
部
確
に
″
叫
肛
争

の
な
が
で
形
成
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ

れ
は
．歴
史
上

の
事
実

で
あ
″
一　
〓
　
・

わ
れ
わ
れ
は
、

か

っ
て
の
第

一
人
ブ

ン
ト
、
第

二
人
プ

ン
ト
以
来
０
農
業
農

民
間
題

に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
観
点
を

決
し
て
十
分
な
す
の
で
お
な
ど
考
え
て

い
る
わ
け

で
は
な

い
．
け
が

し
、
圧
島‐

凛
邊

両
君
の
」

，
■

，

に
、́
プ

ン
ド
げ

三
塁
塚
日
争
ま
で

は
農
素
農
民
間
脇
け

つ
い
て
忘
れ
て
い
た
と
い
つ
わ
け
で
は

一絆器雉
義一

に
な
突
崚
百
ど
け
て
、

侵
饉
ど
抑
圧
、

反
市
命

へ
の
体
制
を
固
め
■
と
同
け
に
一

ド
ル
一
ボ
ン
ド
体
制
み
全
薔
的‐‐
”
概
と，‐

経
”
的
危
機
に
対
処
す
●
た
め
、
国
内

統
治‐
機
構
の
生
社
会
的
再
編
に
せ
■
れ
一

て

い
る
。

②
帝
国
主
義
け
危
機
み
”
な
化
な

，

略
反
革
命
と
し
て
外
在
化
さ
せ
ん
と
す

る
こ
の
危
機
の
外
在
化
０
週
程
を
通
し

て
帝
国
主
義
は
み
ず
が
ら
の
を
鮨
――‐
略

階
級
、
諸
階
層
を
再
一
Ｌ
な
け
れ
ば
な

ら‐
な
い
。　
―
―
■
ｒ
　
　
　
、一　
一　
・

④
魔
民
政
策
は

一
ぇ
一
贅
な
迎
え
つ

つ
あ
‐る

が
，

こ
れ
は
ス
ル
´
ま

，
，

ト

に
と
っ
て
の
ア
．キ
´
た
」
で
お
夕
」
ご

二
十
年
間
、
た
民
層
の
分
解
は
急
還
」

進
行
し
、
少
数
の―
富
農
と
大
多
数‥
み
一
一

た
、
キ
ブ
●
レ
タ
Ｌ
ア
を
生
み，碁
し
た

が
、
ア
ル
ジ
ュ
テ
ジ‐
卜
の
政
策
は
三
二

一米
価
に
み
ら
れ
な
よ
テ
」
蔵
民
保
性
の

一観
点
に
立
ぅ
で
い
な

．
し

，
Ｌ
な
が
ら

一財
政
緊
道
化
と
東
菫
ア
諄
ア
の
膚
業
開
・

発
構
想
¨
特
恵
門
駆
ど
の
関
連
に
ぉ
」

て

”
彙
義
者
負
担
ｒ
の
理
念
と
生
産
カ

向
上
の
必
要
か
ら
、
二
重
米
価
搬
庭
を

テ
コ
に

一
層
農
民
層
一
分
解
¨
本
を
地

主
の
復
活
、
大
多
数
の
生
活

，
〓
り

，

向
を
打
ち
出
し
つ
つ
ら
な

，
こ〓
れ
ら
‐■

．村
破
壊
は
、
農
村
あ
疲
弊
ど
都
■
へち
一

流
入
と
し
て
結
果
し
、
一
薪

ｉ
濶
Ｉ

一

一と
し
で
矛
盾
を
ま
す
ま
す
凛
め
て
¨
●

〓

”
共
産
主
義
■
Ｌ
量
２̈
、″
～‐‥
４８
）
一
一

「③
中
小
企
業
の
倒
産
に
増

，
‘
ご
一

と
は
わ
っ
て
し
減
争

」と
は
‘
い
一
■

一

方
で
は
、
零
細
企
業
は
大
企
業
み
対
極

に
増
大
し
、
固
定
化
し

，
，階
級
的
未
分
一

化
壻
を
膨
大
に
形
成
し
つ
つ
●ヽ
一
〓̈
ニ

れ
ら
労
働
力
は
、
一家
族
労
働
や
中

睫
隆

陸

階

臓

燿

纂
簿鸞
「轟
斃
喘翌
一一一覇
一雛

一
ン
■
ン‐．一
一
Ｌ
一
４

，
い
る
．一丼
一■
一
”
苺
ユ
■

．ュ
籠
Ｌ
薇
開
争
の
新

一　
．
「④
我
々
は
日
本
に
お
け
る
一
国
的

〓
ｔ
ｔ
一
軒
一
ヽ
一
軍

，
裁
い
は
色
〓

一言
ｔ

，
一
ま
〓

， 一
，

一
撃
の
国
際
薔
お

一
当
初
か
ら
、
私
有
襲
嵐
祉
度
‐‐，
■
金
‐
ォ

雛
纏
す番
】電
器
靭
壁
謝
揚
翠
誠
馨
進
譜
勇
一

鷲
“鰈
≫
綿
盤
踏
憂
嬰
菫
藁
斃
踊

，
〓
〓
凛
ま
草
‡
一一一■
一■
■
一
■

，
菫ら
一語
を
■
卜
〓
■
■
は

■
，

■

■

島

＃
■

ξ

％
一一一
ｉ

■

，

一‥東‥ｉ
一
学

辱

上

皮

・
■
農
、
中
盆

著

ｉ

．与

■
彙■
一ｔ
胤
一Ｉ
若
・二
ｉ
ｔ

， 一疏■
■
お
＝
ｔ
ｉ
手
３
た
〓
い。
え

′
一
一
一．一ｒｉ
搬
〓
はヽ
∞一
一一一■
一

，
一
ふ
一一

，
一た
ので二
ら
選
摯
略層
に対し
ては、
世
界

事
■
一彗

■

夕
一
ヽ
４
一
更
掟
磁
″
に
私
″
で
■
一一■
■
一
一一
寓
ピ
ユ
一一一

，
Ｐ

，
）
・一革
命
糀
争
の
現
実
的
要
“
を
諄
明し
、

一一̈”̈一一一一一一一一̈”一一一一一一””̈「一， 一一一「一一一一一一̈”「［一̈一一一一一』一一一̈一』［一一一一一一一

で
」
摯
ご
ウ・■
粧
一
一
狂
ヽ
紺
ニ
ト‐‐‥●
´
籠
饉
馨
壼
貯
一
牛

∈
帝
２
に
、
わ
れ

，
れ
が
農
民
．の
生
産
手
」
盲
解
さ
せ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
標
独

メ
詩
鱗
録
鐸
輩
瓢
雄
鮒
”拗
韓颯一詳
細舞
難
坤
二
繁
翌
委
ジ
婚

Ｌ
「
一
一

．〓
．．一Ｉ
．
一
一
一

．　
・・
一
一

，
一
」
“
一一
一
一
〓
“
ｔ

，

の
上
地
強
一
タ
リ
ァ
糧
ガ
」
集
中
す
る‐‐０
４
社
会
二

一
の
よ
う
に
工
べ
て
い
る
。

み
■
一
が
都
●
〓

書

ヽ
ア
・一
下

ｉ

■ヽ

婦

，
〓

″
叶
だ
み

一義
的
な
肇

だ
と
語
そ

¨
ｉ

ｃ
Ｌ

　

「
表

魚

ヽ
中
農
、
資
農
、
中
小

レ
グ

ー，‥‐
ア
●
ド‐―

一

へ
´
ヽ

一一
卜
に
よ
一

Ｔ

懸
″
一一
疇
一
一
一
で
現
象
Ｌ
た
が
、
一
は
・
土
地
国
有
化
ｔ
ｔ

〓
‘
い
■
の
を

一
企
業
者
を
お
し
な
べ
て
収
率
す
る
こ
２

０
， 本

帝ぼ
菫
一
一一静
一
ン．ア一一，
ｔ
オ
一，， 一
一一一
一
¨
む
し
ヶ
一一て
いる
のでぁ
るビ　^
パ
ィ′Ｐ
５．
）
一要
請
を
説
明し
、生
産
手
段を
プ
ロ

嗜
Ｌ
、
各
選
疇
０
一人〓
辞
み
」
ヽ

，
一一
‘
駐
ｔ

，
一産Ｌ
と

，
・オ
な
庭
を
言
肛
一と
」テ
の
が
可
書
・０
」
菫
０
あ
る
。　
ニ
タ
リ
ア
独
裁
構
力
に
集
中
す
る
こ
と
″

一
に
ば

，
一
築
ヽ
一
彗
ど
の‐
夕
一
一‘
一
一
ュ
″
一
、
一
ヽ

ヶ
連‐
「
と
」
う
口
一　
篠
」
は
、
農‐
ヽ
グ
彗
と
手

，
を
ブ

，
二

結
局
〓
■
に
と
っ
て
利‐
一
に
な
な
こ
と

肛
な
討
分
け
ｔ
せ
し

，
↑
一
一
に
な
Ｔ
デ
¨
プ
′

，
ア
だ
ヽ
み

，
避
的
社
豊

′
″
ヴ

，
な
〓
構
た
０
■
に
集
中

，
一

一
な
諄
野
し
、
理
解
さ
せ
‘
、
プ
ロ
レ
タ

■
を
嘔
Ｉ
一
０
」
ヽ
■

た
着
０
一一サ
肛
耐
一一一
じ
ｉ
で

，
も，α
で
あ
つ
た
丁
い

，
を
〓
一
（
な
わ
に
″
主
張
一
Ｔ

，
旺
縣
独
裁
０
ま
わ
」
に
〓
一
結
集

籠̈
艶
隷
籍

，”爾
盤
群
諸
郵
」一菱
た一■
一ヽ
■
一。霧
｝駈
■
■

．■

な
な
ど
Ｒ
Ｃ
派
に
と
っ
て
は
、
■
膚

（一
ブ
．●
レ
タ
」
一
）
で
き
を
、
同
盟

春
０
」
を
」
．０
で
み
る
た
　

．Ｒ
Ｃ
沢
は

■
■
氏′
と
は
正
圧
対
に
、
キ
プ
ロ
レ
タ

，
ア
ー
ト
が
社
会
主
義
革
命
の
原
動
カ

に
な
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
半
ブ

●
レ
´

，
ア
ー
ト
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

と
同

一
視
し
て
い
な
′
．

げ

４
．属
民
●
〓
一
生
を
手
段
を
′
．・一
′
′
リ
ア
独
裁
植
カ

産
業
の
社
会
主
義
化
に
つ
い
で
も
Ｒ

Ｃ
沢
の
諸
君
は
デ
グ
ラ
メ
な
萬
っ
て
い

る
．
な
な
と
、
農
民
の
「生
産

，
Ｌ
を

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
権
力
に
集
中
“
す

な
の
た
そ
デ
な
′
　
づ
ぎ
¨
薦
民
の
所

な」一」轟は』一」一一一一̈
］一

っ
て
■
螢
主
義
化
す
一
と

， テ
の
で
あ
一

●
′
」
（パ
´
フ
Ｐ
９
一　
．　

， 　
　
一

』一一む̈れ̈
一一̈一一一̈一一〔̈一一一̈“̈
和”一」な一̈一一轟悧一囃一”一̈」一一｝一̈」・一轟」一い一堰凛準̈晴熱̈辮莉」

欅
膵
瞬
瞥
贖
ξ
膠

一＝
島
、
渡
辺
両
君
は
明
ら
か
に
読
み

ち
が
え
を
や
っ
て
い
る
。
そ
し
て
自
己

の
統
み
ち
が
一
「
な
隠
蕨
す
る
た
め
に
一

二
続
こ
あ
文
〓
の
な
か
か
ら
″
ツ
コ
」

入
れ
た
文
章
だ
け
を
計
用
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
な

，
コ
に
入
れ
ヶ
れ
た
文
章

は
、
主
師
の
内
容
の
説
明
ま
た
ぼ
補
Ｌ

を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
主
節
で
述
べ

ら
れ
た
内
容
ぬ
一〓
に
は
そ
の
意
味
を
正

し
ｏ
把
握
で
一
一な
い
こ
と
は
明
な
が
で

・あ
●
一
　

・
一
　
一●

一．　
　
　
　
・
・

主
節
で
は
、

「
ま
す
資
本
家
階
苺
〓

収
奪
し
、
生
産
〓
■
を
デ

，
レ
タ
リ
ア

独
裁
権
力
に
集
中
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
・と
い
），
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
か

，
コ
内‐
の
文
章
は
こ
の
基

本

‐的
内
容
を
補
足
し

，
資
本
家
階
級
の

制
〔
」
一
一
な
』
」
（
）
」
」
一
「
（

こ
と
は
し
な
い
」
と

，
っ
て
ぃ
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

「
お
し
な
ヽ
で

収
奪
す
る
こ
と
は
し
な
い
」
階
級
、
降

層
に
対
し
て
は
、一
「
資
本
家
階
級
を
収

奪
し
、
生
産
手
段
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独

裁
権
力
に
業
Ｌ
Ｌ
で
い
か
な
０
で
は

，

ら
な
い
こ
と
」，
が

、彼
ら
に
と
っ
て
も

利
蓋
に
な
る
こ
と
を
説
得
●
一
理
解
さ

せ
て
一
一
が

，
ぼ
一
ヶ
一
¨
ど

，
テ
ご

と
が
、
オ
ツ
ン
”
の
た
〓
の
内
容
で
ぉ

り
、
そ‐
れ
は
川
お
、
た

，
両
〓
″
受
け

と
，

な
ニ
テ
一
一
囃
●

，
〓
”
一
蔵
、
・

貧
農
、
中
小
企
詢
着
み
一
産
手
段
ヽ

説
得
し
て
フ
一
レ
タ
リ
ア
独
裁
極
力
一

集
中
す
る
と
ぃ
っ
た
意
束
を
み
ヶ

，
し

て
い
る
‐
‐

，
け
０
」
な
」
一　
　
　
・
・・
一

一
こ
・‥

出
一
一
一
一
一
中
一
一

え‥ を れ
¨
一

り ‐す を
‐一

¨

い
．
わ‐
れ
わ
れ
が
、

力
´
ユ
内
の、■
章

一
は
中
た
、
賛
た
、・■
卜
一
撃
者
の
収

奪
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
ド
が
資
本
家
階
級
の

生
産
■
疵
な
収
〓
すｉる
こ
と
に
関
す
一

ｔ
■
０
」
流
的‐な
〓
打
‘
獲
得
デ
ケ
必

要
が
あ
０
こ
と
ど
述
ヽ
て
い
な
ど
」

，

こ
と
は
、
そ
の
文
章
０
末
尾
が

「
プ
ロ

レ
グ

，
ア
は
級
独
裁
０
ま

，
，

に
支
持

織
集
〓
ヽ
な
ｏ
て
ば
な
ら
，な
卜
」

．と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら

，
明
ら
か
で
あ
ろ

わ
れ
わ
れ
は

，
共
産
主
義
一
・６
〓
巻

頸
論
文
で
は
、

農
業

の
社
会
主
義
化
に

づ
い

て
は
全
ぐ
ふ
れ
て

い
な

い
．
特
に

０
今
日
の
農
民
Ｏ
Ｌ
摯
２
に
０
■
”
的

な
分
析
に
す
と
す
い
て
、
お
れ
お
れ
の
一

路
線
●
提
起
し
て
い
な
¨
こ
こ
、
０
ど

け
い
時
巨
腱
け
」
」
に
対
し
て
適
用
〓
一

れ
る

べ
ぎ
農
業
協
同
化

の
政
策
に
，０
い

て
言
及
し
て
い
な

い
こ
と
、

Ｏ
・更
に
、

革
命
左
派
ヽ
指
摘
す
る
■
う

に
や
濃
一

■
■
と
を
区
肌
せ
ず
、

一年
た
な
ギ
′

憎

」
グ
リ
ア
ー
ト
と
し
て
ブ

，
”
グ

，
ア

ー
ト
の
コ
盟
軍
と
し
て
，位

置
す
け
な
こ

一一戦一一一師一一一ｒ

一一一鉾一一一翻『一奪一

〓
工
■
■
■ヽ
■
射
一

納
一
一
一
機
一
薩

］
機

・

）、
し
か
し
、お
れ
お
れ，
″
富
０■

産
手
段
を
“
得
に
よ
って′
ヽ，
″，

け
熱
』
動
働
「
（
一
」
”
一
¨
一
一」

．

う
川
島
、
渡
辺
両
君
のご
こ
こ
ご
ぼ一
・

彼
ら
の
読
み
誤
り
と
悪
意
あ
る
引
用
支

０
ど

，
お

，
か
い
‐こ‥
よ
な
デ
マ
て
み
な

こ
う
い
う
デ
マ
を
と
ば
す
こ
と
に
よ
つ
・

て
、
革
命
左
沢
の
批
判
は
せ
っ
か
ぐ
ぉ
一

れ
わ
れ
の
弱
点
を
つ
い
で
す
、
ま
と
し
，

ぃ
デ
」
と
め
ら
れ
な
↑
な
つ
て
い
■
４

一

わ
だ
お
に
な
か
ヶ
ご
ぞ
誡
意
な

，
ぅ
で
一

う
け
と
め
た
が
、
例
え
ば
塩
見
彗
な
ら

と
う
し
て
」
な
か
子
を
な
ヶ
れ
か
な
こ

と
で
あ
み

．
革
”
な
た
″
計
ｔ
な
の
ぞ

む
す
０
で
お
一
・　
一
・
●

■
一　

　

・

・
＾
わ‐
れ

，
れ
は

一
麟
“
上

の
か
た

．
，

で
ヽ
命
左
沢
に
対
Ｌ
で
静
寄
Ｌ

．
て
お
↑
″
．
ら，
一れ
，一

れ
が
Ｌ
農

，

Ｉ
貧
農
に
“
し
て

，生．
嵐
手
一
を‐′

一
レ
タ
」
′
晨
書
な
が
Ｌ
集
中
す

な
こ
と
が
、
緒
圧
篠
等
」
と

，
‘

，■
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だ
と
し
て
も
当
時
の
わ
れ
わ
れ
の

主
張
は
、
例

え
ば
革
命
左
派
が
農

業
協
同
化
の
政
策
の
み
を
集
化
し

こ
の
集
団
的
所
有
形
態
を
も

っ
て

マ
ル
ク
ス
が
タ
ー
タ
綱
領
批
判

で

っ
た
ヽ
と
に
よ
っ
て
、
革
命
左
派
か
ら
「密
に
言
ぅ
て
、
そ
の
ま
ま
の
な
た
ち
‘
一

分
解
の
分
析
に
対
し
て
革
命
左
派
の
機
一
君
Ｌ

「
資
本
主
義
の
様
０
」
な
る
新
た

で
も
公
務
貝
労
働
者

の
賃
労
働
は
何
ら

の
資
本
●
も
生
産
し
な

」
一

そ
Ｌ

で
、

も，
し
貨
労
働
制
が
資
本
主
義

の
こ
と
を

意
味
す
る
の
だ
と
Ｌ
た
ら
、

過
波
期
の

社
会

で
あ
る
中
国
に
も
貨
労
働
が
あ
る

こ
と
に
よ

っ
て
資
本
主
義
と
さ
れ
て
し

ま
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
か
ら
、

資
本

―
賃
労
働
関
係

い
い
か
え
れ
ば
資
本
関

係
が
存
在
し
な
け
れ
ば
資
本
主
義
‘
存

在
し
．を

」
と
‐

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

諸
者
は
、
資
本
主
義
に
関‐
す
る

「
ぎ
分

一
義
の
結
矛
質
に
つ
い
て
の
マ
ル
タ
ス
主

の
批
判
を
う
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で

一は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
一
グ
ぜ
一

毎

的
態

度

を
提

出
す

る

こ
と

で
あ

る
。　
一
な

見

地

か
ら

、

こ

０
な

論

文

の
批

判
を

Ｌ
，

の
」
定
義
と

、
自
分

‐自
身

の
」
羅

一
議

の
見
解
と
す
る
こ
２
は
で
」
な

い
ょ

ゑ

・
　

　

一　

　

　

一
　

・
Ｔ

ら
、
今
日
の
日
本
で
は
資
本
主
義
的

一そぅ
ぃ↓
ゎけ
で、
ゎれ
わ
れ
は
ｔ
の
一試
み
て
いる
のであ
る
が、
そ
ヶ静
栞

だ
か
ら
川
島

君
連
の
批
判

は
言
葉
と

一生
産
様
式
が
全
面
的
に
発
達
し
て
お
り

一バ
ン
フ
全
体
に
わ
た

っ
て
批
判
す
る
こ

一
と
ん
で

，
な

い
課
り
を
主
な
し
、
一

う
・‐

一議
一議
一碑
一・撫
難
囃
雌

し
て
は
全
く
正
し

い
。
と

こ
ろ

が
、
川

一帝
国

主
義
段
階

に
ま

で
連
し
て
い
る
か

と
は
ざ
し
あ
た
つ
て
こ
れ
以
上
必
要
な

一，
こ
こ
と
に
よ

，
で
、
こ
の

「資
本
〓

述

べ
た
協
同
組
合
的
所
有
と
同
じ

も

の
だ
な
ど
と
考
え
る
の
な
ら
ば

そ
の
よ
う
な
傾
向

（
こ
れ
は
毛
派

の

一
部
に
あ
る
Ｖ
に
対
す

る
批
判

と
し
て
は
二
し

い
側
面
を
も

っ
て

い
る
。
問

題
は

「脱
得
し
，
理
解

さ

せ
て
」

の
内
容

で
あ

，
ヽ

こ
の

内
容
は
単
な
る
宣
伝
に
よ

る
０

の

で
は
な
ぐ
、
農
業
協
同
化
の
過
棒

と
し

て
考

え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら

・

な

い
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
ｏ

そ

島
君
違
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

と
小
ブ

一ら
で
あ

っ
て
、

そ
の
結
果
と
し

て
日
本

い
と
考
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
む
し
．一義
の
様
心
」
な
る
両
君
達
の
新
な
な
肇

こ
＾

前

の
文
■

‘

ら
れ，
ば

、

レ
Ｌ

二

一
ま

た
、
一社
会

主

義

革
命

の
不
可

彗

」
な

ル
シ

ョ
ア
ツ
ー
と
し
て
の
農
民
と
の
階

一的
に
特
殊
な
か
た
ち
を
と

っ
て
は
い
る

ろ

い
ま
だ
日
本

の
上

地
革
命
は
終
わ
て

一
解
が
〓
Ｌ
Ｏ
な

い
こ
と

，
自
己
暑
露
じ

”】一一̈
けた「」一̈
一一一（̈
一嘲］議̈
一̈́
一”一̈
一“」一

級
同
盟
を
主
張
す
る
観
点
か
ら
わ
れ
わ
二
が
農
業
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
が
存
在
し
ま

０
な
い
と
主
張
し
て
い
る
．
ｈ
や
〓
一
〓て
」る
〓
．

れ

へ
の
批
判
を
行
な

っ
て
い

る
。

こ
の

一た
農
業
タ

ロ
レ
ス
リ
ア
ド
ト
が
存
在
し

ら
一●
等

の
見
解

を

検
一

し

て
お
ス

〓
一

一　
　
、
た

■

を
フ

一
レ
′

Ｌ

ア
一

卜

が
存

ス
が
『ｔ
想
力、一
科
学
」ヽ
で
述
べ
な
一え
よ
う
と
し
て
」
な
ｏ
だ
が
，
、キ
本

こ
と
に
よ

っ
て
せ

っ
か
く

の
わ

れ̈
わ
れ

一
て

い
る
な
ら
で
あ
る
。
一今
日
の
日
本

に

，
一
林
命
左
派
一
の
綸
争
を
進
一ゆ
で
０
一
在
Ｌ
を

，
と

，
、
気
・労

働‐
が
言
″
一
ｒ

に
対
す
る
工
し

い
批
判
も
み
の
り

の
あ

一
お
．い
で

は
ヽ
山
林
に
お
い
で
大
土
地
所

た
．

０
に

ヽ
ネ
河
欠
で
お
‘
‘
毒
●
一

一
げ
、
ニ
ヘ
本
主
義
”
・一
在
す
る
」
」
な
た

み
で
あ
る
。

一一一一一一一̈一一一̈一一一一̈』一一̈』一一一一一『一一一

る
も
の
に
な

っ
て
い
な
い
●

こ
れ
は
全

一有
が
残

っ
で
●

る
が
そ
の
他
の
分
野
そ

一“
“
一
ｒ
実
爆
に
わ
れ
ら
れ
ば
Ｌ
一
の

一
，

て
資
本
主
義
ど
に
気
労
働
制

０
こ
´

両
者
は
、
こ
の
ベ
ン
フ
で
は

「解
放

舞
』
２７
号
で
一＝
島
君
が
提
起
Ｌ
な
■

本
主
〓
の
機
ふ
」
に
つ
い
で
の
新
し

ぐ
情
じ
む
べ
き

こ
と
で
あ

る
．　
　
　
　
一
は
戦
後
米
ど
領
軍
が
行
を

，
だ
農
通
改

一
■
の
階
層

，
折
と
ど

，

一
●

一
や
〓
二

で
あ
な
」

（
パ
´
・フ

Ｐ
６
）

両
君
は

「
農
民
の
経
済
的
分
析
Ｌ
を

一
筆

の
結
果
、
多
く
の
自
作
農
な
創

，
出

〉
ろ
ｔ
の
見
解
一
批
判
を
通
あ
て
一
■
二

一
両
〓
は
こ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
４
〉

な
ぐ
、　

‐
さ
」
一
ま
，た
、
贅
本‐主
義
け
生
一
た
つ
の
■
一
に
書
た
た‐
よ
‐ス
な
‘
Ｌ
ズ

わ
れ
わ
れ

が
と
り
あ
げ
て
お
ら
す

、
政

一
さ
れ
、
更
に
今
日
で
は
プ

ル
ジ
一
ア
ジ

一一
一ご
ろ．で、
こ
の
パ
ン，
ｔｔ
泄
〓
一た‐し

，
一
一
一
主
義
社
会
にお
Ｌ
な賃

産
一， 拭
一ご
”
濠
一
」

，
一
´ヽ
Ｌ
べな
一を
取
って
」ら。　これ
は
一
″れ
われ

治
的
分
解
」

の
み
を
ど
り
あ
げ
て

い
０

一
‐
あ

「
農
業
機
構
改
善
事
業
」
ネ

「
織

一一一
‐われ一主一に樹一一一一
一
一労働キ」、こケ”く‐″一社紳●産

一
彗
論
を

「資
本
主
義
０
薇
ｒ
」
■
〓

ニ
ョ
で

，
た
ば

，
労
働
制
で
み
る
」
一

〓

″
け

，

一

締

鈴

譜

一

Ｌ
Ｏ
‘
Ｌ
な
け
一一一よ

一
お
一
〓

，
で
ヽ
一
と
み
＝
一
論
争
‘
」
一
」

，
こ
と，‐
が
一

し

て
、
こ
の
過
程
は
あ
る
程
度

の

“
　
長

い
期
間
に
わ
た
る
と
い
う

こ
と

，を

は
つ
き

，
■
せ
る

こ
と

で
あ

つ

　ヽ
た
。
）

・　
一
・・
　

一１

　

ヽ

一　
さ
て
両
君
に

，
る
批
判
つ
二
つ
め
は

一
「
な
ん
と
、ヽ

Ｒ
Ｃ
派
は
農
民
２
中
小
企

と
い
っ
て
批
判
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
一
合
農
政
」

「新
全
国
総
合
開
発
計
画
」

「一一一一一一一庫一̈一ヽ̈
一一一一一〔“̈
一̈漁一一一一一一”

ｆ
■
・■
討
一ン
薔
舗
縛
¨̈
鵠
≒

，
、
し

か
し

い
わ
ゆ

る

一
農

民

の
経

済

一
に
よ

っ
て
、

こ

の
自

作
農
あ

ヽ

経
済
〕

７
一
′
´
ツ
ー，‐
上
ェ
主
一
＾

‐民‐
け
工
〓
一
る‐
批
判
に
対
し
て

三ヽ
赤
纂
一
一
〓
〓

的

分
解

」

は
資
本
の

原
始

的
書

積

期

及

一
分
解
」

が
進

み
、

「
富
農

」

（
た

た
し

と
“
づ
Ｌ
ヾ
ぞ
。

，
本
主
義
”
」
任
な
一照
）
、
桜
庁
公
式
Ｌ
は
社
た
デ
こ
■
“

び
産
業
資
本
の
発
展
期
に
お
け
る
土
地

一

「
富
農
Ｌ
と
し，
っ
て

，
、
大
農
協

の
ご

隠
破
Ｌ
てｔ
．い
る

「人
民
の
え
」
．０
イ
‐デ
・一一
・
非
へ
式
な
メ
答
と
し
て
は
、
単
な

革
命

に

も

と
す

く
し

の
と
、

現

在
の

日

，一
営
権

を

握

っ
て

い
る

な
ど

と
し
て

，
本

一
な
一
一
『
「
〓
崚
一
な
（

〔
″
一
た
一

一」

（
バ
ン
フ
Ｐ
６
）

と
い
う
内
容
で
あ

場

。

両
君
は
こ
こ

で
一
農

民
は
小
経
営

一主

つ
ま
り
小
ブ

ル
シ

ヨ
ア
ジ
■
で
あ
り

中

小
企
業
者
は
ブ
ル
シ

ョ
ア
ン
ー
で
あ

一る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
、

こ
の
両
者

一の
滉
同
は
誤
り

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
一

ホ
に
お
け
る
小
ブ

ル
ジ

ョ
ア

ジ
ー
と
し

一
的
に
特
殊
な
か
た
ち
を
と
ち

で
は
い
る

一傷
鮮
渕
霧
討
薫
皐羅
稲
鵠
誠
一

て

の
農

民

の
ブ
ル

ジ
音

ア

ジ
ー

全
の
上

一
が

¨
む

じ

う
農
業

ブ

ル
ジ
●

，
，

一
・」
一

一
，
中
小
企
業
ブ

々
ン
ョ
ア
ン
Ｌ
ど
Ｌ

一
″
慧
変
化
け

て
，

な
し
て

，
，

ど
き

，
¨

い
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
Ｌ
■
へ
の
没

一
ｔ
て
贅
本
家
的
経
営
を

，
な

，
す
」
一
一
た
、
黄
な
ど
並
狂
さ
せ
で
遮
ヽ
て
Ｌ
諄

一
に
、
０
し
な
こ
ケ
一
本
社

，
お
＝
徴
″
一

組
織
を
苺
●
〓
義
Ｌ
嬢
紺
２
し
て
把
撻
〒
島
君
は
≡
●
ヽ

お
一一．が

，
子‐

落
の
問
題
と
を
区
別
し
て
お
か
な
け
れ

一
」
い
っ
た
方
が
正
し
い
）
が
生
ま
れ
、

０
だ
か
ら
、
■

，
左
沢
か
け
言
葉
と
し
一
み
■
の
で
に
な
い
の
で
■

，
■
＾
一
一
・

●
つ
‘
か
‥こ
．っ
一
て
ヽ
ヽ
工
¨
●
３
上

０
一人
■

，
■
０
丼
用
ヶ
仕
方
グ
一
」

ば
な
ら
な

い
¨
＾
一
一
・
　

　̈

一
　

二

ま
だ

一
方

で
は
、
兼
業
農
家
出
稼
ざ
農
一

Ｉ
モ̈
載
■
テ
埴
け
讐
上
罫
計
し

，
証
書
■

，
）

ら
な．　・　
　
　̈　　・　
一
一
一　一二
ち
↑ら〓
が
」て
いる
０
でお
ケ一ご

そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
た
し
か
に
農

一
民
＾
農
村
プ
ロ
レ
ア

，
ア
■
ド
＾
泄
摯

一科
．話
錯
耐「バ
夏
鮮
勢
諄
お
年
一
‐‐Ｌ‐■

，
一一所

，，
ち一・一
一一二
一
一
一　
・一・ｉ　
ｔ
〓
っ
ぃ
一一
　
一

ごデ一で一
「商ｈ驚済一よ．一
一
一一は、一諄〓
″“一一″嵐催ｒ一

民
の
階
層
分
解
を
全
価
的
に
分
析
し
は
一
の
工
場
な
ど
で
賛
労
働
者
と
し
て
働
い

，
■
■
■
■
■
■
三
――‐暑
■
膚
努
警
２７こ

こ
に
ら

の
一

生
薦
〓
な

，

た
ぼ

鷹
薔
済

制
度

の
も
と
で
生
活
し
経
営
を
や

っ
て

い
る
こ
と

（
だ
が
ち
私
は
、
こ
れ
ら
の

組
織
さ
れ
た
社
合
一
彊
慟
の
生
屋
Ｉ
な
一遷
ぼ
Ｌ
Ｏ
」
‘
い
の
０
お
午

し
な
か

っ
た
が
、
■
共
産
主
義
一
１６
号

一
一
い
る
人

々
）が
多
く
生
ま
れ
て

い
る
●

，
７
化
が
遣
ん‐
で
い
な
層
に
対
け
で
、
二
野
Ｐ
お
け
な
入
会
権
こ
の
性
の
時
〓
〓

鮪
諸
詐
曇
」〔発
メ
語
動

摯〔”摯“”』一一̈一〔一け一一一一̈議中”」，一弓〔̈裁奮一農

一
こ
の
輸
文
の
他
の
箇
所
で
農
民
の
渋

一
圧
倒
的
多
数

の
農
民
は
い
様
々
な
か
た

一あ
一
ど
′
．一
．″
´

，
テ
‐
■
の
何
」
一■
吾
〓求
掟
汀
●
で
■

，
一一

，
′
■

痛

化

傾
向

を
指
篠

し

て

い
る
●

も

ち

う

一
ち

で
ブ

，
レ
タ
リ

ア
化

し
て

¨
‘

の
で

！
〓
●
〓
な‐を

，
，
す
Ｌ
ぎ
野
〓を
ｉ

，
一
世Ｌ．〓″メ正
す″一一摯
一一”
一‘着〓ｔ一・ぞこで
は
、紅余‐耐低
一小生産
者
を
小
市
民
と
呼
ふ
の
で
あ
る

こ
一
訥
溶
一
「一
一
■
一
一贅
ヽ
一
だ
一
の
経
播
を
一
ら
か
に
す
ヽ
■
で
あ
‘̈

一　
こ
の
批
判
も
い
わ
れ
わ
れ

の
表

現
が

不
十
分
な
こ

と
に
よ

っ
て
そ
れ
自
体
と

し

て
は
工
当
な
批
判
と
を

っ
て

い
る
。

当
時

の
わ
れ

わ
れ
は

一
中
小
企
業
者
」

の
な

か
に
農
民
以
外
の
小

経
営
主
も
含

め
て
論
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ

は
正
確
な
表
現
で
は
な
か

っ
た
“

「
中

小
企
業
者
」
と

い
え
ば

一
人
～
三
〇
〇

人
の
賃
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
る
企
業

の
こ
と
で
あ
り
、

明
ら
か
に
ブ

ル
シ

ョ

一
一
日
腋
』
』
デ
〔
」
薫
」
一
″
¨
”

一
ん
、
農

民
の

一
部
が
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

一
あ
り
、
来
作
を
主
と
し
た
専
業
農
家
は

こ
ど
ど
述
べ
た
の
た
と
い

，
こ
と
は
、
一
な
と
し
て
も
、
Ｆ
”
一
■
驚
０
魔
一
膵

一ｔ
一
フ
レ

■
ス
諸
君
ｔ

の
共
通
を
見
悌

一
の
な
栃
、

剰
余
一
値
の
だ
な

の
原
因
は

か
ら
一
こ
の
組
織

，
資
本
主
義
け
」
担
一
　
・　
　
　
・・　
　
　
　
一
■

・

（一
）

卜

へ
と
浚
落
し

つ
つ
あ
る
と
い

，

こ
ど

一
「
富
農
」
を
合
め
て
も
（
農
民
人
い
の
¨

ｔ
ｉ
話

募

群

幕

３

甚

本

１
′
・箕
ｉ
■

当
■
賞

）
．
そ
し
て
ヽ
ｔ
れ
ら
の
小
生
苫
者
の

織
さ
れ
て
下
ら
‘
け
う
ご
‘
〓
明
ら
か

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
他
方
で
、　
一
部

一
１３
％
ほ
ど
で
あ
る
。
今
日
で
は
食
管
制

■
■
ξ
・
　
・　
　
一̈彗
き
で̈
暑
〓
■

，
，

一■
■
〓
■
■
■
・７
一一■どた０̈〓
一〓
「主
姉場

に
た

い
す
る
関
係
■
、
小
生
産
者

．
な
”
お
¨
“
一
一
秘
義

一
一
¨
け
熟
増
」

述

べ
で
い
る
の
で
あ
一
一
・
一
●
一
一

レ
■

ョ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に

　ヽ
一
つ

の
工

業
の
経
営
組
織
が
一
■
本
主
義
的

一
組
織
で

，

一
か
〓

，
力、．
ど
分
析
す
な

た
，

意
婆
軍
〓
橿
■
●
「

資
本
主
義
の
機
心
」
と
し
て
い
る

，
け

で
あ

，
い
こ
一
で
は
、
ｔ
本

，
一
一
こ

動
法
則
や
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
・

が
ブ
ル

ジ

ョ
ア
ジ
ー
ベ
と
上
昇
し

つ
う
二
度
の
解
体
避
程
が
進
ん
で
」
る
か
ら
、

一ら‐ｔ，一
ザ一グ一鸞
一一一に，
〓
一．，
た，

， 主張〓
一
２一一
み、把な」一〓ｒ然
的
か
ら
不
可
理
的
に
ブ
′レ‐
ン
ゴ
．

あ
る
と

で
，

こ
と
も
含
ん
で
指
摘
し

て

一
農
民
の
分
解
は
更
に
健
進
さ
れ
な
で
お

．一一一掟́
〓一一， ごヶ
一普一一
の日本におけるな
・業‐だヽ
日一・４＝

， 批一ヽ
一０一∵一一・）が，」一，
Ｔ
一一本〓童のなふ」なる一”″̈
一フン‐一ツ

，
レ

，
一つ
サ
一
■
と
に
分

一
ブ
一
レ
グ

，
ァ
■
卜
ど
小
ブ
ル
ジ

，
一
′
・レ
グ
リ
デ
夫
君
主‐．議
一
〓
一
一一一
・
一Ｆ一一一ヽ
「マ一”ギ性‘彙・一̈
一一一
・一， 一一に一」で、，↑り．あザヽ
「一襲さ
せ

る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
す
ら

で

済
的
分
解
」

の
分
析
で
は
な
い
の
か

，

一
　

・」
の
よ

，
な
農
民

の
状
態
け
↓
わ
れ

鵠
】̈
れ】̈
睾神
¨̈
錮̈
一一つ・一林「一， ■
一一
お
・一一一一〓．・
一一
・　、一
一一一一一この，一〓諄
のな“
に

，
「ヽ
の論
一導な．い
か
ら

で
あ
る
一
も
し
諸
君
が
、

一
命
左
派
は

一
体
何
を
も
っ
て

「農
民

一
″
れ
の

「
共
産
主
義
』
１６
号
一
主
張
智

一一〓″姉一””口一」一一『〓一一”わ中れ「一一一一」̈一̈』一一‐，しゎ， 【人
民
的
』
営
業
力、
ち
‘
一
が
生

↓
“
´
ｒ
″
■
を
い́
つヽ
空
整
を
も
て

の
経
済
的
分
解
」

の
分
析
だ
と
す
る
の
二
裏
付
け
る
も
の
で
あ

っ
て
も
、
〓
命
を
一

住ｔ一一本
矛楯〓〓
鷲， た一一一
一一″一動であ‐̈
、群争
ケ叶と
０あ‐ケ
一み．一ぶ
力、
ゎ
り
上
、
こ
の

『
人
民
的
」

か
，
　

実
際
、
革
命
左
派
の

「
マ
ル
タ

一
派
の
主
張
す

る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
Ｉ
Ｌ
と

■聟‐
|の1革

1帯書
1に1派

「つ の

幕
， 一一矛

盾な
いし
一薦
一一
合，
綸
一‘
‥考え
て
し、る
が̈
‘
しあ
た
つて、
一営
業
の芽来
の証
織な
研
舟」
■
フど

ス
主
義
経
済
学
と
農
業
農
民
問
題
に
つ

一
小
ブ

ル
ジ

ヨ
ア
ジ
ト
と
し
て
の
農
民
と

葛
一
Ｉ
得
の
一
「
一
格
と
す
る
ネ
ツ
‥
ヽ
，
一
洲
島‐
‐〓

″
■

，
本
主
書
の
機
一
」
に
時
す
ヽ
こ
ろ
み
る
な
ら
、

は
た
し
て
渚
君
ぼ

い
て
」
に
お
い
て
は
、
長
大
な
綸
文
で

一
０
階
級
同
盟
の
主
張
に
は
決
し，
て
結
び

一一」魯一”̈
一ヽ”「̈
一一」一一一一一“一一̈
】一̈一， ７一「一一ん

の
わ
す
か
で
す
発
展
し
た
ク
ス
タ

リ
エ
業

の
部
門
で
あ

っ
て
資
本
主
義

に
組
織
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
な
も

の

一消
滅
の
必
然
性
寺
に
関
し
て
、
一
れ
ら

を
，

っ
て
■
責
有
主
義
の
検
心
」
と
し

て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
が
で
あ
る
。

た
し
力．‐
」
一
こ
こ
で
レ
ト
ヨ
ン
が，
遊

べ
て
一
る

「
資
本
主
義
の
な
心
」
な
る

０
の
は
、一

一
う
の
経
営
体
や
■
社
会
柱

・

る
が
ヽ
■
人
以
下
の
賃
労
働
者
を
雇
用

ｔ
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
零
細
企
業
の
場

谷
は
注
意
深
い
考
慮
を
は
ヽ

つ
た
ブ
「

レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
態
度
が
必
要
で
あ
ぢ

す
。
）
他
人
の
労
働
を
い
ユ
■
な
い
、

い
一
っ
」

工 「一
は
け
”
卿
】
れ

‥々・て¨
一

あ
る
に
も
か
か
わ
・ら
ず
、
実
際
に
は
今

一
，

か
な
い
。
大
体
が
レ
ー
ニ
ン‥
は

，
決

日
の
日
本
に
お
け
る

「農
民
の
経
済
的

一
し
て

一
般
的
に
プ
ロ
レ
ィ

，
ア
ー
ト
と

一霧一一一刊ヽ
一け絆，一一ユ一一二一
一′‐‐‐‐‐一一工になし一̈
るレ■
ニン一一

分
解
」

に
つ
一
て
は
何
も
分
析
さ
れ
て

一
小
ブ

ル
シ

ョ
ア
シ
ト
と
し

て
の
農
民

´

一
一
¨
な
０
一
章
印
囃
『
一
」
蒙
け
ヽ
一

一一
革
命
左
派

の
路
豫
転
換

へ
の
布
を
で

あ
●
●

，
ぎ

，
い
。　
　
一
．　

〓
・

一　
一そ
れ
は

，
こ
の
パ
ン
フ
の
構
成
か
ら

し
て

，
そ

，
で
あ
つ
て
、
こ
う
パ
ン
フ
・

一
は

「け
、
社
会
主
義
事
命
と
民
主
主

ヽ
義
〓
命
に
お
け
る
労
農
洞
盟
」
と
い

，

頼
一
が
ら

，
、
彼
ら
は

「
■
実‐
の‐
ョ
●

一
農
民
運
動
工
っ
い
て
は
述
べ
な‐
い
」

０
＾
ン
フ
Ｐ
５６
）
で
、
社
会
〓
議
●
一
二

一一，メ一“一ヶ一刺， 一一一〓
一，， 一彊俯一，一ついで・ル」
二一〓、ロ
シ
ア
に
見

い
た
す

こ
と
に
成
功

■
■
一
．一一・■
の
か
わ
０
一
展
硼
〓
れ
て

一
の
階
級
同
盟
を
主
張
し
た
の
で
は
な
吟

Ｔ， 一一一一二
一一よ、一′鳴一″」す″だかに、　一一る
か
ど
う
か
、拝

見
し

な
い
も
の
だ
。
〉

し
か
ｔ
少
数
者

の
手
中

に
お
け
る
生

ヽ
る
一
■

，
■
一
シ
一に
す
●
７
ン
ア
了

ン
ア
に
お
け
る
「農
民
」
が
、
０
シ

げ
な
の
で
あ
る。
そ
し
て、一
き一０肛
一′
夕
、
何
″
鳴
ヶ
が
は
す
る
た
』

あ
凛
爆
憫
櫻
一
分
析
”
ら
一
一
月
文
の

一
ア
に
お
け
る
資
本
主
義

０
発
展
」
■
ち

一́，
‘そ‐‐一も０に一
，‐し‐．‘一〓一一̈
ｉ薇体一一
一書心一に
ついて晴
つ

中一̈一̈一一一一一一一一‐サ‐ナ二一一一一］「一一一一̈̈
”一一一一

ｔ
一
ぉ
ｒ
一オ后
薔
一ィ
一‘
一‘
０
一一■

，
一
灯
一
なあ
一．
例
によ
って
、
一産
一段
０，こ
一
■ど
手」
（一
の多
成
体
が
、
賣
一
主
義
け
´
す
０
か
‘

，

か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

「
必
要

，

十
分
な
標
証
」
で
あ
‘
¨
こ
の
標
凛
」

日
本
の
工
業
や
農
彙
の
個
々
の
経
営

，

資
本
主
義
的
●
組
織
さ
れ
‘
い
な
か
と

う
力、
そ
判
断
す
る
際
に
社
立
つ
で
あ
ろ

，
。
だ
が
、
そ
れ
は
そ‐
れ
だ
け
で
あ

，

′

ル
シ

ョ
ア
ジ
■
は
そ
な
」
．〓
ま
れ
な

い
。
ま

た
零
細
商
店
経
営
者
な
ど
も
合

様
れ
て

い
な

い
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら

一
一
一

・
・

て ，レ
一
』

一
¨
一
一

一
一

′レ 「・を
一
一

一”」一一」颯̈一̈
”摯一一́“

ｔ一一， 一
・ｔ一一カ文， 証
０文〓を
　^〉に
一致者
の
解
一
一
■
茅
伍
み
れ

，

一^餃

な力、・ら、一
一し， 一一一一泄

ｔ， にヽ
一一と卜，ｔ一一〓‘一一〓^
一で， 一‘^
‐こ‐十駐し‐二，̈
一一聰」】わ出ヽ
出碑］議］坤̈
↑臨

農
民
の
状
態
と
は
全
く
暴
る
の
で
あ
う

一
級
」
と
し
て
、
ツ
ァ
ー
リ
専
制
の
下
で

一一・一「一に， この，一， 一一一一一一一一一ス一‘●一「「「ぜ
一̈」ｏ一翻詢れ，‐一詢会輸知的「ぃ』″［毒

雌
”髄
質
学

讐̈
蛹
城
鑢
彎
押

一』̈
」｛̈
↓一“一一一一一】“̈

， 一̈』一̈
菫̈一̈一一一」一一一一”一̈
“一一一一一̈叶車一一一が

取
得
■
０
こ
と
に
卜
一・』
き
に
こ
‐〓

奉
主
義
の
様
心
が
あ
●
ア
と
い

，
こ

鳳蔵
，

謄
のが
柾
ヽ
階
の」
狐
夕
」を
一が
“
狂
け
に
一
と
し
て
存
在
し
て
いた

“一̈秘一̈一， 一一”“一””一一工一一一鵡一̈
〓ヶ工一， 一一一一一一一一一， 一一́
〓群一〔「〓爛一“̈
一こ
の
機
ａ
一
´
っ
て
′
彗
で
十

け
し

，
眸
Ｌ
は
踊
曜
旧
隔
畔
陥
臓
曜
臨
」
Ｌ
睡
Ｌ
、
今
日
の
「
本
に
お
け
て
は
最
一か
ら
こ
そ
、
農
村
に
お
け
る
ァ
一
レ
´

一襲， 一効」
ていな“一
‘ｔ一一ｔ・一一一， 一れ‐」一ｒ一これ， ″薦」た
一， れ機
＝
で
あ
る
■
と
に
、
も
し
諸
君

で
、
こ
れ
で
も
っ
て
資
（
主
義
的
生
産

嗜
，
‐し，に
い
は
腱
―し、い
」
円
け
眺
匠
」
虜
颯̈

，
的
に
書
者
で
あ‥っ
て
、

‐様
式
の
経
済
●
連
軌
法
則
や
、

櫛
凛
一一瀞
御
一騨
輔
鈴
戦

0.._111111首纂策嘔11
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一　

一

●ヽ

一・　
　

　̈

　

　

　

・　

　

　

一

・　
　

・　
　

　

　
　

　

・

一　
一

一一
　
一
■
一

一｝

一
■

一̈
¨
●
　
・■
　

　

・
　

．　

一

¨
３
構
肛
争
な
契
置
と
し
・て

「
〓
命
的

一左
翼
」
に
よ
っ
て
打
ち
破
ら
れ
て
い
っ

た
経
験
と

，
見
共
通
し
て
い
る
●

一　
一

崚
後
最
大
の
不
況
、
朝
鮮
問
題
が
課

題
に
上
Ｆ
て
い
る
こ
と
、
日
米
安
保
同

盟
の
再
編
強
化
あ
進
展
、
一労
働
逮
動
に

お
け
●
柱
諄
民
同
の
指
導
の
動
揺
と
ブ

ロ
レ
タ
リ
ア
●
卜
の
増
然
発
生
的
肇
掲

そ
の
他
ナ
ペ
‘
は
Ю
年
証
と
げ
Ｌ
で
あ

，
●
た
だ
更
に
深
化
し
て
い
る
に
す
ざ

な
い
よ

，
に
見
た
る
。
　
・●

・
・
´

し

か
し
、
騒
史
は
三
度
繰
り
返
す

こ

と
は
し
な
い
。

六
十
年
Ю

・
一
羽
口
開

争
か
●
七
二
年
‘
合
赤
纂
の
党
的
敗
北

に
三
る
激
動

の
一階
級
闘
争
あ

経
験
を
、

こ
の
０
年
間
に

，
れ

，
に
は

，
っ
た
・

一
相
〓
関
，“

一
〓
一
”

，
綺
一
決

定
的
に
変
化
し
た
●

そ
し
・て
下
・わ
れ
わ

れ
共
諄
主
義
な
け
盟
＾
一一
０
）
」
一

こ

の
漱
動
の
階
級
闘
争
の
中
か
ら
，成
長
し

て
き
一
そ
の
■
叫
″
吸
収
し
て

，
日
に

到
っ
て

，
＾
党
で
あ
ヽ

“
，

‥真‐
モ

ヽ

の
Ю
年
町
に
お
い
て
属
長
し
た
の
が
、

碓
が
真
に
こ

の
Ю
年
間

の
階
級
関
争

の

と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
か
ら

で
あ

る
。

そ
し
て
、
一こ
の
朝
鮮
南
■
部

の
事

命
的
激
動
と
日
本
及
び
東
南
ア
ジ
ア
の

タ
リ
ア
ー
ト
と
し
て
の
最
低
の
義

務
で
あ
る
。
日
本
民
族
は
抑
圧
民

族
一
あ
っ
て
肛
圧
寺
族
”
０
日
本

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
Ｌ
卜
が
機
肛
」
民

族
と
し
て
の
軒
鉾
Ｒ
歯
０
自
決
補

を
承
認
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

阻
テ
こ
と
は
′
す
レ
オ
¨

，
ｍ
際

主
義
の
最
‘
０
条
件
で
あ
ケ
・
こ

の
こ
と
を
認
み
な
い
「ブ

，
レ
タ

リ
ア
ロ
離
主
義
」
ら

，
べ
て
の
主

張
は
、
空
支
句
ぼ
す
ま
す
●〓先
ば

か
り
の

，
０
」
一
ど
な
い
。．̈
朝

ブ
０
レ
´

，
ア
ト
Ｌ
Ｏ
」
継
“
連

帝
は
、
狐
」
民
策
ど
Ｌ
一
０
日、一

プ
ロ
′
グ

，
ア
Ｌ
■
が
警
舟
“
民

族
と
ぃ
で
ク
”
鮮，民
姜
の
分
絡
０

一自

首

を‐
要
，

お
Ｌ

で
時

テ

場
合‥
に

の

み
か

，
と，ら‐れ
る．０
一
が
る
■
一

Ｌ
で

，
筆
民
族
０
島
腱
自‐‐^
の
Ｉ

求
に

，
，

”
、
一な
四
壺
Ｌ五
二
・

・年
■
〓
を
社
復
〓
ＯＦ
で
″
藤
さ

〓れ
た、ｒ
ｉヽ
産
機
と

，
に
し
で
の
・

権
の
打
倒
を
要
求
し
て
関
わ
れ
て

い
る
朝
鮮
市
■
部
の
プ
ロ
ジ
′
り

デ
ー
ト
人
民
の
開
争
を
断
同
と
ｔ

て支
キ
Ｌ
で
時
ゎ
な
け
れ
ば
な
け

な
け，，■
」
こ‐０
田
い
を‐、
こ
日

朝
鮮
人‐′
ュ
′
夕
」
′
―
卜
人
民

と
の
共
町
み
鮨
争
と
い
て
旺
卜抜

く‐む
ど
、
い
の諄
い
夕
中
一
在
・

朝
”
た
ら
」
な
い
民̈
主
〓
〓
的

権
利
を．丼
な
い
一
〓
、
」
村
キ
叫

一ュ
ヌ
彼，筆
い
肛
え‐て

，
″
笙
一

ヶ
毒
別
ど
肛
臓
、
ボ
グ
“
＾
０
」

泉
」対
し．て―ヽ
任
産
的
け
酔
争
」

ぬ
↑
一
４
．
在
日‐朝
鮨
ん
た
ュ
レ．

″
Ｌ
な
ｒ
卜
と‐^
真
の
階
級
釘
遊

．

帯
を
勝
ち
取
な
た
め
に
開
■

，
な

こ
と
に
、
江
Ｅ
ヽ
腱
と
」
で
の
日

本

プ
ロ
」
グ
¨
一
●
卜
一
に
対
的

な
義
務
で
あ
る．∝　
　
　
　
　
　
・

●
と
ご‐
夕
た
に

，
か
が

，
一生
す
一

７
．ル
沢
は
、
″
●
フ．一〓

力ヽ
「
”

．自
菫
町
、
平
一
け
樹
一”
ふ
一
を

綺
確
Ｌ
、
証
七
韓
ぶ
ら
〓
命
町
続

・

二
な
か
ら
と
●
´
」
と
叫
ん
で
」
一

る
。
■

，
″
派
は
、
霧
鮮
民
歯
に
・

一な
”
が
わ

つ
て

、
ｔ

，
絆

ス
グ
●

リ

ニ
ス
ド
」
と
朴
政
権
と
の
同
時

．打
釘
な
実
乳
し
、
■

マ
ル
濠
」

「

勝
共
統

一
」
を
実
現
し
ょ

ァヽ
と
い

■
の

，
あ
ヶ
ｌ‐

一
・
鷹
ユ
一・
一
月
一

”
日‐〓
河
原
清
志
論
文
に
一
な
と

米
帝
国
主
義
は
一
九
四
＾
年
几
月

●
一
北
」
分
断
し
た
〓
〓
ヽ
・糠
鮮

キ
計
り
前
討
な
減
け
に
狂
立
ざ
一
一

キ
を

，
〓
〓
～
」

「韓
田
」
は
「法
け
」
狂
ェ
」
し
一

一
が
ら
、
米
帝
に
よ

っ
、て

「
反．
共

の
砦
」
と
し
て
形
成
さ

れ
て
き
た

め

ヽ
そ

，

だ
．
ご

．れ
は
ヽ
■
大
韓

民
国
」
を
米
帝
国
主
義
及
び
日，本

書
国
主
義
０
な
ィ
ア
ィ
国
家
と
し

て
認
め
な
い
帝
国
主
義
者
の
論
理

で
ぁ
る
¨

．
．

　̈
　
　

．
　
　
¨

日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
半
島
か

ら
の
議
一
ょ
」
０
米
〓
及
び
′
‘

軍
″
三
八
度
線
を
臨
時
的
境
界
線

と
Ｌ
だ
、
市
北
朝
鮮
ヽ
の
進
」
、

そ
ス
´
′
三
日
外
相
査
饉
に
お
け

る
信
“
統
治
泰
０
決
定
、
米
´
茉

同
委
員
会
の
決
梨
濁
程
に
つ
い
て

は
こ
ご
で
は
詳
し
ぐ
述
べ
な
い
。

一
た
、
朝
摯
叫
争
に
こ
の
戦
争
ぼ

朝
鮮
ブ
一
レ
グ
リ
ア
ト
ド
人
民
に

ど
，

で
ぼ
社
団
解
放
戦
争
、
日
え

が
な
投
争
で
あ
り
、
米
帝
国
主
義

だ
一
を
０
世
の
■
回
遮
事
」
諸
日
、

一一州必‐‐会動で‐外雄‐る義一“晰却叶一一硼一

―日
米
両
帝
国
主
義

の
朝
鮮
侵
略

一
反
ホ

命
戦
争
準
備
は
着

々
と
進
ん
で

い
る

の

で
あ
り
、
（一珪
ｌｔ
Ｖ
●

こ
の
策
動
に
対
す

る
日
朝
ブ

一
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
断
回
と

結

び
つ
き
に
そ
な
た
て

た
閲
争

が
今

こ
そ
要
求
さ
れ

て
い
る

も
ち
ろ
ん
．
例

え
ば
金
大
中
事
件
に

わ

一
【
一
印
】
織
〔
静
黎
摯
、
轟
」
”

の
排
外
主
義

へ
の
屋
服
に
比

べ
れ
ば

，

「
革
″
的
左
翼
」
は
無
段
韓
案

で
ぉ

，

．ブ

ｏ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
い
近

い
。■

ヽ

の
日
米
安
保
同
盟
が
再
編
強
化

さ
れ
て

い
る
最
中
Ｌ
す
安
保
＾
段
旺
的
解
消
籠

を
唱
え
た
し
た
社
会
党
の
「
責
任
政
党
」

ヽ
の
変
質

の
始
諄
り，
、

「
救
国

・
事
新

」

「
国
民
的
合
意

の
形
成
」

の
路
線
を

ま

っ
し
ぐ
ら
に
進
も

，
と
し
て

い
る
日

本
共
産
党
富
本

一
派
、

更
に
、
従
来
の

安
保
段
階
的
解
消
綸
さ
え
が
な
ぐ

，
す

て
で
、
現

行
安
保
堅
持

へ
ど
動

こ
，

ど

し
て

い
る
民
社
梵
、
一一れ

ら
の
人
々
あ

、
国
民
連
合
政
府
」
「
民
主
連
合
政
鷹
」

略
綸
あ
る
い
は

「
民
共
革
新
」
略
隷
は

ま
さ
に
、

壇
内
平
和
」

の
追
求
で
お

，

労
働
者
階
級
の
立
場
と
帯
回
主
義
政
府

の
立
場
と
の
融
合
を
目
指
●

，
と
す
る

も

の
で
あ
る
。

か

っ
て
の
第
ニ
イ
ジ

′

―
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
崩
壊

ｒ
ぞ
の
」
紅
見‐

一主
義
の
社
会

，
外
主
書
ヽ
み
韓
化
に

，

帝
国
主
義
戦
争
に
直
可
し
て
も，，
た
ら
〓

れ
た
が
、
「今
け
で
は
す
で
に
な
全
生
、一

共
産
党
は
社
会
排
”
三
議
、
ゆ
成
長

，

開
始
し
て
い
る
¨
共
民
社
党
は
妊
０
一

ら
社
会
排
外
主
義

，
み
る

，
ｒ
一晨
力
宮

本

一
派
の
な
質
は

一
Ｌ
と
議
Ｌ
く１，た
一

て
い
る
。
教
師
＝
重
職
綸
、■
自
温
体
労
一

働
者
＝
全
体
の
奉
仕
着
綸
．
部
”
憫

，
一

に
対
す
る

「国
民
け
融
合
』
諄
■
〓
糧
一

は
、
共
産
主
義
社
会
」
●
残
ヶ
■
年

い
つ
た
か
た
ち
で
ゃ
社
会
霧
け
立
ｒ
●

て
お
り
ｏ
お
そ
●
く
一
定
の

，
一
で
ご
一

の
党
の
分
裂
は
不
可
理
で
あ
な
い̈
）
予

．

そ
し
て
、
更
に
問
題
な
の́
は

，
最
近
一

の
中
国
派
諸
派
の
動
一
で
あ

，
一
一
一

・今

回
あ
革
命
左
派

の
分
製
の
要
因
と
な

Ｐ
た
、一
坂
口
、
渡
辺
、

若
林
君
達

の
社

」会
排
外

〓ヾ
彗
ヽ

の
転
落
よ
り
は
目
を
お
一

■
■
■
Ｘ
●
彎
壕
ヽ

ゾ
遺
社
会
帝
国
主
義
か
ら
の
Ｌ
本
の
勁
・

脅
一
を
か
が
げ
て
、一ぼ
来
安
保
同
盟
〓

〓
定
の
条
件
づ
ぎ
で
は
み
な
一
年
丼
価
一

ヽ
し
は
じ
め

，
自
衛
球
の
再
凝
強
化
を
一

，
■
■
の
独
自
の
判
断
で
進
め
け
れ
て
一

い
る
」
一
「社
ゾ
げ
策
策
」

（
『

，
覇
担

通
信
」・■
サ
）
〓
ｔ
て

「醸
耐
ｉ

打
倒
を
訴
え

て
闘

，
あ
た
と
．

）
」彼
等

は

今
日
、
米
ゾ
棋
頼
争
あ
危
機
な
叫
ぷ

′
ル
平
和
主
義
に
よ
っ
て
そ
の
反
動

な
慮
蘇
Ｌ
４

，
と
し
て
い
な
が
、
彼

一等
０
今
日
η
一
革
命
的
な
ス
」
尺

の
変

．撃
ば
日
米
両
常
国
主
義
の
朝
鮮
南
半
都

へ
の
役
噴
．̈
反
〓
全
戦
争
準
備
の
道
を

一押
開
ぐ
尖
兵
と
し
て
革
一
ル
派
が
存

在
し
て
・^
な
一ヽ
■
●
何
よ
り
も
良
く
示

し
て
¨
な
の
だ
■
―

が
ら
で
あ
る
。

「
〓
命
的
左
翼
一
の
多

く

の
人

々
一は
、
今
日
朝
時
間
連
の
決
定

的

重
大
性
を
承
認
し
は
じ
め
、
自
ら

の

任
務
に
気

づ
ざ
は
じ
め
て
い
る
．

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
今
日
の
「
事
命
的
左
翼
」

の
示
し
て
い
る

の
は
そ
の
危

機
感
の
激

し
さ
と
は
対
Ｒ
的
な
、
多

く

の
滉
乱
な

の
で
あ
る
。
■
ヽ
の
混
乱
に
ょ

っ
て
、
「
ホ

命
的
左
暴
」
は
、

今

日
、
急
速
に
成
長

し

つ
つ
あ
る
社
会
排
外
主
義

の
潮
流
と

の
断

回
と
し
た
蘭
■

の
必
要
性
を
認
め

つ
つ
も
、
そ
れ
とヽ
売
分
に
開

，

こ
と
が

そ

き
て
お
ら
ず

、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー‐
ト

を
社
会
排
外
主
義
か
ら
切
り―
離

し
独
自

の
政
党

へ
と
組
織
け

で
●

ぐ

こ
と
が
で

て
い
な
い

，

「革
命
的
左
暴
」
自
身

会
排
外
主
義
と
き
っ
ば

，
と
手
を
切

一る

こ
と
が
で
き
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
何
ど
し
て

で
し
、

こ
の

混
乱
を
札

き
た
０
て
は
な
ら
な

い
。
普

尾

一
貫
し
た
ブ
●

，

´
リ

ア
国
際
主

義

の
立
場
に
し

と
す‐
い
●
、
今
日

の
階
級

開
争

の
中

に
わ
れ
わ
れ
ば
分
け
入

，

、

事
命
覺
と
プ
●

レ
タ

，
ア
ー
ト
と
の
真

の
結

び

つ
き
を
創

，
証
し

て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な

い
の

で
あ
る
。
　

　

　

　

一

（
鮭
１
）
す
な
わ
ら
、
先

の
三
木

・　

■

７
●
■
ド
会
験

で
は
人

の
よ
う

な
が

た
ち
で
共
同
新
開
発
表
が
な
．

さ
れ
た
ｏ
¨
　

．　
■

　

　

　

　

一

Ｌ

両
国

は
，

絲
国

の
安
全
が
期

・辞
＋
鶴
に
お
け
‘
平

和

の
維
持

に

「２
，

■
要
で
あ

，
、
ま
た
朝
鮮
キ

島

に
お
け
‘

平
「

の
維
持

は
日
本

・を
含
む
東
南

ア
シ
ア
に
お
け
る
平

和
ど
安
全

に
と
り
必
要
で
あ
る

こ

と

に
意
見

の

一
致
を
み
た
ピ
　
一．

許
隷
譜
雲

浴
騨
犠
鵜
¨

・み

坂
『

症
彎

着
林
君
警
」は
■

講
”
呻

綺̈臨
請

一響攀纂『神鵠一辮

， え
で
は
■
姜‐
特
磯
碁

」

「
日
米
共
同
作

戦
体
制
の
強
化
」
が
■
を
嘔
た
で
Ｌ
●
。

Ｌ
が
じ
一
一
サ
”
沢
Ｌ
こ
と
も
あ
ケ
テ

ｅ
、
市
北
朝
鮮
の
百
主
的

・
平
和
的
統

一
方
式
）
を
■
社
神
」
す
る
と
叫
ぶ
こ

ど
に
と

，
そ
一
〓
ご
う
ご
と
な
ざ
絆
外

主
諄
Ｌ
転
一
一
一
¨
夕
・

（
鮭
２
）

■
″
二
つ
０
螢
嗜
ぼ
全
ぐ
対
立
し
て
い

み
が
、
薔
″
０
と
こ
ケ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

一〕， 一̈
中̈
印̈は晴一詢け精

警
〓
じ

，
■
会
一
射
主
義
に
転
落
し
て

」
な
の‥，
冴
な
■

（彼
等
が
決
定
的
に

“一一」̈
一̈
一̈」）い一̈
】

坂
一
一
掟
一辺
一
著
林
著
達
Ｌ
南
ｔ
朝

瘍
蒔
崎一ぃ方，米社範

轟
ｔ
ｉ
ｆ
一
一

朝̈
館
島
涎
ケ静
一
へ
α
分
離
と
い

う．、
歴
史
”
■
存
″
Ｌ
イ
一
ぎ
を

．て
、「■
計
七
弥
筆
の―‐‐“
圭‐“
静
一

」
み
要
ヽ
と，‐Ｌ
ヽ
一
一体僣
さ
れ
て

な
な
し
て
Ｌ
．ケ
み
だ
・
■
・●

，

一国‐‐ご
摯
」″
争
の■
に
今
日

も‐を
，

Ｆ
ュ
一千．０
一
時
な
”
鮮
・

苺
一
讐
に
属
篭
〓
一
‘
・」
る‐米
市

町
一〓
〓
、・こ
の
米
”
国‥主
義
と‐肛

縁
な
ぼ
一
な
が
４
一↓
一九
え
二
年

轟

¨
醐

撚

叫

る
‐に

至

っ
て

い
る
日
本
帝
国
主
・

朴
〓‐‐■
」
な
ら
ぞ
０
な
イ
オ
イ‐‐

し
て
あ‘一
．子
一イ
２
■
ぎ

０
た
め
に
は
■
ゲ
ゆ
る．Ｆ
．■
■
一

経
置
的
テ
ゴ
人‐れ

，
性
Ｌ
も，‐デ
と
．

一〓
¨
」
一
一̈
市
畔
麺
新
靱
一
』
一

■
，

諄
ユ
夕̈
華

３

た
０
”
ｒ
ぎ

，
み
”

，
優
嗜
ぎ
で

み
ケ
こ
と
に
”
ぼ
だ
‘
″
な
■
げ

本
イ
一．」
グ
¨
一●
■
■
一一〇

Ｌ
米
両
帯
回
主
菫
一
軒
簾
一

ナ
ち
や
一
、
村
七
韓
摯

的
証
一
０
■
菫
（
〓
工
ど
に
選
ず

な
た
０
」
こ
こ
肛
争
」
な
け
れ
ば

な
け
な
い．
．‘
・・．‐．Ｌで
■
こ
み
叶
＊

を
学
び
と
っ
た
の
か
、
こ
の
解
答

突
暑
解
げ
転
藩
す
み
一
歩
手
前
キ

，
き

，‘
¨
″
一
〓
■
ル
・沢
の
反
動
佳
」
何
よ

・，
■
●
ヨ
〓
げ
●
平
和
的
峰
一一
一方

を
，

絆
し

，
苺
北
朝
鮮
り
ヽ
命
”
滸

■
を
か
ら
ど
れ
た
」
ム

『解
〓
」
”
居

」
，

）一Ｌ
ド
ナ
な
み
ス
ロ
ト
″
´
」

．示
さ
れ，で
¨
一
■
朴
マ
ル
流
に
と

，
で

極」』̈
〔̈」″”洵一」一̈一

一〓
マ
ル
一
●
「勝
共
●
こ

か

醸
一粗
４
一
て，

，
一一一，
”解
掟
〓

，■

は
十

，
い
で
は
反
共

・
反
革
金
の

．■
元
可
静
ズ
に
な
０
ど
こ
一

は
こ
こ
数
年
の
階
級
闘
争
の
展
開
の
中

で
鮮
明
に
■
■
さ
れ
て
い
ぐ
に
違
い
な

い
ゃ
　

一一
・
一

一
、
一
・
　

●

・
さ
て
い
わ
れ
わ
れ

，

こ
こ
で
は
、
朝

鮮
問
題
に
対

す
な
ら

れ
わ
れ

の
態
度
を

明
ら
か
に
し
、

「
ホ
命
的
な

翼
」

の
混

・

乱
を
札
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
い
。
な

一

せ
な
”
、

ベ
ト
テ

ム
　

イ
‐
ン
ト
ン

ナ
■

一

命
の
時
刊
篠

の
ア
ジ
ア
の
略
報
Ｗ
争

の
．

点
は
剌
卦
市
半
部
の
民
族
解
″
民
主

の
間
理
と
な

っ
て

い
ら
か

・
ら

二
は
Ｆ

，
、
一，

ど
■

一、ｉ

一■

■

，

■

一̈
一・一一・一
米
両
精
町
〓

両
帝
回
主
義
０
優
嗜

び
ぎ
か
ら
の
民
族
と
し
て
の
解

カ
ィ
ラ
ィ
“
拒
ヽ
民
弁
☆
な

り
、
こ
の
ホ
命
に
対
し
て
日
本
ブ

一一”一一】」一一̈一一̈̈
一

て
お
‘
。
ギ
町
減
離
本
の
動
資
〓
０
メ

，
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
ど
の
よ
う
な
態
度

を
と
る
の
か
は
、
今
後
の
日
本

に
お
．け

る
共
産
主
義
率
命

の
将
来
を
決
定
す
る

・々
派
の
一反
共

〓
反
軍

，

へ
の

一

を
要
求
し
、
日
米
両
十
回
〓
議
０

こ
れ
は
、

六

九
年
日
本
共

で
は
私
の
書

，
■
指
摘
す
‘
■
．

北
朝
鮮
ス
タ
■

，
一
ズ
Ｌ
」
と
の

命
戦
争
準
備
に
限
を

つ
む
り
、

「
祖
図
一

鮮
偉
響
■
反
事
”
戦
争
準
備
を
業
化

耀
一
一を

，
，

”サ
■
ヽ
〓
や
■
会
一

度
ご
度
オ
＾
飢
■
躊
ス
オ
ー
¨
ン

，

０
何
が
け
な
一
帝
回
主
義
に
転
●
Ｌ
、

一■
■
尋
語
一
一
Ｉ
は
■ヽ
¨

で
お

と
し
て
は
侵
略
　
反
率
命
戦
争
で

あ

っ
た
―

に
至
る
過
程
と
そ

の
結

果

と
し
て
の
南
北
分
断
の
固
定
化

に
つ
い
て
も
詳
し
く
述
べ
な

い
。

し
か
し
最
低
違

べ
て
お
か
な
く
て

は
な
ら
な

い
こ
と
は
、
戦
後
処
理

間
鮨
と
し
て
の
朝
鮮
門
題
は
国
連

吋
議

に
よ

っ
で
解

決
し
だ

い
と
い

う
確
認
が
ぉ

っ
た

，こ
０
か
か
わ
ら

ず
、
来
帝
国
主
義
」
国
連
”
織
を

強
仔
一Ｌ
な
こ
と‐‥
、

こ
の
国
連
討
饉

グ
強
行

こ
こ
、
米
ヤ
趾
お
響
」
Ｉ

な
朝
鮮
え
旗

の
自
決
橿
ｅ
対
す
●

菫
大
な
侵
苺

で
あ
，つ
た
こ
΅
、
な

が
げ

一
九
四
セ
一

１１
圧

“
日‐‐
あ
回

遭
涎
餞
は
、

例
だ

、日
墜
濠
」
に

，
■
け
た
場
合
で
す
ブ

ル
タ
ゴ
．ア

、
主
主
義
的
合‥
法，
僣
す
ら

，
た
な

い
も
う
で
お
社
ご
と

，
■
グ
衡
の

一
連
の
国
遺
灘
睦
に

，
」
で
す
膚

様
で
あ
な
こ
と
、
更
に
米
帝
国
主

義
は
靭
鮮
南
半‐
“
な
げ
０
単
独
選

挙
な
彊
行
し
て
、
一
九
四
八
年
８‐

月
‐

「
大
篠
民
町
〕
〓
デ
ゾ
ヂ，
上．
げ

た
０
な
ど

，
，

こ
と
で
あ
る
」
ぞ

れ‐
に
対
し
て
、
韓
鮮
寺
卦
主
義
人

民
共
和
回
は
百
上
流
一
選
挙
に
よ

っ
て
―
南
半
部
で
は
李
承
Ｌ
の
弾

底
に
■
ゲ
さ
れ
な
が
ら

，
新
■
％

の
人
々
が
選
十
に
■
加
け
で
い
一

ト
ニ
た
四
人
一
オ
丹
」
」
立
し
た

の
で
あ
り
、
今
」
ら

，
鮮
半
厳
に

お
け
な
嘔

一
の
合
法
腱
格
は
新
鮮

民
主
主
義
人
ヽ
共
和
団
で
み
な
こ

と
」
叫
ら
が

，
お
ヶ
）
事
マ‐
ル
沢

一
一
¨
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一

一

い
あ
き

，
一
を
打
倒
対
象‐
に
し
で

し
ま
？
て
い
る
。
■
マ
ル
派
は
韓

国
と

，
ァ
名
称
に
関
し
て
は
″
ッ

コ
を
つ
け
な
い
で
用
い
て
い
る
が
、

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和‐
団
に
対

し
て
は
プ
ル
ン

，
ア
シ
Ｆ
と
同
様

に

「
北
朝
鮮
」
と
し
か
言
わ
な
い

の
ヽ

そ
し
て
な
マ
ル
派
は
、一朝

鮮
民
族
の
自
決
権
ヽ
そ
の
具
体
化

と
し
て
の
南
北
朝
鮮
の
自
〓
的
樹

一
の
要
求
を‐
露
め
て
お
ら
ず
、
そ

れ
を

，
砕
す
る
と
叫
″
で
い
る
。

こ
れ
が
排
外
主
義
で
あ
り

，
帝
国

一
一
一
一
¨
一
一
一
¨
一
一
¨
¨

一

つ
づ
け
、

今
日

，
な
お
朝
鮮
南
半

に
居
す
わ
っ
て
い
る
の
は
米
帝

で
あ
り
、
日
本

一
，

そ
の
良
き
協
力
者
と
し
て
、

■
¨

・　
カ
イ
ラ
ィ
政
権
を
支
え
、
朝
鮮
苺

一
上
部
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
人
民
の

一絆
縛
崎̈卜
野詰

一
な
一
【
和
嘲
”
一

一向
一
跡
料
瑯
¨

一
に
補
北
朝
鮮
の
増
主
慟
統
ｔ
の
事

」
密
臓
疑
毎
晴
轟

一
マ
メ

派
が
、
日
米
両
帯
国
主
義
´

一一”一一］一一一【一̈一̈

春
爵
轟
の■
■
ｉ

一
「
¨
繰
は
ヽ
一
一
」
】
¨
一
〓

日
，

摯
人
の
諸
団
体
、
朝
鮮
総
ユ

一
精
変
調
¨
尊
一
『

，
』
ユ
¨
」

一
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
を
知
一

な
い
の
か
。
革
マ
ル
派
は
朝
鮮
民

凝
」
が
叫
か
か

，
■

ど
事″０
一

，
そ
な
の
■
マ
ル
テ
的
一
勝
共
続
一

一
グ
主
張
を
押
し
う
け
よ
う
と
い
う
一

一

¨

一
一
一
酬

一
一
一
一

〓
れ
は
音

い
一
〓

，
こ
セ
に
ＩＩ
な
ら

¨

一な

い
だ
ろ
テ
．
知
Ｌ
民
策
と
し
て
、

一
″
日ｉ
本
′
０
レ
″
リ
デ
ー
ト
が
、
一

一
一
¨
一
一
¨
¨
一
一
一
一

一
一
¨
一

赫̈
』̈
”糧一彙お｛一」一

は

「
北
朝
鮮
ス
タ
ー
リ

ニ
ス
ト
」

を
打
倒
対
象

に
し
て
い
る
の
だ
が

ら
、
当
然
朝
鮮
総
連

て
て
い
な
の
だ
。
特
に
革

マ
ル

象
に
し
て
彼
ら
に
立
ち
向
う
可

の
に
変
質
じ
て
」
な
・

――
そ

の
反

ス
′

性
を
も

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
一

事

，
ル
派

の
こ
の
排

外
主
義

ベ

の
転
落
は
、
理
論
的
に
は
彼
等

の

ア
ナ

ル
コ
　
サ

ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム

か
ら
結
果
す

る
反
共
主
義
に
も
と

す

い
て
お

，
、
ま
た
そ
の
反
帝
反

ス
タ
戦
略
が
今

日
に
お

い
て
は
完

全
に
破
産
し
、
全
↑
局
”
的

で
い
る

．

こ
の
問
題
及
び
特
に
朝

鮮
労
働
党
及
び
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国

に
対
す
″
〓

マ
ル
沢
の

一」一一一一　．　一一一．　一　一一一一̈一一一ので．』一―こ・命一̈

」́一樹̈
一一あ‐と‐一一颯」一】・　^̈
一労」党」̈
十一一一，一

．一
　́
．　
　
．̈
　
．　
　
　

．　
　
　
″
．態
度
に

，
い一
′

（以
上
今
号
摘
載
）　
　
　
　
　
　
　
　
（以，上
六
号
予―定
）

苺
口

，・
■



(10)

主
犠
あ
仮
共
主
義
へ́
油
化
に
つ

７■
一
■
一一一一，
一

■
■
一■
一≡

講纂

鰹
難

静
一〓
″
け
た
分
がｒ
ヽ
年
■
´
き
”
・・一し

，
は
な
し
た
よ
う
な
時
代
の
特
殊
性
に
よ

っ
て
数
十
年
に
わ
た

っ
て
生
み
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
帝
国
主
義
戦
争
は
こ

の
よ
う
な
事
態

の
菫
機
の
継
続
で
あ
り

完
成

で
あ
る
゛

（
同
Ｐ
ｍ
）

一
九
二
五
年
以
降

の
日
本
帝
国
主
義

の

「
高
度
成
長
」

（
こ
の

「
高
度
成
長

」

こ
そ
、
戦
後
革
命
及
び
朝
鮮
戦
争
下

の
階
級
闘
争

の
圧
毅

の
上
に
立

っ
た
も

の
で
あ

，
．
何
よ
り
も
朝
鮮
戦
争

Ｉ
朝

鮮
民
族
の
解
放
戦
争
に
対
す

る
米
帝
の

朝
鮮
侵
略

・
反
事

命
戦
争

に
対
し
て
、

日
本
帝
国
主
義
が
後
方
基
地
の
役
割
タ

果
た
し
、

「特
需
景
気
」
に
あ
ず
か
る

こ
と
に
よ

っ
て
そ

の
基
盤
が
作
ヶ
れ
た

も
の
な
の
だ
が
〉
、

そ

の
帝
国
主
義
的

発
展
は

一
九

六
五
年
の
不
況
を
経‐
う
う

す
、
六
０
年
代
後
半
か
ら
今
日
ま
で
親

い
て
き
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ

，
Ｃ
、

同
盟
Ｌ
代

表
さ
れ
る
今
回
主
義
的
労
働
運
動

の
み

な

ら
す
ヽ
総
辞
民
画
の
そ

の

■
騒
年
春

出
方
式
」
に
よ
る

「
日
本
型
労
働
組
合

主
義
Ｌ
は
、
こ
の
日
本
帝
国
主
義

の
発

展
の
中

で
育
て
ら
れ

て
き
た
も

の
に
他

な
ら
な

い
。
更
に
、
●
本
共
産
覺
六
全

協
以
降
の
、
一
日
本
共
嵐
党
宮
本

一
派

の

一歩

一
歩

の
変
質

，
今
日
に
お
け
る
社

会
帝
国
主
義

へ
の
転
化
も
ま
た
そ
テ
で
一

あ
る
。
一　

　

一〓
■
一　
●

一
　

．　

　

・

「
小
市
民
の

『
上
層
』
ま
た
は
労
働

者
階
緩
の
貴
族

⌒
お
よ
び

〔
労
働
者
階

級
の
）
．官
僚
層
〉
が
自
分

の
特
極
的
地

位
を
擁
餞
し
強
化
す
る

こ
と
●
こ
れ
こ
・

．義
的
希
望
と
戦
時
に
お
け
る
そ
れ
に
よ

さ
お

し

い
戦

術
と
の
当
然

の
継
焼
で
あ

り
、
こ

れ
こ
そ
は
、

今
日
の
社
会
帝
国

主
義
の
経
済
的
基
種
で
あ
る
ピ

（
同
Ｐ

８。
τ

　
　
　
　
　

．
　

．　
　

．

以
上
の
レ
ー
〓

イ
の
指
摘
は
、
一今
Ц

の
社
会
党
、

共
産
党
の
社
会
排
外
主
義

へ
の
成
長
の
開
始

（
特
に
‐
げ
本
共
産

党
富
ホ

一
派
と
江
口
派
に
代
表
さ
れ
‘

日
本
社
会
党
の
そ

の
若
翼
の
）
に
つ
い

て
も
充
分
に
あ
て
は
ま
る
。

そ
し

て
、

旧
革
命
左
派
坂
口
、
渡
辺
、
若
林
君
達

及
び
〓
共
同
事

マ
ル
派

の
社
会
排
外
主

義
へ
の
転
落
、
反
共
反
事
命

べ
の

一
歩

接
近
に
つ
い
て
も
充
分
に
あ

て
は
ま
る

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

″一】〓〔一稀約」義静晴レ蒙〔

小
ブ

ル
シ
ョ
テ

的
ｌｌｉ
Ｌ
和
見
主

にな
↑
）
一が
ん，
計
証
一
部

に
革
命
的
激
動
が
お
こ
っ
た
場
合
に
備

え
た
、
米
帝
２
祠
盟
し
て
の
「
鮮
優
略

・
反
革
命
戦
争
の
準
備
で
あ
る
。
し
か

し

´

「
戦
争

の
危
機
」

の
ゆ
る
や
か
な

進
行
は
、
彼
等
に
か

っ
て
第
ニ
イ

ン
タ

ー

の
諸
党
が
感
し
た

で
あ
ろ
う
と
同
様

の

「
刺
激
」
を
与
え
て

い
る
の
だ
。

こ

の
戦
争

の
可
能
性
は
、
米
帝

の
ベ
ト
ナ

ム
侵
嗜

・
反
革
命
戦
争
に
日
議
が
荷
担

し
た
こ
と
と
は
性
格
が
興
る
。

こ
れ
は

自
国

の
、

こ
の
日
本
帝
国
主
義
が
米
帝

と
共
に
直
接
の
当
事
者
と
し

て
の
ぞ
む
一

戦
争
の
可
能
性
な

の
で
あ
る
。
し
か
も

こ
の

「
戦
争

の
危
機
」
は
、
朝
鮮
南
半

こ
と
が
、
彼
等
に
格
別
の

「刺
激
■
‐な
一

与
え
て
い
る
。

「た
が
非
で
す
平
和
を

幸ヽ
の
危
機
で
あ

っ
て
、

こ
の
こ

お
い
て

い
小
市
民

の
ヽ
・

地
位
を
擁
離
し
強
化
」
し
よ
う
と
す
る

こ
と
は
違
け
ら
れ
な

い
。
彼
等
は

「
墟

内
平
和
」
を
求
め
、

こ
れ
ま
で
「
著
労
」

し

て
集

い
て
ま
た
彼
等

の
合
法
的
地
位

一を
守
ろ
う

と
し
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
シ
ー
と

の
同
盟
を
維
持
し
よ
う

と
せ
ぎ
る
を
え

な

い
。
彼
等
は
必
死
に
な

っ
て
ブ

一
レ

グ
リ
ア
ー
ト

の
事
信
的‐
前
造
に
菫
ら
む

か
，

。
「
、
城
内
平
和
■
を、
く
す
す
を
ヽ

一朝
鮮
間
題
は
平
和
的
に
解
濠
Ｌ
な
け
れ

一ば
れ
ら
な
、い
ヽ
で
な
け
れ
ば
戦
争
に
な
一

る̈‐‐．
君
違
は
戦
争
に
賛
由
ず
な
の
力、―
′
」

こ
れ
が
ヽ
彼
等
一
〓
命
的
プ
ロ
ン
グ

，

ス
ー
ト
に
対
す
る
樹
理
で
お
●

．
し
か

Ｌ
薫
命
Ｌ
な
Ｌ
本
′
口
´
タ
リ
ア
ー
ト

は
朝
鮮
民
族
一
解
放
一
〓
ま
、
な
か
′

す
０
、
市
北
颯
鮮
み
一
一主
的
壼

一
の
事

業
の
達
成
を
望
ま
す
に
は
い
け
れ
を
い
。・

こ
あ
事
業
の
違
面
の
た
め
に
は
不
可
欠

で
あ
な
ど
こ
う
の
一
朝
鮮
南
半
部
一
イ

ヽ
レ
′

，
デ
■
卜
人
民
り
民
族
解
放

・

民
主
主
義
革
命
お
騰
刊
を
何
ん
と
し
で

で
す
●
ぞ
ま
す
」
一
い
ら‐
れ
な
い
ｏ
を

せ
な
ら

，
¨
「他
民
族
を
抑
圧
す
‘
民
族

■
泊
由
は
な
い
」
「が
一一
で
あ
る
一
米
帝

里

義
と
と
Ｌ
に
い
Ｅ
オ
帝
国
主
義
が

朝
鮮
南
■
部
あ
タ

ロ
レ
タ

，
デ
ー
ト
人

民
に
対
す
る
直
接
の
抑
圧
者
と
し
て
今

日
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

朝
鮮
民
族
に
対
す
る
抑
圧
者
た
な
日
米

両
帝
国
主
義
及
び
そ
の
カ
イ
ラ
イ
菫
権

で
お
●
朴
政
権
を
平
和
的
に
と

，
の
ぞ
´

く
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る

（雄

‘
）
、
日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
南
半
都

へ
の
優
嗜
の
強
化
を
Ｌ
（
ブ
●
レ
タ
リ

ア
■
■
が
冷
然
と
し
て
見
守
っ
て
い
‘

，
ｔ

，
●
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ド
は

フ
ル

ジ
・ョ
ス
プ
■
に
対
す
‘
同
盟
者
と

な
ら
ぎ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
社
会

帯
国
主
義
者
に
支
配
さ
れ
る
の
に
ふ
さ

の
民
族
解
放
民
主
主
義
事
命
に
際
し

て
の
、
「日
米
両
帝
国
主
義
の
侵
略
　
反

そ
，，
と
す
る
者
は
猛

発
者
だ
」

と
は
、
日
本
国
内

に
お
け
る
プ

ロ
ン
タ

リ
ア
ー
ト
の
政
治
態
度
を
根
本
的

●
門

．

と
な
ら
ぎ
る
を
え
な
い
と
い
●フ

べ
て
に
共
通
の
叫
び
で
あ
る
。

い
ま
だ

戦
争
は
お
こ

っ
て
い
な

い
。
そ
し
て

，

こ
の
戦
争
は
、
も
し
朝
鮮
南
■
部
に
革
一

命
的
激
動
が

形
成
さ
れ
ず

，

日
朝
ブ
〓
・

レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
階
級
的
連
帝
が
進

ま

な

い
な
ら
ば
お
こ
ら
な

い
で
あ
ろ
・■

そ

の
間
は
、

日
米
両
帝
国
主
警
渚
は
彼

等

の
暴
力
と
脅
連
が
効
果
を
上
げ
た
こ

一

と
に
満
足
し
て
、

朝
鮮
蒲
半
部
の
プ

〓

レ
タ
リ
ア
人
民
か
ら
の
絆
取

，
収
奪
を

ま
す
ま
す
強
め
、
「
自
苓
及
び
東
ア
ン
７

一

に
お
け
る
平
和
と
安
全
」
を
語

，
続
け

る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「そ
の
〓

き
は
、

朴
政
権
下
の
朝
鮮
南
■
部
あ
一ブ
一

ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
人
民

の
中
吟
は
ま
薇

ま
す
激
し
い
も
の
と
を

っ
て
い
く
Ｌ
違

い
】
、
げ
れ

中
」
一
卸
蒙
薇
”
一
郵
一
一

」
と

い
う

の
が
、

■

，
し

て
彼
等
す
一

べ
て
は

い
ま
だ
平
和
的
に
答
法
的
に

，

と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

生
活
し
て

い
ぐ

こ
と
が
．で
き
、
社
会
党
・

共
産
党
は
中
間
政
府

へ
の
■
加
を
夢
み

事

マ
ル
派
は

「
社
来
の
の

，
一
だ
Ｌ
を

叫
ん
で
生
さ
て
い
て
こ

と
が
で
き
る
”
一．

こ
の
こ
と
は
後
筆

に
と

，
て
何
物
に
も
一

代
え
が
た

い
の
で
あ
る
。

だ
が
ら
、
何

と
し
て
で
も
問
題
は

「
平
和

的
に
」
解

・

決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
・●
な
い
●
社
会
党
一

共
産
党
が
、

■
帝

（
及
び
米
帝
）
に
対

．

し
て
、「

朝
鮮
政
策

の
転
換
」

を
嘆
願
し

協
定
″
待
ま
い
〓^
３‐）

一̈
嗜一ヽ
雌率う，争囃一理‐」由．反”一

あ
る
ヽ
そ
ｔ
一
今
日
、　

―回情
帝
国
住

び
日，‐本
市
一
〓
義
Ｏ
ｉ
計
“
滅
長
」

時
代
一
終
ら

，

‐と
ｔ
て
い
ち
．
帝
ロ

主
義
の，危
料
ら”
に
、
”
霊
ケ
け
代
」

し
た

一
つ
の
重
大
な
要
因
だ

っ
た
の
で

一あ
り
、
今
日
の
日
本
に
お
け
る
社
共
人

の
強
化
を
も
た
ら

線
派
に
よ
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
■
ド

主
主
義
者
と
し
て
の
登
場
、
そ
の

「

労
働
者
階
級
の
貴
族

（
及
び

（
労
働
者

の
〕
官
僚
層

）
が
自
分
の
特
極
的

・の
支
配

（
日
共
六
全
協

，
総
評
民
同
の

ヽ
ど
別
民
主
化
一
を
か
が
げ
た
反
共
民

民
主
主
義
革
命
は
お
そ
ら
ぐ
式
装
蜂
起

の
か
た
ち
を
と
る
だ
ろ

，
が
、
こ
れ
も

ま
た
親
争
で
お
り
、

革
命
的
か
つ
民
主

主
義
的
な
戦
争

で
ぉ
る

（
〓
５
）
．

ロ

本
ブ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
こ
の
戦
争

が
お
さ
な
な
ら
ば
断
配
と
し
て
そ
れ‐
を

支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て

日
米
両
帝
国
主
義

０
優
略

¨
反
革
命
織

争
に
対
し
て
は
、
断
面
と，
し
て
こ
れ
に

対
決
し
な‐
け

れ
ば
な
ら，
な

い
。

「
革
命
的
階
級
に
一
反
動
的
な
戦
争

に
お

い
て
は
自
国
政
府
の
敗
北
を
希
望

し
な

い
わ
―ナ
．
に
は

い
か
な

い
。

一
れ
は

公
理
で
み
る
。
そ
Ｌ

で
、
こ
を
ヽ
理
‥こ、

異
綸
を
唱
え
て
い
る
０
は
、
社
会
丼
″

派
の
意

罐
的
な
味
方
か
、
「一ざ
も
な
Ｌ
れ

ば
そ
の
，ど
ナ
し
よ
う
す
な

ヽ
下
偉
た
げ

で
あ
る
。

」

＾
レ
ト

ニ
´

，
一
臥
主
義

戦
争
に
お
―ナ
，
な
自
日
政
府

０
敗
北
に

，

い
て
」
で

国
．
爵
一
暉
版

，
社
会
主
義
ど
・

織
争
■
所
収

，
”

）
　

　

．
　

．
　

．
・

か
っ
‘

．
レ
Ｌ
ニ
ン
は
、
帝
回
主
義

殺
争
に
直
‐蔵

Ｌ
で
映
上
を
よ

，
Ｌ
一
ヽ

た
。
今
“

．
酢
一
プ
ロ
レ
′，
―

リ
ア‐Ｌ
ヽ

が
、
そ
こ
■
籠
」
」
傷
オ
一
一
で
は
な

ら
な
ヽ
Ｏ
Ｌ
、　

一
た
ん
朝
鮮
南
■
部
に

命
的
激
”
が
お
こ
つ
た
場
答
の
ヽ
帯

一国
主
義

０
一
」

「
圧
〓
″
戦
争
で
あ

つ

一て
帝
国
主
義
籍
肛
町
の
戦
争
で
ば
な
∵
一

り
に
お

い
て
、
プ

ロ
レ
タ

，
７
ｒ

卜
と
自
由
主
義
的
ブ

ル
ン
■
ア
ジ

ー
の

一
定

の
向
盟
は
不
可
避
で
あ

，
、
必
要
だ
と
考
・え
る
。
一こ
の
よ

う
な
性
格
を
持

っ
て
い
な
朝
鮮
南

半
部

の
民
族
解
放
民
主
主
義
革
命

に
お
い
て
、

「
民
主
的
人
士
」

（

自
由
主
義
的
ブ

ル
シ

ョ
ア
ジ
ー
）

が
朴
政
権
に
か
わ

っ
て
政
権

の
座

に

つ
ぐ
可
能
性
は
な

い
わ
け
で
ぼ

な
い
。
し
か
し
こ
の
可
能
性
自
体

朝
鮮
市
■
部
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ド
人
民
の
民
友
解
″
民
主
主
義
お

金

の
過
程

で
０
、
プ

ロ
ジ
タ
■
ア

ー
ト
と
を
あ
党

の
力
が

い
ま
だ
弱

い
場
合
に
そ
の
積
果
と
Ｌ
で
実
現

〓
れ
ら
事
で
あ
る
に
す
ぎ
を‐
¨
■

一
な
ら

，

」
キ
な
ガ
分
け
け
′

ｏ

ヴ
タ
リ
一
Ｌ
卜
た
民
０
カ
が
強
ぐ

な
０
ド
し
か
し

，
嗜
格

に
か
わ

つ

て
．「ヽ

主
け
だ
士
］
＾
自
由
主
義

的
ブ
ル
ゾ
ュ
ア

ジ
Ｆ
）

，
政
権
の

座
に
着
ぐ
程
度
〓
ば
、
ナ

，
レ

． ′

Ｌ
ア
●
ド
人
員
み
町
¨
か
け
ま
る

と
¨
う
条
件
の

，
で
実
■
さ
れ
■

そ
し
て
、
こ
の
場
合
に

，
、
研
諄

一
一
¨
一
一
一
一
一
一
一
¨
一
¨
一

断
□
ど
し
た
立
場
を
組
持
し
な
ぐ

て
は
な
ら
な
」
だ
ろ

，
一
ど
ち
ヶ

に
し

，
＾
讐
〓
け
に
町
題
な
の
中

軒
鮮
齋
宰
部
の
プ
ロ
レ
グ
リ
ァ
■

●
た
ヽ
み
一
命
け
ガ
一
な
ヶ
こ
と

ドう
こ
と
で
あ
る
．　
．．　
．
　̈

．

・
を
お
、
か
な

，
れ‐は
ゞ
こ
の
溜

ズ
で
は
「自
〓
け
、
平
和
け
統
一

」
よ
り‐０
「ま
〓
け
銃
一」‐な
彊

調
し
た
Ｌ
わ
れ
わ
れ
は
、
朝
鮮
民

族
０
ブ

，
レ
外
”

，
●
一
”
「甘

主
的
、
平
和
的
統
一「
を
主
張
す

」〔一一鍋『一れ一峰一韓一

簑
の
か
は
、
朝
鮮
民
族
の
プ
ロ
レ
タ

，
ア
ｒ
卜
が
ま
き
に
ョ
主
的
に
決

定
す
べ
き
こ
と
な
が
ら
で
み
●
・

わ
れ
わ
れ
は
と
の
ょ
う
な
非
丼
主

義
の
危
険
性
に
対
し
で
も
最
大
め

警
戒
ふ
と
も
た
な
け
れ
ば
な
ら

い
と
考
え
、
あ
た
て
■
自
主
的

一
」
を
強
編
し
た
。
　
　
　

．

動
一
な
戦
争
で
お
ぅ
．一
、

こ
の
戦
争

一に
対
し
て
は

，
日
本
ブ

，
レ
タ．，
ア
■

は
や
は
り
ま
日
配
肛
Ｏ
Ｌ
一
を‐″
ォ

ｔ
な
い
わ
」
」
」
卜
が
イ
」
０
●
み
年

革
命
Ｌ
′
ず
Ｌ
え
Ｌ
ア
●
●
は

今ヽ、
、奎

の
一
ダ
帯
回
主
義
０
潮
流
４
手
を
切
．

し
、
役
嗜
Ｆ
反
率

，
戦
争
０
ま
た

ち
て
進
ま
た
け
れ
ば
な
ら
な
い

．
ブ
●

′
Ｌ

，
日
臓
主
義
の
〓
任
″
旗
を

，

ぢ
た
て
て
〓
”
げ
４

，
レ
グ
”
■
●
Ｌ

一
す
●
キ
４

，
れ
ば
な
ら
な
い
．
．「城

一
平
和
一
を

，
ざ
し
、
一

，
プ
ロ
レ
グ

つ
テ
■
下
０
ぼ
¨
軋
社
ぼ
一
カヽ

，
て
遭
．

一
こ
２
、
市
ば
主
義
の
侵
嗜
・
庭
革
″

．

戦
争
の
事
備
に
対
．し
で
は
こ
の
準
備
な

全
力
を
上
げ
て
阻
上
す
る
闘
■
を
行
な

一
を
が
け
，
ご
の
日
本
書
国
主
義
を
打

、
デ
」
レ
タ
リ
ア
独
裁
権
力
を
樹

立
す
る
、
こ
ぼ
”
職
一
準
備
で

，
っ
て

つ
，

こ
，

と
し
て
い
な
・

一　
　
（餞

，
一
４

５̈
）
わ
れ
わ
れ

一押磐率躍”一轟

，
，

一
し
い
と
わ
れ
わ
に
は
考
え

一一
●
‘
ぜ
な

，
、
「自
主
的
統
「

（一
づ
く
）
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族
内

ビ
栞

対
し
て
提
出
ｔ
た
坊
針
＾

が
あ
る
と

，
い
ぇ
一
一
一

入
れ
実
行
し
た
責
■
■
ヽ

機
曇
響
鰹

業
競
斃
鐵
齢
評

本
型
組
合
主
義
」
）
が
形
成
さ
れ

六
全
協
以
降
宮
本

一
派
的

「自
主
独
立

も
そ
す
の
起
豫
０

こ
こ
か
ら
寿
し
て

い

る
。
ま
た
、　

一
九
六
二
年
、
昨
韓
筆
約

締
結
以
降
急

ピ

ッ
チ

で
進
か
”
‘
な
日

本
帝
国
主
義

の
朝
鮮
南
半
額

へ
０
■

嗜

」
と
も
な

っ
て
、
全
一
本
ヶ
”
経
同
盟

（
同
盟
）
と

「
林
国
労
総
」
と
０
一
反

共
」
と
労
責
協
調
を
旗
印
に
し
た
提
携

が
進
ん
で
い
っ
た
と

い
デ
事
実
す
、
」

帝

み
朝
鮮
一
嗜
と
日
本
国
内‘
け
か
け
タ

社
会
帝
国
主
義

の
青
．

成
，
そ‐
夕
一

、
一

′
，

レ
タ
リ
ア
Ｌ
Ｌ
み
ｔ
属‐́
み
籍
¨

」
の
道
を
進
ん
だ
の
で
あ
ど
。
一町
本
共

産
■
か
ら
の
在
醸
朝
鮮
た
党
員
０
離
脱

及
び
そ
れ
以
降
の
朝
鮮
織
遺
グ
ｒ
本
ヘ

の
内
政
不
干
渉
略
線
に
つ
い
て
は
当
時

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
朝
鮮
労
働
党

の
方
針
も
あ
る
こ
と
で
あ
ヶ
、
わ
れ
わ

れ
は
こ
こ
で

，
く
と
述
べ
る
０
し

，
ぼ

な
い
。
し
か
し
と
ざ
ら

れ
、
こ
み
．
一
上

四

五

―

及
び
日
本
帝
国
主
義
の
な
げ
朝
鮮
人
総

体
に
対
す
″
普
別
支
配
一
一
べ
一
一
本

ブ
，

レ
タ
リ
ア
■
卜
″
屈
肛
と
無
趾
ぷ

が
相
乗
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で

あ
り
、
こ
の
間
題
を
解
決
す
る
こ
と
な

し
に
「
本
フ
一
ル
タ
一
サ
ー
ド
は
事
命

的
前
造
を
と
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
ど

い
う
こ
と
に
は
つ
ぎ
り
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
〉
　

一一　
一
　
一一
　
一」
●
一
■

朝
鮮
民
族
の
解
な
の
事
業
と
日
本
に

お
け
●
プ
一
レ
タ

，
，

１
，■
の
経
済
的

解
放
の
事
業
と
は
こ
う
し
て
不
可
分
』

紺
一
つ
い
て
い
な
。
朝
鮮
民
族
の
解
放

そ
の
■
主
的
統

一
の
事
業
の
違
蔵

，
な

か
ん
ず
く
、
前

，
一
＋
部
の
プ

，
レ
′

リ
ア
ト
ト
人
民
０
民
〓
摯
放
民
主
〓
暑

革
命
の
勝
利
な
ぐ
●
一
・．
日
本
ブ

，
レ

・民
族
へ
の
抑
曇
¨
´
か
ん
ず
ヽ
■

， ォ

一̈
一「̈椰［̈一一̈̈
一絆節”

に
対
す
る
植
民
地
支
一
４
■
出

，・１、■
書

人
弦
制
連
行
に
よ
る
―日，本
帝
日
主
義
み

破
等
に
対
す
な
諏
黎
取
た
び
彗
利
と１．打

一Ｌ
、百
本
′●
ィ
′

，
７
‐‐‐―‐卜輩
０，

ｒ
轟
、■

，
Ｉ
黒
？
す

二
‘
Ｔ

，
保
・ｉ
彗
●

一は̈
』”一̈
一̈豫‐こ定̈
一一一

一父
一鼎鮮
一

る
の
で
み
●
．・
一一九
四
一

，
‐工二
年
の

階
級
闘
争
に
お
一一
一■
●
一

，
摯
り

海
酵
”銀
証
嵯
中

』かか婦』幸一軒“̈
疇一”，¨

い数年前まで，‐‐鮮民族一一，な慎

及
び
そ
の
指
導
に

―掟

わ

リ
ア
ー
ド
の
側
に

こ
の

在
日

「
韓
国
」
人
に
対
す
る
棄
民
政

歴
代
一
朝
鮮
議
■
部
カ
イ
ラ
ィ
政
権
の


